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ＪＳ－１０６０８－ｂ 

 

     フレームリレーデータ網（ＦＲＤＮ）／ＰＶＣのエンドシステム用プロファイル 

                  － コネクションレス型ネットワークサービス上の 

                      コネクション型トランスポートサービス － 

 

＜参考＞ 

 

１．国際勧告等との関係 

（１）本標準は、ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ１００００で規定される国際標準プロファイル（ＩＳＰ）の分類法（タクソノ

ミ）に基づき、フレームリレーデータ網（ＦＲＤＮ）／ＰＶＣを介したＯＳＩ通信を行う場合の下位層プロファ

イル（レイヤ１～４）を規定したものである。 

（２）本標準で規定するプロファイルに対する概説は、標準ＪＳ－１０６０８－ａを参照されたい。 

（３）本標準で規定するプロファイルは、下記の国際勧告に準拠している。 

  ・ＩＴＵ－Ｔ勧告 

    Ｘ．３６ 

  ・ＩＳＯ標準 

    ＩＳＯ８４７３、ＩＳＯ９５４２、ＩＳＯ８０７３、ＩＳＯ８０７３／Ａｄｄ２ 

（４）本標準で規定するプロファイルに対応するＩＳＰは現時点では無く、その開発計画は未定である。今後、当該Ｉ

ＳＰが開発された場合は、相互接続性を確保する必要がある。 

 

２．国内標準との関係 

（１）本標準で規定するプロファイルは、（財）情報処理相互運用技術協会（ＩＮＴＡＰ）と共同で開発したものであり、

以下の対応するパートと技術的整合性が確保されている。 

      ＯＳＩ下位層ＴＡＪ実装規約（Ｖ４．０） 

 

３．上記国際勧告に対する追加項目等 

  なし 

 

４．改版の履歴 

 

    改  版       制  定  日       改 版 内 容  

  第 １ 版  平成 ７年１１月２８日  制定  

     

 

５．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧になれます。 
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ISO/IEC ISP 10608-1:1992 Information technology - International Standardized

Profile TA - Connection-mode Transport Service over

Connectionless-mode Network Service -

Part 1: General Overview and Subnetwork-type

Independent Requirements
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はじめに

国際標準プロファイル（ISO/IEC ISP 10608）のこのパートは、ISO/TR10000-1:1990によっ

て規定される原則に従って機能標準の内容を定義している。

機能標準化の動きは、基本標準、プロファイル及び登録手続きを含むあらゆる分野の情報

技術(ＩＴ)標準化の活動の一部である。プロファイルは、特定の明確に定義されたＩＴ機能

を集めて実行するための基本標準の組み合わせを定義する。プロファイルは、基本標準にお

けるオプションとその他のバリエーションの選択を標準化し、国際的に認められた一つのシ

ステム試験を開発する基礎を提供する。

ＩＳＰの最も重要な役割の一つは、国際的に認知された試験及び試験センターの開発

（ＩＳＯ及びＩＥＣ以外の組織による）のための基礎を提供する。ＩＳＰは、単に基本標準

やオプションの選択を合法化するだけでなく、実システムの相互運用性を推進するために作

成されている。このＩＳＰや他のＩＳＰに基づいた試験システムを開発し、広く普及させる

ことは、この目的の実現のために重要である。

ISO/IEC ISP 10608は複数のパートで構成され、このパートはパート１である。ISO/IEC

10608-1は、ＴＡプロファイル全体に共通なサブネットワークに依存しない要求条件を規定す

る。

ＪＳ－１０６０８－ｂ
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1. 適用範囲

ISO/IEC ISP10608のこのパートは、ＯＳＩ環境で運用するエンドシステムに適用できる。

このパートは、コネクションレス型ネットワークサービスを使用するコネクション型トラ

ンスポートサービスを集合的に提供するＯＳＩ標準の組み合わせを規定する。

ISO/IEC ISP10608のこのパートは、標準のコネクションレス型ネットワークサービスが

有効に動作するサブネットワークに接続されたエンドシステム相互間でコネクション型ト

ランスポートサービスの提供に適用する。

コネクションレス型ネットワークサービス上のコネクション型トランスポートサービス

のプロファイルは単一のグループＴＡに属し、トランスポートクラス４のみをサポートす

る。

2. 参照規約

このパートは次に示す文献の規定を含む。このＩＳＰの発行時点では、次に示す版数が

有効である。このプロファイルに同意する団体は、参照規約の最新の版が自動的に適用さ

れないことに注意すべきである。

ISO 8072:1986, Information processing systems - Open Systems Interconnection

- Transport Service Definition. (See also CCITT Recommendation X.214-1988）

ISO/IEC 8073:1988, Information processing systems - Open Systems Interconnection

- Connection oriented transport protocol specification.

(See also CCITT Recommendation X.224-1988)

ISO/IEC 8073:1988/Add.2:1989, Information processing systems - Open Systems

Interconnection - Connection oriented transport protocol specification

- Addendum 2: Class four operation over connectionless network service.

ISO/IEC 8073:1988/Amd3:1992, Information processing systems - Open Systems

Interconnection - Connection oriented transport protocol specification

- Amendment 3: Protocol implementation conformance statement (PICS) proforma.

ISO/IEC 8073:/Cor.1:1990, Information processing systems - Open Systems

Interconnection - Connection oriented transport protocol specification

- Technical corrigendum 1.

ISO/IEC 8073:/Cor.2:1990, Information processing systems - Open Systems

Interconnection - Connection oriented transport protocol specification

- Technical corrigendum 2.

ISO/IEC 8073:/Cor.4:1991, Information processing systems - Open Systems

Interconnection - Connection oriented transport protocol specification

- Technical corrigendum 4.

ＪＳ－１０６０８－ｂ



－ －7

ISO/IEC 8073:/Cor.5:1991, Information processing systems - Open Systems

Interconnection - Connection oriented transport protocol specification

- Technical corrigendum 5.

ISO 8348:1987, Information processing systems - Data communications

- Network service definition. (See also CCITT Recommendation X.213 - 1988)

ISO 8348:/Add.1:1987, Information processing systems - Data communications

- Network service definition - Addendum1: Connectionless-mode transmission.

ISO 8348:/Add.2:1988, Information processing systems - Data communications

- Network service definition - Addendum2: Network layer addressing.

ISO 8473:1988, Information processing systems - Data communications - Protocol

for providing the connectionless-mode network service.

3. 用語の定義

このパートで使用する用語は、第２章 参照規約、又は付属書Ｅに記載する国際規格の

中で定義される。

4. 略語

このパートで使用する略語は、第２章 参照規約、又は付属書Ｅに記載する国際規格の

中で定義される。

ＪＳ－１０６０８－ｂ
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5. サブネットワークタイプに依存しない要求条件

5.1 概説

この節で記述する要求条件は、エンドシステムが接続されるサブネットワークの種類

にかかわらず、すべての適合するエンドシステムに統一的に適用する。付加的な要求条

件は接続されるサブネットワークの種類に応じてエンドシステムに適用され、これらの

要求条件はISO/IEC ISP 10608の各パートで規定する。

5.2 トランスポート層要求条件

ISO/IEC ISP 10608 のこのパートは、コネクションレス型ネットワークサービス上で

クラス４動作を定義するISO 8073/Add.2及びISO 8073で定義されるクラス４のコネクシ

ョン型トランスポートプロトコルを使用した、ISO 8072で定義されるコネクション型ト

ランスポートサービスの提供を規定する。

追加要求条件は、トランスポートプロトコルに対するＩＰＲＬを記述している付属書

Ａ及びＣに示す。付属書Ｂは、プロファイル実装者に対して重要と思われる要求条件に

係わる、ISO/IEC 8073へのディフェクト報告書を含むものである。

5.2.1 静的適合要求条件

実装が適合するためには、次の項目を満たさなければならない。

a) ISO 8073の14章に記述される適合要求条件を満足すること。

b) ISO 8073とISO 8073/Add.2において定義されるCLNS上のクラス４に対する必須

事項をサポートすること。

c) トランスポートコネクションの確立を起動する能力を要する場合、次の項目を

有するＣＲ ＴＰＤＵを送信できること。

1) 望ましいクラスとして、クラス４

d) トランスポートコネクションの確立に応答する能力を要する場合、望ましいク

ラスとしてクラス４を有するＣＲ ＴＰＤＵを受け入れることができること。

e) トランスポートコネクションの確立を起動する能力を要する場合、次の事項が

実現できること。

1) ＣＲ ＴＰＤＵ中の着呼ＴＳＡＰ－ＩＤ領域の送信

2) 必要な場合、システムに実装されているトランスポートセレクタのいずれ

か一つを運ぶことができる、ＣＲ ＴＰＤＵ中の発呼ＴＳＡＰ－ＩＤ領域

の送信

f) トランスポートコネクションの確立に応答できる能力を要する場合、次の事項

が実現できること。

1) ＣＣ ＴＰＤＵ中の発呼ＴＳＡＰ－ＩＤ領域の送信

2) 必要な場合、システムに実装されているトランスポートセレクタのいずれ

か一つを運ぶことができる、ＣＣ ＴＰＤＵ中の着呼ＴＳＡＰ－ＩＤ領域

の送信

g) 次のパラメタの初期値が設定できること。

Ｔ１ 自局再送タイマ

Ｎ 最大再送回数

Ｉ 無活動監視タイマ

Ｗ ウィンドウタイマ

h) ＡＫ ＴＰＤＵの送信を遅らせる方針で動作する実装である場合、一つのＡＫ

ＴＰＤＵを遅延させる最大時間を、確認時間パラメタを使用し相手トランスポ

ートサービスエンティティに通知しなければならない。

ＪＳ－１０６０８－ｂ
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5.2.2 動的適合要求条件

a) ＴＳＡＰ－ＩＤ

どのように符号化しても、どのような値を使用しても、最大３２オクテットま

での可変長の相手側ＴＳＡＰ－ＩＤパラメタをサポートしなければならない。

自局Ｔセレクタは長さが３２オクテットを越えてはならない。

発呼又は着呼ＴＳＡＰ－ＩＤパラメタがないＣＲ ＴＰＤＵの受信時には、長

さが０の発呼又は着呼ＴＳＡＰ－ＩＤパラメタと等価に扱わなければならない。

発呼ＴＳＡＰ－ＩＤパラメタがないＣＣ ＴＰＤＵ受信時には、ＣＣ ＴＰＤ

Ｕの発呼ＴＳＡＰ－ＩＤパラメタはＣＲ ＴＰＤＵの発呼ＴＳＡＰ－ＩＤパラメ

タと等価であると解釈する。

着呼ＴＳＡＰ－ＩＤパラメタがないＣＣ ＴＰＤＵ受信時には、ＣＣ ＴＰＤ

Ｕの着呼ＴＳＡＰ－ＩＤパラメタはＣＲ ＴＰＤＵの着呼ＴＳＡＰ－ＩＤパラメ

タと等価であると解釈する。

ＣＲ ＴＰＤＵ及びＣＣ ＴＰＤＵ内の発呼及び着呼ＴＳＡＰ－ＩＤパラメタ

の扱いを表1に要約する。

表１ 発呼及び着呼ＴＳＡＰ－ＩＤパラメタの扱い

ＣＲ 着呼

ﾊﾟﾗﾒﾀ無し 長さ＝０ 長さ＞０

ＣＣ ﾊﾟﾗﾒﾀ無し ＮＩＬ ＮＩＬ 注( )１

着呼 長さ＝０ ＮＩＬ ＮＩＬ 不正

長さ＞０ 不正 不正 注( )２

ＣＲ 発呼

ﾊﾟﾗﾒﾀ無し 長さ＝０ 長さ＞０

ＣＣ ﾊﾟﾗﾒﾀ無し ＮＩＬ ＮＩＬ 注( )４

発呼 長さ＝０ ＮＩＬ ＮＩＬ 不正

長さ＞０ 不正 不正 注( )３

注:( ) ＣＣの着呼は、ＣＲの着呼と等価である。１

( ) ＣＣの着呼は、長さと値がＣＲの着呼と一致しなければならない。２

( ) ＣＣの発呼は、長さと値がＣＲの発呼と一致しなければならない。３

( ) ＣＣの発呼は、ＣＲの発呼と等価である。４

b) コネクション確立時のオプション選択

適合する実装は、“チェックサムの不使用”の機能を実装しなければならない。

起動側が不使用を提案することを推奨する。

ＪＳ－１０６０８－ｂ
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c) 既知のパラメタの不正値

ＣＲ ＴＰＤＵ又はＣＣ ＴＰＤＵ中の不正な長さを持つ既知のパラメタはプ

ロトコルエラーとして扱わなければならない。

ＣＲ ＴＰＤＵ中の長さは正しいが不正な値を持つ既知のパラメタは次のよう

に扱わなければならない。

パラメタ 動 作

着呼ＴＳＡＰ－ＩＤ ＤＲ ＴＰＤＵの送信

チェックサム ＣＲ ＴＰＤＵの廃棄

5.3 ネットワーク層要求条件

ISO/IEC ISP 10608 は、ISO 8473で定義されるコネクションレス型ネットワークプロ

トコルを使用して、ISO 8348とISO 8348/Add.1で定義されるコネクションレス型ネット

ワークサービスの提供を規定する。

ISO/IEC ISP 10608 は、ISO 8348/Add.2にしたがったＯＳＩネットワークアドレスの

使用を規定する。ISO 8348/Add.2で規定される形式のうち、どのようなＮＳＡＰアドレ

スもISO 8473で使用してよい。

ISO/IEC ISP 10608 は、同一サブネットワークに接続されたエンドシステムと中間シ

ステム間でルーティング情報を交換するためのＥＳ－ＩＳプロトコルの使用を規定する。

ＥＳ－ＩＳプロトコルの実装はサブネットワーク毎に異なるので、特定の基本標準を参

照し、ISO/IEC ISP 10608のサブネットワークの種類に依存する各パートで記述する。

追加の要求条件は、ネットワーク層のＩＰＲＬを定義する付属書Ｃに示す。

5.3.1 ＣＬＮＰ要求条件

5.3.1.1 インアクティブサブセット

インアクティブサブセットを使用して符号化されたＰＤＵを送信してはなら

ない。インアクティブサブセットを使用して符号化されたＰＤＵを受信した場

合、これを廃棄してもよい。

5.3.1.2 非分割サブセット

分割部の無いデータＰＤＵを生成してはならない。しかし、分割部の無いＰ

ＤＵ（分割許可フラグが“０”に設定された）の送信を選択したシステムとの

相互接続性を確保するため、分割部を含まないＰＤＵを受信し正しく処理しな

ければならない。

5.3.2 ＥＳ－ＩＳ要求条件

ＥＳ－ＩＳプロトコルのためのサブネットワークの種類に依存する追加要求条件

は、ISO/IEC ISP 10608の各（サブネットワーク依存）パートで定義される。

ＪＳ－１０６０８－ｂ
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6. サブネットワークの種類に固有の要求条件の位置付け

接続されたサブネットワークの種類毎のエンドシステムに適用される追加要求条件は、

ISO/IEC ISP 10608に続くパートに規定される。サブネットワークの種類に固有の要求条件

は、個々のサブネットワークによって提供される特定のサブネットワークサービスと、

ISO 8473の基本サービスを提供するために使用される特定のサブネットワークサービスに

おける両方に関係する。
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付属書Ａ （規約）

ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト（ＩＰＲＬ）

A.1 はじめに

この付属書に示すＩＰＲＬは、ISO 8073/Amd.3に対する追加要求条件を規定する。この

ＩＰＲＬに無い項目は、ISO 8073/Amd.3の要求条件を適用する。

この付属書のＩＰＲＬは、ISO 8073/Amd.3で規定される記法を適用する。ＴＡプロファ

イルグループは、トランスポートプロトコルのクラス４のみを使用するため、クラス０か

らクラス３とＣＯＮＳ上のクラス４に対するＰＩＣＳの項目はＴＡプロファイルのＩＰＲ

Ｌに重複して記述する必要はない。トランスポートクラス１からクラス３とＣＯＮＳ上の

クラス４のすべての参照は、ISO/IEC ISP 10608の範囲外である。

適合する実装は、プロファイルのこのパートが参照する基本標準の必須である適合要求

条件を満足しなければならない。

A.2 記法

次に示す記法を用いて、後に続く表が適合要求サポート機能を定義する。

a) 基本標準記法

1) 基本標準のタイプ又は範囲

Ｍ ；必須

Ｏ ；任意

Ｏ.<n> ；任意、しかし同一番号<n>で示される任意事項の少なくとも一つ

の実装は必須

<項番>: ；項番で識別される一つ又はそれ以上の項目がサポートされること

をＰＩＣＳが示すときにのみ<項番>に続く状態が適用される。最

も簡単な場合、<項番>が一つのＰＩＣＳ項目の識別タグである。

<項番>が複数の項番から構成される数字の表現であってもよい。

<項番>:: ；このグループを対象とする<項番>::が真であるとき、関連する節

が完了しなければならない。

b) ＩＰＲＬ記法

ＩＰＲＬのタイプ／範囲欄は、１キャラクタ又は２キャラクタ記法を使用する。１キャ

ラクタ記法は静的要求条件のみを示す。２キャラクタ表記が使用された場合、１番目のキ

ャラクタが静的要求条件を、２番目のキャラクタが動的要求条件を示す。

1) 静的

ｍ ；必須、実装が必須

ｉ ；規定範囲外、このプロファイルに関係しない

2) 動的

ｍ ；必須（使用が必須）

ＪＳ－１０６０８－ｂ
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A.3 トランスポート層ＩＰＲＬ

A.3.1 ＮＣＭＳ機能

基本標準 ＴＡパート１

項番 機 能 参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲 ISP参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲

N2 ﾈｯﾄﾜｰｸｺﾈｸｼｮﾝの管理 6.3.1 Ｏ ｉ

N3 診断 7.6.2, 7.7 Ｏ ｉ

N4 活性ﾈｯﾄﾜｰｸｺﾈｸｼｮﾝの回復 7.4.2 Ｏ ｉ

A.3.2 クラス４でサポートする機能（Ｃ４又はＣ４Ｌ::）

基本標準 ＴＡパート１

項番 機 能 参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲 ISP参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲

T4F29 チェックサムの不使用 6.17 Ｏ 5.2.2 b) ｍ

A.3.3 発行ＴＰＤＵでサポートされるパラメタ

A.3.3.1 ＮＣＭＳに対応するサポートパラメタ（Ａ１::）

A.3.3.2 ＵＮ ＴＰＤＵ（ＳＮ１::）

基本標準 ＴＡパート１

項番 機 能 参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲 ISP参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲

IU1 プロトコル識別子 8.3.3 b) ISO 8073, ISO 8073

ISO 8602,

ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ

ＪＳ－１０６０８－ｂ
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A.3.3.3 クラス４ ＴＰＤＵに対応するサポートパラメタ（Ｃ４又はＣＬ４::）

基本標準 ＴＡパート１

項番 機 能 参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲 ISP参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲

I4CR7 着呼 ＴＳＡＰ ＩＤ 13.3.4 a) Ｏ ｍ

I4CR11 保護パラメタ 13.3.4 d) Ｏ ｉ

I4CR12 追加オプション選択 13.3.4 f) Ｏ ｍ

I4CR13 スループット 13.3.4 j) Ｏ ｉ

I4CR14 見逃し誤り率 13.3.4 k) Ｏ ｉ

I4CR15 優先度 13.3.4 m) Ｏ ｉ

I4CR16 伝送遅延 13.3.4 n) Ｏ ｉ

I4CC7 発呼 ＴＳＡＰ ＩＤ 13.4.4 Ｏ ｍ

I4CC9 保護パラメタ 13.4.4 Ｏ ｉ

I4CC10 追加オプション選択 13.4.4 Ｏ ｍ

I4CC12 スループット 13.4.4 Ｏ ｉ

I4CC13 見逃し誤り率 13.4.4 Ｏ ｉ

I4CC14 優先度 13.4.4 Ｏ ｉ

I4CC15 伝送遅延 13.4.4 Ｏ ｉ

I4DR4 付加情報 13.5.4 a) Ｏ ｉ

A.3.4 プロトコル実装

A.3.4.1 実装クラス

基本標準 ＴＡパート１

項番 機 能 参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲 ISP参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲

C4L CLNS上のｸﾗｽ4動作 14 ISO:C2:O ｍ

A.4.3.2 クラスネゴシエーション － 応答側

基本標準 ＴＡパート１

項番 機 能 参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲 ISP参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲

RC4 ＣＲがクラス４のみを提 6.5.4 h) ｻﾎﾟｰﾄｸﾗｽに ４

示したらどのクラスで応 表3 応じてｸﾗｽ2

答できるか？ ,4又はｺﾈｸｼ

ｮﾝ拒否
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付属書Ｂ （規約）

ディフェクト報告リスト

B.1 はじめに

ISO/IEC 8073、その修正（amendments）及び技術正誤表（technical corrigenda)(２章

参照）に影響を与えるディフェクト報告をこの付属書に列挙する。これらのディフェクト

報告はISO/IEC JTC1 SC6によって作成され、認知されているが、まだ技術正誤表として

発行されていない。この付属書のディフェクト報告は基本標準の重要な要求条件に関する

情報を含んでいるためここに記述する。このディフェクト報告で提案されるように修正さ

れた基本標準に適合するよう実装すべきである。

1. ディフェクト報告番号 ：8073/53

8. 限定 ：技術的

9. ドキュメントの参照 ：12.2.4.2項

10. ディフェクトの性質 ：

再送手順を解放フェーズに適用することが、ＤＲを再送するために新しいネットワ

ークコネクションを開くことになるかもしれない。この場合、トランスポートコネク

ションを解放することも可能であるべきである。

11. 提案された解決策

12.2.4.2節に以下を追記：

"注 - 再送手順は、解放フェーズにおいてＤＲ ＴＰＤＵに適用されるが、ＤＲ

ＴＰＤＵの再送のため新しいネットワークコネクションを開くことが必要な場合には、

トランスポートコネクションが既に解放されているとみなすことが可能である。"

12. 編集者の対応

12.2.4.2節に以下を追記：

再送手順は、解放フェーズにおいてＤＲ ＴＰＤＵに適用されるが、ＤＲ ＴＰＤ

Ｕを再送するために新しいネットワークコネクションを開くことが必要な場合には、

トランスポートエンティティはトランスポートコネクションが既に解放されていると

みなすことが可能である。

1. ディフェクト報告番号 ：8073/64

8. 限定 ：技術的

9. ドキュメントの参照 ：6.1.3項 3､5段落

10. ディフェクトの性質 ：

ディフェクト報告8073/63に関連する明確化

11. 提案された解決策 ：項目12参照

6.1.3項 3段落

用語"トランスポートエンティティ"を"起動側"に置き換える。

6.1.3項 5段落 c)に次の文章を追加する。

"この場合、起動側、応答側ともに割り付けに注意する。"

12. 編集者の対応

6.1.3項 3段落

用語"トランスポートエンティティ"を"起動側"に置き換える。
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付属書Ｃ （規約）

ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト（ＩＰＲＬ）

C.1 はじめに

この付属書に示されるＩＰＲＬは、ISO 8473に対する追加要求条件を規定する。このＩ

ＰＲＬに無い項目は、ISO 8473の要求条件を適用する。

この付属書のＩＰＲＬは、ＩＳＯ技術委員会によってまだレビューされていない形式の

ワーキングドラフトに基づいている。

このＩＰＲＬは、エンドシステムに対するコネクションレス型ネットワークプロトコル

の実装すべてを規定する。ISO 8473に記述される二つのサブセットに依存しない。また、

中間システムの動作はここでは規定しない。

適合する実装は、プロファイルのこのパートで参照する基本標準で必須の適合要求条件

を満足しなければならない。

C.2 記法

次に示す記法を用いて、後に続く表が適合要求サポート機能を定義する。

a) 基本標準記法

1) 基本標準のタイプ／範囲

Ｍ ；必須

Ｏ ；任意

- ；適用範囲外

Ｏ.<n> ；任意、しかし同一番号<n>で示される任意事項の少なくとも一つ

の実装は必須

<項番>: ；項番で識別される一つ又はそれ以上の項目がサポートされること

をＰＩＣＳが示すときにのみ<項番>に続く状態が適用される。最

も簡単な場合、<項番>が一つのＰＩＣＳ項目の識別タグである。

<項番>が複数の項番から構成されるブール表現であってもよい。

<項番>:: ；このグループを対象とする<項番>::が真であるとき、関連する節

が完結しなければならない。

b) ＩＰＲＬ記法

ＩＰＲＬのタイプ／範囲欄は、１キャラクタ又は２キャラクタ記法を使用する。１キ

ャラクタ記法は静的要求条件のみを示す。２キャラクタ表記が使用された場合、一番

目のキャラクタが静的要求条件を、２番目のキャラクタが動的要求条件を示す。

1) 静的

ｍ ；必須、実装が必須

ｉ ；規定範囲外、このプロファイルに関係しない

ｏ ；任意、実装が任意

2) 動的

ｍ ；必須（使用が必須）

ｘ ；禁止（このプロファイルの中で使用は禁止）
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C.3 ネットワーク層（ＣＬＮＰ）ＩＰＲＬ

注：このＩＰＲＬはＰＩＣＳ形式の暫定版を含む。標準のＰＩＣＳ形式が発行されたと

き、このＩＰＲＬはそれを参照する。

C.3.1 サポートされるＮＰＤＵ

次のＮＰＤＵが唯一使用される。

基本標準 ＴＡパート１

項番 ＮＰＤＵｓ 参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲 ISP参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲

ＤＴ送信 7.7 Ｍ ＆

ＤＴ受信 7.7 Ｍ ＆

ＥＲ送信 7.9 Ｍ ＆

ＥＲ受信 7.9 Ｍ ＆

C.3.2 サポートされるサブセット

提供者は、次のサブセットをサポートするか否かを、ＰＩＣＳ形式で示さなければ

ならない。

基本標準 ＴＡパート１

ﾀｲﾌﾟ／範囲 ﾀｲﾌﾟ／範囲
項番 プロトコルサブセット 参照 ISP参照

ＤＴ ＥＲ ＤＴ ＥＲ

ｲﾝｱｸﾃｨﾌﾞｻﾌﾞｾｯﾄ送信 7.8 Ｏ － 5.3.1 ｏｘ ＆

ｲﾝｱｸﾃｨﾌﾞｻﾌﾞｾｯﾄ受信 7.8 Ｏ － 5.3.1 ｉ ＆

非分割サブセット送信 7.4 Ｏ － 5.3.1 ｏｘ ＆

非分割サブセット受信 7.4 Ｏ － 5.3.1 ｍｍ ＆

＆：基本標準と同じ
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C.3.3 サポートされる機能

提供者は、次の機能のサポートをＰＩＣＳ形式で示さなければならない。

基本標準 ＴＡパート１

ﾀｲﾌﾟ／範囲 ﾀｲﾌﾟ／範囲
項番 プロトコル機能 送信 参照 ISP参照

ＤＴ ＥＲ ＤＴ ＥＲ

ＰＤＵ作成 6.1 Ｍ Ｍ ＆ ＆

ＰＤＵルート 6.5 Ｍ Ｍ ＆ ＆

ＰＤＵ送出 6.6 Ｍ Ｍ ＆ ＆

分割 6.7 Ｍ － ＆ ＆

エラー報告 6.10 Ｏ － ＆ ＆

PDUヘッダエラー検出 6.11 Ｏ Ｏ ＆ ＆

輻輳通知 6.18 Ｏ Ｏ ＆ ＆

基本標準 ＴＡパート１

ﾀｲﾌﾟ／範囲 ﾀｲﾌﾟ／範囲
項番 プロトコル機能 受信 参照 ISP参照

ＤＴ ＥＲ ＤＴ ＥＲ

ＰＤＵ分解 6.2 Ｍ Ｍ ＆ ＆

ヘッダフォーマット解析 6.3 Ｍ Ｍ ＆ ＆

ＰＤＵ寿命制御 6.4 Ｏ Ｏ ＆ ＆

組立 6.8 Ｍ － ＆ ＆

ＰＤＵ廃棄 6.9 Ｍ Ｍ ＆ ＆

エラー報告 6.10 Ｍ － ＆ ＆

ＰＤＵヘッダエラー検出 6.11 Ｍ Ｏ ＆ ＆

輻輳通知 6.18 Ｏ Ｏ ＆ ＆

＆：基本標準と同じ
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C.3.4 サポートされるパラメタ

提供者は、次のパラメタのサポートをＰＩＣＳ形式で示さなければならない。

基本標準 ｰ 送信 ＴＡパート１

ﾀｲﾌﾟ／範囲 ﾀｲﾌﾟ／範囲
項番 プロトコルパラメタ送信 参照 ISP参照

ＤＴ ＥＲ ＤＴ ＥＲ

パディング 7.5.2 Ｏ Ｏ ＆ ＆

セキュリティ 7.5.3 Ｏ Ｏ ｉ ｉ

廃棄理由 7.9.1.4 － Ｍ ＆ ＆

部分ソースルーティング 7.5.4 Ｏ Ｏ ｏｘ ｏｘ

完全ソースルーティング 7.5.4 Ｏ Ｏ ｏｘ ｏｘ

部分ルート記録 7.5.5 Ｏ Ｏ ＆ ＆

完全ルート記録 7.5.5 Ｏ Ｏ ｏｘ ｏｘ

サービス品質維持 7.5.6 Ｏ Ｏ ｉ ｉ

優先度 7.5.7 Ｏ Ｏ ｉ ｉ

基本標準 ｰ 受信 ＴＡパート１

ﾀｲﾌﾟ／範囲 ﾀｲﾌﾟ／範囲
項番 プロトコルパラメタ受信 参照 ISP参照

ＤＴ ＥＲ ＤＴ ＥＲ

パディング 7.5.2 Ｏ Ｏ ＆ ＆

セキュリティ 7.5.3 Ｏ Ｏ ｉ ｉ

廃棄理由 7.9.1.4 － Ｍ ＆ ＆

部分ソースルーティング 7.5.4 Ｏ Ｏ ｉ ｉ

完全ソースルーティング 7.5.4 Ｏ Ｏ ｉ ｉ

部分ルート記録 7.5.5 Ｏ Ｏ ｉ ｉ

完全ルート記録 7.5.5 Ｏ Ｏ ｉ ｉ

サービス品質維持 7.5.6 Ｏ Ｏ ｉ ｉ

優先度 7.5.7 Ｏ Ｏ ｉ ｉ

注：輻輳通知機能をサポートするシステムでは、サービス品質維持パラメタは必須

（ｍｍ）である。

＆：基本標準と同じ
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付属書Ｄ （参考）

トランスポート層の相互運用性への推奨事項

D.1 トランスポート層推奨事項

次の推奨事項は、ISO/IEC ISP 10608のこのパートで定義されるすべてのプロファイル

のトランスポート層に適用される。これに従った場合、相互運用性を高めることができる。

D.1.1 再送タイマ

再送タイマで使用される値は、トランスポートコネクション上の実績によるラウン

ド－トリップ遅延に基づくものであることを推奨する。実装は、トランスポートコネ

クションのためのラウンド－トリップ遅延の評価を維持・更新しつづけるべきである。

この評価から、再送カウンタの値は起動する毎に計算する。再送時間の計算と評価の

維持のための手法の一例を次に示す。再送時間の値は、次の式によって計算してもよ

い。

ｔ１ ← ｋＥ ＋ ｗ

この式において、Ｅはトランスポートコネクション上のラウンド－トリップ遅延の

現評価値であり、ｗはコネクション確立時に相手トランスポートサービス提供者から

受信した確認時間パラメタの値であり、ｋは自局で管理される係数である。

ｋの値は、紛失ＴＰＤＵを早く検出できるよう再送タイマを十分小さな値にするよ

うに選択されるべきであるが、不要な再送を引き起こし誤った警報を発生するほど小

さくしてはいけない。

Ｅの値は、ＴＰＤＵ送信と対応する確認応答受信の通常のサンプリング間隔に基づ

き、指数加重平均を用いて計算されてもよい。サンプルは、確認応答を要求するＴＰ

ＤＵが送信された日時を記録すること、及び、この日時と一方の対応する確認応答が

受信された日時の差を計算することによって実行される。新しいサンプルは、次の式

により平均値に組み込まれる。

Ｅ ← Ｅ ＋ （１－α）（Ｓ－Ｅ）

この式において、Ｓは新しいサンプル値であり、αは０と１の間の値に設定可能な

パラメタである。αの選択値は、現評価値と新しいサンプル値の相対加重を決定する。

αの値を大きく設定すると、古い評価値がより重くなり、ラウンド－トリップ遅延の

変化に緩やかに対応する。

αの値を小さく設定すると、新しいサンプル値がより重くなり、ラウンド－トリッ

プ遅延の変化に即応する。αを１に設定することは、実効的にこのアルゴリズムを不

動作とし、結果的にＥは一定値となり初期のＥの値になってしまう。

もし、αが、１－２ と設定されると次に示すように、減算とビットシフトで実現－ｎ

できる。

Ｅ ← Ｅ ＋ ２ （Ｓ－Ｅ）－ｎ

サンプリングの際、複数ＴＰＤＵに確認応答するＡＫ ＴＰＤＵを受信した場合、

最も新しく送信したＤＴ ＴＰＤＵに対する評価値のみを取り込むべきである。これ

は、ＡＫ ＴＰＤＵを保持し続ける相手トランスポートサービス提供者により引き起

こされた実測値中の遅延を最小にするためである。
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D.1.2 生存維持機能

クラス４のプロトコルは、無活動タイマを使用して切断したトランスポートコネク

ションの検出を行う。コネクション上でＴＰＤＵを受信する毎にこのタイマをリセッ

トする。タイマが満了するとコネクションが終了される。

クラス４のプロトコルは、ウインドウタイマの満了によりＡＫ ＴＰＤＵを周期的

に送出することによりアイドルコネクションを維持する。しかし、単純な実装では、

自局トランスポートエンティティのウインドウタイマ周期は、相手トランスポートエ

ンティティの無活動タイマ値の周期より小さくなければならないことになるし、逆の

場合にも同様である。フロー制御確認パラメタを含むＡＫ ＴＰＤＵを送信すること

で、フロー制御確認を含まない重複したＡＫ ＴＰＤＵの受信に相手が常に応答する

ことが分かっていれば、次に述べる方法が使用できる。

・実装は、自局ウインドウタイマ（ISO 8073 12.2.3.8節）の満了時、フロー制御

確認（ＦＣＣ）を含まない重複ＡＫ ＴＰＤＵを常に送信しなければならない。

相手トランスポートエンティティはこのＴＰＤＵを受信したとき、ＦＣＣパラメ

タを含むＡＫ ＴＰＤＵにより応答する。自局トランスポートエンティティがこ

れを受信したとき、自無活動タイマをリセットする。 図D.1参照

・タイマ周期を適正な相対的な値に設定することはローカル事項である。特に、

－ウインドウタイマはラウンド－トリップ遅延より大きくしなければならない。

－無活動タイマはウインドウタイマの２倍より大きくしてはならない。更に、Ａ

Ｋ ＴＰＤＵの消失に対してもトランスポートコネクションが弾力的であるべき

ものならば、通常無活動タイマはさらに数倍大きい値にすべきである。

無活動時間 ｳｲﾝﾄﾞｳﾀｲﾏ

重複AK TPDU
満了

AK TPDU + FCC

ﾘｾｯﾄ

重複AK TPDU
満了

AK TPDU + FCC

ﾘｾｯﾄ

図D.1 アイドルコネクション上のＡＫ ＴＰＤＵの交換

重複ＡＫ ＴＰＤＵ（図D.1）は、以前送出したＡＫ ＴＰＤＵと同一のＹＲ－Ｔ

Ｕ－ＮＲ、クレジット、サブシーケンス番号を持つものである。重複ＡＫ ＴＰＤＵ

は、新しいデータに対して確認しないし、クレジットウインドウも変化させない。
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D.1.3 バージョン番号

バージョン番号パラメータは、ＣＲ ＴＰＤＵ中で送信されるべきではない。何ら

かの理由で、バージョン番号がＣＲ ＴＰＤＵで送信された場合、その値は１に設定

されるべきである。

D.1.4 拡張シーケンス番号

すべてのＴＡ５ｎプロファイルでは、ＣＲ ＴＰＤＵにおける拡張シーケンス番号

をサポートする実装を強く推奨する。

10Mbit/sのＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮ（TA51ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ）のような高速ネットワークに

おいて、十分な性能を得るため拡張シーケンス番号オプションを使用する必要がある

ことが数々の実装及び試験で立証されている。

D.1.5 輻輳回避機構

輻輳回避機構を実装するためのいくつかの方法を次に示す。システムがどの機構を

実装するかはローカル事項である。

この節では、ＯＳＩネットワークにおいて輻輳を回避し、輻輳時の回復に関するオ

プションの要求条件を定義する。これらオプションの要求条件は、ダイナミックウイ

ンドウサイジング手順を規定する。これが実装されていると、ネットワーク中の輻輳

の回避に大いに役立つ。

このオプションのダイナミックウインドウサイジング手順のシステムへの実装には、

次の規則が以降に記述するとおりに適用される。

受信トランスポートエンティティ（ＲＴＥ）規則

規則１：ウインドウの初期化

ＷＲの初期値（ＷＲ０として知られる）は、ローカルに設定可能な上限値を

持たなければならない。このウインドウは、次に送信されたＣＤＴフィール

ドの送信トランスポートエンティティ（ＳＴＥ）に送られる。

規則２：サンプリング周期の必要事項

最後のＣＤＴフィールドが当該ＲＴＥによって送信されてから、次の２ＷＲ

ＤＴ ＴＰＤＵが到着するまで、すべてのＲＴＥはWRの固定値を維持しなけ

ればならない。

規則３：サンプリング周期内の受信ＴＰＤＵの計数に関する必要事項

受 信 さ れ た Ｔ Ｐ Ｄ Ｕ の 全 数 に 等 し い カ ウ ン タ （ Ｎ ） 及 び 、 輻 輳 発生

（ＣＥ）フラグがセットされた受信ＴＰＤＵの全数と等しいカウンタ（Ｎ

Ｃ）を、すべてのＲＴＥは維持しなければならない。Ｎ及びＮＣのカウンタ

は、ＤＴ ＴＰＤＵだけでなくすべてのタイプのＴＰＤＵに含まれる。

規則４：サンプリング周期の終了時の動作に対する必要事項

すべてのＲＴＥは、サンプリング周期の終了時に次の動作を行なわなければ

ならない。

・カウンタＮＣがカウンタＮの５０％より少ない場合、ＲＴＥはＷＲを最

大値ＷＲ１（自局のバッファ管理ポリシーに基づく値である）になるま

で“１”づつ増加しなければならない。そうでない場合、ＷＲに0.875

を乗じた値まで（最小１まで）減少させなければならない。
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・Ｎ及びＮＣを０にリセットする。

・送信トランスポートエンティティに送信された次のＣＤＴフィールドの

新しいウインドウＷＲを送信する。

送信トランスポートエンティティ（ＳＴＥ）規則

規則１：ウインドウの初期化

すべてのＳＴＥは、送信ウインドウサイズ(ＷＳ)を維持しなければならない。

初期及び紛失がない限り、ＷＳは最後のＣＤＴフィールド中の相手ＲＴＥか

ら受信した受信ウインドウ値ＷＲと同一の値に設定する。

規則２：タイムアウト時の動作に対する必要事項

すべてのＳＴＥは、再送タイマが満了し、ＴＰＤＵの紛失を示すとき、ＷＳ

を“１”に再設定する。ＷＳは、さらに確認応答無しで送信又は再送される

ＤＴ ＴＰＤＵ数を制限する。

規則３：応答確認ＴＰＤＵの計数に対する必要事項

すべてのＳＴＥは、WSを最後に補正してからＲＴＥにより確認されたＤＴ

ＴＰＤＵの数をカウントするACKRCVDと呼ぶカウンタを維持しなければなら

ない。よって、ＷＳが補正される度にカウンタACKRCVDは“０”にリセット

されなければならない。

規則４：ウインドウ最大ポリシー

相手ＲＴＥによって許されるウインドウをＷＳが越えないならば、すべての

ＳＴＥはACKRCVDがＷＳの現在値よりも等しいか大きくなるごとに、ＷＳを

１だけ増加しなければならない。

D.2 ネットワーク層推奨事項

D.2.1 ＣＬＮＰ

ISO 8473の実装では、ＰＤＵ寿命パラメタの初期値は少なくとも、ネットワーク間

隔の３倍又は最大転送遅延時間（５００ｍｓ単位）の３倍のいずれか大きい値とする

べきである。

ＣＬＮＰのインアクティブサブセットはこのプロファイルの規定範囲外としたが、

すべての場合にフルＣＬＮＰプロファイルを使用することを強く推奨する。インアク

ティブサブセットを使用しないか又は実装しないことを推奨する。

D.2.2 ＥＳ－ＩＳ

チェックサムの使用・不使用は設定できなければならない。ＥＳ－ＩＳプロトコル

のＰＤＵを送信する場合にはチェックサムを生成しないことを推奨する。

ＥＳ－ＩＳプロトコルは第一にネットワーク層ルーティングベース（ＲＩＢ）を更

新しなければならない。更に、ＲＩＢへ又はＲＩＢから静的エントリの追加・削除で

きる管理機構の実装を推奨する。エントリを追加する機構を使用するとき、ホールデ

ィングタイマは存在すべきではない。そして、エントリはＥＳ－ＩＳプロトコルによ

って変更されないよう書き込み保護されるべきである。
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付属書Ｅ （参考）

参考文献

この付属書は、２章で示す直接参照する基本標準とは別に、有用な情報を提供するＩＳＯ

規格の参考文献を示す。

ISO 8648-1988, Information processing systems - Open Systems Interconnection

- Internal organization of the Network Layer.

ISO 8880-1:1990, Information technolgy - Telecommunication and information

exchange between systems - Protocol combinations to provide and support

the OSI network service,Part1: General principles.

ISO 8880-3:1990, Information technolgy - Telecommunication and information

exchange between systems - Protocol combinations to provide and support

the OSI network service,Part3: Provision and support of the connectionless-mode

Network service.

ISO/IEC TR 9575:1990, Information processing systems - Telecommunications and

information exchange between systems - OSI routeing framework.

ISO/IEC TR 9577:1990, Information processing systems - Telecommunications and

information exchange between systems - Protocol identification in the network

layer.

ISO/IEC 9646-1:1991, Information processing systems - OSI Conformance testing

methodology and framework - Part1: General concepts.
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パート１Ｊ

パート１に対する追加要求条件

ＪＳ－１０６０８－ｂ



－ －26

はじめに

このパートは、標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１に対して追加する内容を規定する。

1. 適用範囲

この章で、追加する事項はない。

2. 参照規約

本標準のパート１が参照する規約の他に、次の規約を参照する。

ＪＩＳ－Ｓ００１ Ｖ３.０ 実装規約概説書

ＪＩＳ－Ｓ００２ Ｖ３.０ アドレス体系実装規約書

3. 用語の定義

このパートの中で使用する用語は、参照規約の中で定義される。

4. 略語

このパートの中で使用する略語は、参照規約の中で定義される。

5. 要求条件

5.2 トランスポート層要求条件

パート１の規定に次の要求条件を追加する。

次のパラメタについては、値を可変に設定できるようにしなければならない。

Ｌ ：リファレンス及びシーケンス番号に対する制限値

5.2.2 動的適合要求条件

パート１の規定に次の要求条件を追加する。

d) ＮＳＡＰアドレス

エンドシステムは、アドレス体系実装規約で規定するＮＳＡＰアドレスのすべて

の形式を実装しなければならない。さらに、ＮＳＡＰアドレスを割り当てる際は、

アドレス体系実装規約で規定するＮＳＡＰアドレス形式とする。

6. サブネットワークの種類に特定される要求条件の位置付け

追加する要求条件はない。
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付属書Ａ トランスポート層（クラス４） ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト

本標準の発行時点では、パート１と同じであり、追加する要求条件はない。

付属書Ｂ ディフェクト報告リスト

本標準の発行時点では、パート１と同じであり、追加する事項はない。

付属書Ｃ ネットワーク層（ＣＬＮＰ） ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト

本標準の発行時点では、パート１と同じであり、追加する要求条件はない。

付属書Ｄ （参考）

パート１の付属書Ｄに示される内容に加えて、次に述べる推奨事項を追加する。

D.1.6 トランスポート層（クラス４） 推奨事項

(a) ＥＲ ＴＰＤＵを送信出来ることを強く推奨する。

(b) ＣＲ ＴＰＤＵ及びＣＣ ＴＰＤＵにおいてＴＰＤＵ長パラメタを送信できること

を強く推奨する。

(c) ＣＲ ＴＰＤＵ及びＣＣ ＴＰＤＵにおいて次のパラメタを送信しないこと、受信

したらこのパラメタを使用しないことを強く推奨する。

・セキュリティパラメタ

・スループットパラメタ

・見逃し誤り率パラメタ

・優先度パラメタ

・伝送遅延パラメタ

(d) ＤＲ ＴＰＤＵにおいて次のパラメタを送信しないこと、受信したらこのパラメタ

を使用しないことを強く推奨する。

・付加情報パラメタ
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D.2.3 ネットワーク層（ＣＬＮＰ）推奨事項

(a) 送信システムは、エラー報告フラグを‘１’（エラー報告有り）に設定して、送

信することを強く推奨する。

(b) 輻輳通知機能を使用する場合、送信システムは、「サービス品質維持パラメタ」

の「輻輳通知フラグ」を‘０’に設定して送信すること、受信システムは、受信

したＮＰＤＵ内の「サービス品質維持パラメタ」の「輻輳通知フラグ」が‘１’

に設定されていれば、輻輳が発生していることをトランスポート層へ通知するこ

とを推奨する。

(c) 送信時、チェックサムパラメタを使用しないことを強く推奨する。

(d) セキュリティ機能を使用しないことを強く推奨する。

(e) ＤＴ ＮＰＤＵのエラー報告機能の送信は、例外として、キューリーコンフィギ

ュレーション機能実行時には常にエラー報告フラグを‘０’（エラー報告なし）

に設定して送信する。

(f) ＥＲ ＮＰＤＵのＮＰＤＵヘッダエラー検出機能の送信は、使用しないことを推

奨する。

(g) サービス品質維持パラメタの実装は規定範囲外であるが、ルーティングに関する

重要なパラメタであるので、その実装を推奨する。また、実装時には、値を設定

可能とすることを推奨する。

付属書Ｅ （参考） 参考文献

本標準の発行時点では、パート１と同じであり追加する情報はない。
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パート１１１Ｊ

ＴＡ６１２２１Ｊプロファイル定義
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1. 適用範囲

1.1 概説

本標準のこのパートは、エンドシステム（ＦＲ ＴＥ）がＦＲＤＮ（フレームリレー

データ網）に専用（固定）アクセスラインにより接続され、ＦＲＤＴＳ（フレームリレ

ーデータ転送サービス）のＰＶＣサービスを使用する場合に、ＴＡプロファイルのエン

ドシステム動作への要求条件を規定する。ISO/IEC DTR 10000-2:1995の中では、このＴ

Ａプロファイルの接続形態をＴＡ６１２２１と名付けているが、現時点では対応するＩ

ＳＰが存在しない。したがって、このパートではＴＡ６１２２１Ｊのための日本先行要

求条件を規定する。

1.2 プロファイルの位置付け

本標準は、ISO/IEC DTR 10000-2:1995の中において“ＴＡ”と名付けられているプロ

ファイル体系に適用される。このプロファイル体系は、“トランスポートプロファイル、

Ａグループ：コネクションレス型ネットワークサービス上のコネクション型トランスポ

ートサービス”を構成する。

ここでは、ＴＡ６１２２１Ｊプロファイルのための要求条件を規定する。

図１は、ＴＡ６１２２１Ｊプロファイルを構成する標準をあらわしている。

トランスポート層 ISO 8073, ISO 8073/Add.2

ISO 8473, ISO 9542
ネットワーク層

ITU-T X.36 ( P V C管理)
ITU-T X.36 ( M P E )

データリンク層 ITU-T X.36 (DLコア)

物理層 網がサービスするインタフェース

図１ ＴＡ６１２２１Ｊエンドシステムのためのプロトコルスタック

1.3 シナリオ

図２はＴＡ６１２２１Ｊプロファイルが適用されるエンドシステムの形態をあらわし

ている。

ＴＡ６１２２１Ｊ
他

参照 ＦＲＤＮ ＊＊
エンドシステム

エンドシステム
＊＊ 他のネットワーク装置

－ なし

ＴＡ６１２２１Ｊ － ＯＳＩ中継

参照点 － 他の装置

図２ ＴＡ６１２２１Ｊプロファイルの適用可能なシナリオ

ＪＳ－１０６０８－ｂ
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2. 参照規約

このパートは次に示す文献の規定を含む。本標準の発行時点では、次に示す版数が有効

である。このプロファイルに同意する団体は、参照規約の最新の版が自動的に適用されな

いことに注意すべきである。

本標準のパート１

本標準のパート１Ｊ

本標準のパート１１２Ｊ

本標準のパート１１３Ｊ

本標準のパート１１４Ｊ

ITU-T X.36:1994, Interface between data terminal equipment (DTE) and data

circuit-terminating equipment (DCE) for public data networks providing frame

relay data transmission service by dedicated circuit

3. 用語の定義

このパートで使用する用語は第２章の参照規約の中で定義される。

4. 略語

このパートでは、以下に示す略語を使用する。

ＦＲ ＴＥ Frame Relay Terminal Equipment

このパートで使用する他の略語は第２章の参照規約の中で定義される。

5. 要求条件

5.1 サブネットワークの種類に依存しない要求条件

トランスポート層のプロトコル及びネットワーク層のコネクションレス型ネットワー

クプロトコル（ISO 8473）の要求条件は、本標準のパート１及びパート１Ｊに規定する。

5.2 サブネットワークの種類に依存する要求条件

サブネットワークの種類に依存する要求条件は、個々の実サブネットワークによるサ

ブネットワークサービスの提供方法と、ISO 8473の前提となるサービスを提供するため

のサブネットワークサービスの使用方法（ＳＮＤＣＦ）の両方に関連する。

5.2.1 ネットワーク層の要求条件

5.2.1.1 呼制御

このプロファイルでは、ＦＲＤＴＳのＰＶＣサービスのみを使用する。

ＪＳ－１０６０８－ｂ
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5.2.1.2 ＰＶＣ管理

ＰＶＣ管理手順は、本標準のパート１１３Ｊに規定する。

5.2.1.3 データ転送

(a) ＦＲＤＴＳ上のＣＬＮＳ提供のためのＳＮＤＣＦ

本標準のパート１１２Ｊに規定する。

(b) ＥＳ－ＩＳ

本標準のパート１１２Ｊに規定する。

(c) ＭＰＥ

本標準のパート１１２Ｊに規定する。

5.2.2 データリンク層の要求条件

5.2.2.1 ＤＬコア

本標準のパート１１４Ｊに規定する。

5.2.3 物理層の要求条件

特に規定しない。なお、インタフェース例がITU-T勧告X.36に記載されている。
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付属書Ａ（参考） 参考文献

この付属書には、２章に示した標準を直接参照しただけでは得られない有用な情報が記載

されている、ドキュメントへの参照を含んでいる。

ＮＴＴ技術参考資料、フレームリレーサービスのインタフェース第１版（平成６年６

月）

TTC標準JT-Q922（第１版）、ＩＳＤＮフレームモードベアラサービスレイヤ２仕様

TTC標準JT-Q933（第１版）、ＩＳＤＮフレームモードベアラサービスレイヤ３仕様

TTC標準JT-I370（第１版）、ＩＳＤＮフレームモードベアラサービス輻輳マネジメント

TTC標準JT-I555（第１版）、フレームリレーベアラサービスインタワーキング

ISO/IEC TR 9577:1990, Information technology - Telecommunications and

information exchange between systems - Protocol identification in the network

layer

ISO/IEC DTR 10000-1.3:1994, Information technology - Framework and taxonomy of

International Standardized Profiles -

Part 1: General Principles and Documentation Framework

ISO/IEC DTR 10000-2:1995, Information technology - Framework and taxonomy of

International Standardized Profiles -

Part 2: Principles and Taxonomy for OSI Profiles

The Frame Relay Forum - User-To-Network Implementation Agreement (UNI),

FRF.1, 1991.

The Frame Relay Forum - Multiprotocol Encapsulation Implementation Agreement,

FRF.3, 1993.

RFC 1490, Multiprotocol over Frame Relay, July 1993.
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パート１１２Ｊ

ＣＬＮＰ（ＳＮＤＣＦ）、ＥＳ－ＩＳ、ＭＰＥ
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1. 適用範囲

このパートは、ＦＲＤＮ（フレームリレーデータ網）のＰＶＣコネクション上でＣＬＮ

Ｐを動作させる構成における、サブネットワークの種類に依存するデータ転送の要求条件

を規定する。

2. 参照規約

このパートは次に示す文献の規定を含む。本標準の発行時点では、次に示す版数が有効

である。このプロファイルに同意する団体は、参照規約の最新の版が自動的に適用されな

いことに注意すべきである。

ISO 8473:1988, Information processing systems - Data communications -

Protocol for providing the connectionless-mode network service

ISO 9542:1988, Information processing systems - Telecommunications and

information exchange between systems - End system to Intermediate system

routeing exchange protocol for use in conjunction with the Protocol for

providing the connectionless-mode network service (ISO 8473)

ITU-T Recommendation X.36:1994, Interface between data terminal equipment (DT

E)

and data circuit-terminating equipment (DCE) for public data networks

providing frame relay data transmission service by dedicated circuit

3. 用語の定義

このパートで使用する用語は、参照する基本標準（２章を参照）で定義される。

4. 略語

このパートでは、以下に示す略語を使用する。

ＭＰＥ Multi Protocol Encapsulation

ＦＲＤＮ Frame Relay Data Network

このパートで使用する他の略語は、参照する基本標準（２章を参照）で定義される。
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5. サブネットワークの種類に依存するデータ転送の要求条件

5.1 ＦＲＤＮ上のＣＬＮＰ動作のためのＳＮＤＣＦ

ＦＲＤＮのＰＶＣコネクション上のISO 8473の前提とするサービスの提供は、ＭＰＥ

により実現する。

5.2 ＥＳ－ＩＳ

ISO 9542では、サブネットワークの種類に応じて各機能の適用可能性を規定している。

ＦＲＤＮのＰＶＣはポイントーポイントサブネットワークに分類されるため、このプロ

ファイルではＣＩのみが適用可能である。

ただし、ＣＩのうちキューリコンフィギュレーション及びコンフィギュレーションレ

スポンスはブロードキャストサブネットワーク（ＬＡＮ）のみに適用可能なため、この

パートでは規定範囲外である。また、サブネットワークアドレス（ＳＮＰＡ）は存在し

ない。

5.2.1 要求条件

(1) コンフィギュレーション通知機能

実装にあたり、ISO 9542の6.7節に記述するシステムの初期化に関するコンフ

ィギュレーション通知機能をサポートすることは任意である。もしこの機能をサ

ポートする場合は、これを有効又は無効にする能力をもたなければならない。エ

ンドシステムでＩＳＨ ＰＤＵとＥＳＨ ＰＤＵの両方を受信する機能をサポー

トしている場合、この機能はＩＳＨ ＰＤＵの受信でのみ起動されなければなら

ない。

(2) 初期化時動作

電源投入時又はエラー回復時にはＥＳＨ ＰＤＵを送信し、その後ＣＴを起動

する。

(3) アドレスマスクパラメタの長さ

アドレスマスクパラメタとネットワークアドレスを比較する処理は、次の条件

を満足する場合に実行する。

「アドレスマスクパラメタの先頭ビットからもっとも後にある値“１”のビッ

トまでの長さ」が、比較しようとしているネットワークアドレスの長さ以下であ

る。

5.2.2 ＥＳ-ＩＳパラメタ

次のパラメタの初期値は設定可能でなければならない。
１ホールディングタイマ（ＨＴ）注

２コンフィギュレーションタイマ（ＣＴ）注

注１：ＥＳがＥＳＨ ＰＤＵに設定するＨＴ値は、各ＥＳで可変に設定できなけ

ればならない。
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注２：ＥＳがＥＳＨ ＰＤＵに設定するＣＴ値は、各ＥＳで可変に設定できなけ

ればならない。また、ＣＴの値はＥＳＨ ＰＤＵに設定するＨＴ値の半分

より少し短くする。

また、送信と受信に関する次のパラメタは、ＴＡ６１２２１Ｊプロフィルの規

定範囲外である。

セキュリティ

優先度

ＱｏＳメンテナンス

アドレスマスク

ＳＮＰＡマスク

5.2.3 ＥＳ-ＩＳプロトコル推奨事項

(a) ＰＤＵヘッダのチェックサム生成機能は実装しないことを強く推奨する。

(b) コンフィギュレーション通知機能を実装することを強く推奨する。

(c) ＥＳＨ ＰＤＵにおいて、次のパラメタを使用しないことを強く推奨する。

・チェックサムパラメタの送信

・セキュリティパラメタの送受信

・優先度パラメタの送受信

(d) ＩＳＨ ＰＤＵの受信時、次のパラメタを使用しないことを強く推奨する。

・セキュリティパラメタ

・優先度パラメタ

5.3 ＭＰＥ

ITU-T勧告X.36に規定されるＭＰＥに準拠する。

ただし、下記の要求条件を追加する。

(a) フレーム送信時に、ＵＩフレームの制御フィールド（Ｘ'03'）の後にオプショナ

ルパッドを設定する場合には、１オクテットの値Ｘ'00'とする。

(b) フレーム受信時には、下記の動作を行うものとする。

－ ＵＩフレームの制御フィールド（Ｘ'03'）に続く１オクテットの値がＸ'00'

の場合、そのフィールドをオプショナルパッドと解釈し、その次のオクテッ

トをプロトコル識別子と解釈する。

－ ＵＩフレームの制御フィールド（Ｘ'03'）に続く１オクテットの値がＸ'00'

以外の場合は、プロトコル識別子と解釈する。
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1. 適用範囲

このパートは、ＦＲＤＮ（フレームリレーデータ網）ＰＶＣコネクションの管理手順に

関する要求条件を規定する。

2. 参照規約

このパートは次に示す文献の規定を含む。本標準の発行時点では、次に示す版数が有効

である。このプロファイルに同意する団体は、参照規約の最新の版が自動的に適用されな

いことに注意すべきである。

ITU-T Recommendation X.36 - 1994, Interface between data terminal equipment

(DTE) and data circuit-terminating equipment (DCE) for public data networks

providing frame relay data transmission service by dedicated circuit.

3. 用語の定義

このパートで使用する用語は、参照する基本標準（２章を参照）で定義される。

4. 略語

このパートでは、以下に示す略語を使用する。

ＦＲＤＮ Frame Relay Data Network

このパートで使用する他の略語は、参照する基本標準（２章を参照）で定義される。

5. 要求条件

5.1 静的適合性要求条件

5.1.1 全体にかかわる要求条件

このパートに適合する実装は、以下の要求条件を満たさなければならない。

(a) ITU-T勧告X.36に規定される静的適合性要求条件に準拠する。

(b) ITU-T勧告X.36に対する追加の要求条件は5.1.2項に準拠する。

5.1.2 追加の静的適合性要求条件

このパートに適合する実装は、状態問合（STATUS ENQ）メッセージの送信及び状

態表示（STATUS）メッセージの受信の機能を実装することを推奨する。

5.2 動的適合性要求条件

5.2.1 全体にかかわる要求条件

このパートに適合する実装は、以下の要求条件を満たさなければならない。

(a) ITU-T勧告X.36に規定される動的適合性要求条件に準拠する。

(b) ITU-T勧告X.36に対する追加の要求条件は5.2.2項に準拠する。

5.2.2 追加の動的適合性要求条件

このパートに適合する実装は、状態問合（STATUS ENQ）メッセージの送信及び状

態表示（STATUS）メッセージの受信を行うことを推奨する。
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付属書Ａ（参考） 参考文献

この付属書には、２章に示した標準を直接参照しただけでは得られない有用な情報が記載

されている、ドキュメントへの参照を含んでいる。

ＮＴＴ技術参考資料、フレームリレーサービスのインタフェース第１版（平成６年６

月）

TTC標準JT-Q933（第１版）、ＩＳＤＮフレームモードベアラサービスレイヤ３仕様

The Frame Relay Forum - User-To-Network Implementation Agreement (UNI),

FRF.1, 1991.

The Frame Relay Forum - Multiprotocol Encapsulation Implementation Agreement,

FRF.3, 1993.
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ＤＬコアに関する日本先行要求条件
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1. 適用範囲

このパートは、ＦＲＤＮ（フレームリレーデータ網）へアクセスする構成のデータリン

ク層のＤＬコアに関する要求条件を規定する。

2. 参照規約

このパートは次に示す文献の規定を含む。本標準の発行時点では、次に示す版数が有効

である。このプロファイルに同意する団体は、参照規約の最新の版が自動的に適用されな

いことに注意すべきである。

ITU-T Recommendation X.36 - 1994, Interface between data terminal equipment

(DTE) and data circuit-terminating equipment (DCE) for public data networks

providing frame relay data transmission service by dedicated circuit.

3. 用語の定義

このパートで使用する用語は、参照する基本標準（２章を参照）で定義される。

4. 略語

このパートでは、以下に示す略語を使用する。

ＦＲＤＮ Frame Relay Data Network

このパートで使用する他の略語は、参照する基本標準（２章を参照）で定義される。

5. 要求条件

5.1 静的適合性要求条件

5.1.1 全体にかかわる要求条件

このパートに適合する実装は、以下の要求条件を満たさなければならない。

(a) ITU-T勧告X.36の静的適合性要求条件に従っていること。

(b) ITU-T勧告X.36に対する追加の静的適合性要求条件は、5.1.2に従っているこ

と。

5.1.2 追加の静的適合性要求条件

(a) Ｃ／Ｒビット

Ｃ／Ｒビットは、本プロファイルでは適用範囲外とする。

(b) 最大ユーザ情報長

１６００オクテット以上をサポートすることを推奨する。

ＪＳ－１０６０８－ｂ
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(c) 明示的輻輳検出及び応答

下記機能をすべて実装することを強く推奨する。

－ ＦＥＣＮビットが１に設定された（複数の）フレームを網から受信すること

により、網輻輳状態を検出し、フレームの送信制御を行う機能。

－ ＢＥＣＮビットが１に設定された（複数の）フレームを網から受信すること

により、網輻輳状態を検出し、フレームの送信制御を行う機能。

－ ＣＬＬＭメッセージを網から受信することにより、網輻輳状態を検出し、フ

レームの送信制御を行う機能。

5.2 動的適合性要求条件

5.2.1 全体にかかわる要求条件

このパートに適合する実装は、以下の要求条件を満たさなければならない。

(a) ITU-T勧告X.36に規定されるプロトコル手順に従っていること。

(b) ITU-T勧告X.36に対する追加の動的適合性要求条件は、5.2.2に従っているこ

と。

5.2.2 追加の動的適合性要求条件

(a) 明示的輻輳検出及び応答

下記動作のうち、少なくとも一つを使用することにより、他エンドシステムと

の間の両方向の輻輳制御を行うことを強く推奨する。

－ ＦＥＣＮビットが１に設定された（複数の）フレームを網から受信すること

により、網輻輳状態を検出し、フレームの送信制御を行う動作。

－ ＢＥＣＮビットが１に設定された（複数の）フレームを網から受信すること

により、網輻輳状態を検出し、フレームの送信制御を行う動作。

－ ＣＬＬＭメッセージを網から受信することにより、網輻輳状態を検出し、フ

レームの送信制御を行う動作。

(b) ＦＥＣＮ受信に対するフレームの送信制御

ＦＥＣＮビットが１に設定されたフレームを網から受信することにより輻輳制

御を行う場合、下記の方法でフレームの送信制御を行うことを推奨する。

－ 網からの輻輳通知をトランスポート層に通知し、輻輳発生方向のクレジット

を削減し、その結果のクレジット値をＡＫ ＴＰＤＵにより、相手側トラン

スポートエンティティに通知する。

ただし、ＤＬコアからトランスポート層への輻輳通知方法は、本パートの規

定範囲外とする。

ＪＳ－１０６０８－ｂ
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付属書Ａ（参考） 参考文献

この付属書には、２章に示した標準を直接参照しただけでは得られない有用な情報が記載

されている、ドキュメントへの参照を含んでいる。

ＮＴＴ技術参考資料、フレームリレーサービスのインタフェース第１版（平成６年６

月）

TTC標準JT-Q922（第１版）、ＩＳＤＮフレームモードベアラサービスレイヤ２仕様

TTC標準JT-I370（第１版）、ＩＳＤＮフレームモードベアラサービス輻輳マネジメント

The Frame Relay Forum - User-To-Network Implementation Agreement (UNI),

FRF.1, 1991.

The Frame Relay Forum - Multiprotocol Encapsulation Implementation Agreement,

FRF.3, 1993.
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ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺

フレームリレーデータ網(FRDN)／PVCのエンドシステム用プロファイルの補遺

＜参考＞

１．目的

本補遺は、標準ＪＳ－１０６０８－ｂで規定されるＴＡ６１２２１Ｊプロファイルの参照

標準ならびに規定内容に対して解説し、プロファイルの理解を助ける目的で作成されたもの

である。

なお、本補遺は、（財）情報処理相互運用技術協会（ＩＮＴＡＰ）と共同で作成したため、

維持管理上、ドキュメントは可能な限り共通化されている。

２．規定範囲

プロファイルの参照標準ならびに規定内容に対する解説は、必ずしも特定プロファイルに

対してのみ有効な解説ではなく、今後開発される可能性のある他のプロファイルに対しても

有効である。このため、本補遺では、ＴＡ６１２２１Ｊプロファイルに対する解説のみなら

ず、他のＴＡ系プロファイル（本補遺発行時点では、ＩＮＴＡＰにのみ存在する）に対する

解説も含んでいる。

３．改版の履歴

改版 対応するＴＴＣ標準

版数 発行日

内容 番 号 名 称 発行年度 版数

第１版 平成 7年 制定 JS-10608-b フレームリレーデータ網(FRD １９９５ １

11月28日 N)/PVCのエンドシステム用プ

ロファイル

－ コネクションレス型ネ

ットワークサービス上

のコネクション型トラ

ンスポートサービス －
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1. 概要

1.1 目的

このＬＡＮ・ＷＡＮ共通解説部は、ＴＡＪプロファイルのうちサブネットワークに依

存しない要求条件で、ＬＡＮ及びＷＡＮに共通のトランスポート層、ネットワーク層に

ついての標準を解説対象とする。

これらの規定事項は、おもにパート１及びパート１Ｊに記述されている。

1.2 標準化状況

1.2.1 基本標準

ＯＳＩ環境におけるＯＳＩ下位層関連のＩＳＯ規格、ＪＩＳ規格を次に示す。

(1) トランスポート層

ＩＳＯ規格：

トランスポートサービス定義 ＩＳＯ ８０７２

トランスポートプロトコル仕様 ＩＳＯ ８０７３

コネクションレス型ネットワークサービス上

でのトランスポートクラス４動作 ＩＳＯ ８０７３／Ａｄｄ２

実装機能適合表 ＩＳＯ ８０７３／Ａｄｄ３

技術正誤表 ＩＳＯ ８０７３／Ｃｏｒ１

～ Ｃｏｒ５

ＪＩＳ規格：

トランスポートサービス定義 ＪＩＳ Ｘ ５１０８

トランスポートプロトコル仕様 ＪＩＳ Ｘ ５１０９

(2) ネットワーク層

ＩＳＯ規格：

コネクションレス型ネットワークサービス定義 ＩＳＯ ８３４８

ＩＳＯ ８３４８／Ａｄｄ１

ＩＳＯ ８３４８／Ａｄｄ２

コネクションレス型ネットワークプロトコル ＩＳＯ ８４７３

1.2.2 国際標準プロファイル

コネクションレス型ネットワーク上のコネクション型トランスポートサービスを

規定する国際標準プロファイルＩＳＰ １０６０８ー１は国際標準となっている。

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺
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1.3 ＴＡＪプロファイルの位置付け

図1.3にネットワーク全体の中でのＴＡＪプロファイルの位置付けを示す。

図1.3 プロファイルの位置付け

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺
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1.4 用語

ＥＳ ：End System エンドシステム

ＩＳ ：Intermediate System 中間システム

ＬＡＮ ：Local Area Network ローカルエリアネットワーク

ＷＡＮ ：Wide Area Network 広域ネットワーク

ＩＳＰ ：International Standardized Profile 国際標準プロファイル

ＩＳＯ／ＩＥＣ／ＪＴＣ１で作成されている実装規約の国際標準

ＰＩＣＳ：Protocol Implementation Conformance Statement プロトコル実装適合

性記述

ＩＰＲＬ：ＩＳＰＩＣＳ Requirements List ISPICS要求リスト

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺
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2. トランスポート層

ＯＳＩ参照モデルにおけるトランスポート層は、セション層に対して透過的なデータ転

送機能を提供し、エンドシステム間で動作する。

ＴＡＪプロファイルでは、コネクションレス型ネットワークサービス上でのトランスポ

ート層のプロトコルとしてクラス４を採用する。トランスポート層のクラス４は、誤り検

出回復クラスとして、主として次の制御を行う。

(1) 輻輳を避けるための明示的フロー制御機能を提供する。

(2) ネットワーク層の障害からの回復機能を提供する。

(3) ネットワーク層の提供するサービス品質の結果として生ずる誤りを検出し回復する機

能を提供する。

2.1 プロトコル手順要素

プロトコル手順要素選択の考え方を示す。

2.1.1 拡張フォーマット

拡張フォーマットの実装及び使用は任意であるが、実装及び使用を強く推奨し

た。

－理由－

拡張フォーマットの使用により、シーケンス、レファレンス番号の凍結による

通信停止の確率を著しく低下させることができる。故に、ネットワークのスル

ープットを向上させるために、拡張フォーマットを使用することを強く推奨し

た。

2.1.2 チェックサム

チェックサム不使用機能は実装必須、使用任意とし、ＣＲ ＴＰＤＵでのチェッ

クサム不使用の選択及びＣＣ ＴＰＤＵでのチェックサム不使用の応答及び受諾を

強く推奨した。

－理由－

不使用を推奨するのは、ＬＡＮ等では伝送品質が良いためトランスポート層以

下の層で誤りが生じる確率は低く、またデータリンク層にはエラー検出機能が

あり、その見逃し誤り率も低いため、システムとしてトランスポート層のチェ

ックサムは過剰な検査機能となっているからである。

2.1.3 ＴＰＤＵ長

基本標準ではＴＰＤＵ長パラメタの送信機能の実装及び使用は任意となっている。

さらにＴＡＪプロファイルでは、この機能を実装することを強く推奨した。

－理由－

ＴＰＤＵ長パラメタを送信しない場合、省略時値の１２８オクテットが、常に

使用されることになり、ネットワークのスループットの低下を招く恐れがある。

このためこの機能の実装を強く推奨した。

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺
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2.1.4 バージョン番号

バージョン番号パラメタの送信機能を実装及び使用しないことを強く推奨した。

送信する場合はパラメタ値を“１”に設定することとし、１以外を設定したＣＲ

ＴＰＤＵは規定範囲外とした。

ただしバージョン番号は、受信時には使用しないことが望ましい。

－理由－

ＴＡＪプロファイルは、バージョン“１”のみを規定対象としているため、バ

ージョン番号は必要なく、このパラメタの欠落により相互接続性は失われない。

また、バージョン番号パラメタの受信時は、このパラメタの存在により相互接

続性が失われることがないよう、このパラメタを使用しないことが望ましい。

2.1.5 セキュリティ

ＴＡプロファイルでは、ＣＲ ＴＰＤＵ及びＣＣ ＴＰＤＵにおいて、セキュリテ

ィパラメタの送信機能、受信機能の実装及び使用は規定範囲外となっている。

さらにＴＡＪプロファイルでは、このパラメタを送信しないこと、及び受信時は

使用しないことを強く推奨した。

－理由－

基本標準において、プロテクションを提供する機構は明確でない。

また、このパラメタの解釈は利用者定義とされている。これは、システム運用

以前に相互にパラメタの解釈についての合意が必要であるが、確かな合意がな

ければ相互接続性の妨げとなる恐れがある。このため、このパラメタを含むＴ

ＰＤＵを受信したときは使用しないことを強く推奨した。

2.1.6 サービス品質維持：ＱｏＳ

ＴＡプロファイルでは、ＱｏＳパラメタ（スループット、見逃し誤り率、優先度、

伝送遅延）について、送信機能、受信機能の実装及び使用は規定範囲外となってい

る。

さらにＴＡＪプロファイルでは、このパラメタを送信しないこと、及び受信時は

使用しないことを強く推奨した。

－理由－

(1) これらのＱｏＳを要求するトランスポートサービス利用者が現在はない。

(2) これらのＱｏＳを提供する機構が明確でない。

2.1.7 ＤＲ ＴＰＤＵの切断付加情報

ＴＡプロファイルでは、ＤＲ ＴＰＤＵの切断付加情報は実装任意、使用は規定

範囲外とした。

さらにＴＡＪプロファイルでは、このパラメタを送信しないこと、及び受信時は

使用しないことを強く推奨した。

－理由－

ＤＲ ＴＰＤＵ内の切断付加情報については、必要性が明確でないことによる。

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺
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2.1.8 ＥＲ ＴＰＤＵの不正ＴＰＤＵフィールド

ＥＲ ＴＰＤＵの不正ＴＰＤＵフィールドは送信機能、受信機能の実装及び使用

は任意となっている。ただし受信時は、このパラメタの存在によりＥＲ ＴＰＤＵ

を廃棄するべきではない。

－理由－

相互接続に影響しないため任意としているが、実装していないシステムはこの

パラメタの存在のためにＥＲ ＴＰＤＵを廃棄する必要はない。

2.1.9 監視時間タイマ２：ＴＳ２

ＴＳ２タイマの実装及び使用は任意である。

－理由－

ＣＬＮＳ上のクラス４では、ＥＲ ＴＰＤＵ送出時、ＴＳ２タイマを使用しな

くても、無活動監視タイマ（Ｉ）のタイムアウトによりトランスポートコネク

ションの解放が可能であり、ＴＳ２タイマの有無は、相互接続に影響しないた

め基本標準通り任意である。

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺
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2.2 プロトコルの詳細

2.2.1 チェックサム

コネクション確立動作開始から確立動作終了までの間におけるチェックサムパラ

メタの扱い（特にチェックサムパラメタのＴＰＤＵへの付与、及び受信時の処理）

については、基本標準で明示されていない。この間のチェックサムパラメタの扱い

に相違が生じると次のような要因により相互接続性を損なう。

a) 正常にやりとりされるはずの３ハンドシェイクに使用されるＴＰＤＵを受け付

けなくなる。

b) 異常終了するために使用されるＤＲ ＴＰＤＵを受け付けなくなる。

そこで、ＴＡＪプロファイルとしてのコネクション確立前(１)におけるチェック

サムパラメタの扱いに関する基本標準の解釈を次に示す。

ただし、a)に関係する解釈（ＣＲ、ＣＣ ＴＰＤＵのチェックサムパラメタの付

与、受信処理）は、ＩＮＴＡＰのＯＳＩ下位層ＴＡＪ実装規約（Ｖ２．０）を実装

したシステムとの相互接続性を維持するために必須となる。

(1) チェックサムパラメタの付加

コネクション確立前(１)におけるチェックサムパラメタの付加／不付加は、次

のように決定される。

・送信するＴＰＤＵがＣＲ ＴＰＤＵのとき

チェックサムパラメタを付加する。

・送信するＴＰＤＵがＣＣ ＴＰＤＵのとき

自局トランスポートエンティティがチェックサムの使用を選択するとき

は付加し、不使用を選択するときは付加しない。

・送信するＴＰＤＵがＣＲ ＴＰＤＵ、ＣＣ ＴＰＤＵ以外のとき

ＣＲ ＴＰＤＵ、ＣＣ ＴＰＤＵを送信する前は、チェックサムパラメタ

を付加する。

ＣＲ ＴＰＤＵ、ＣＣ ＴＰＤＵを送信した後は、自局トランスポートエ

ンティティがチェックサムの使用を選択（要求）するときはチェックサ

ムパラメタを付加し、不使用を選択するときは付加しない。

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺
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(2) チェックサムパラメタの受信

コネクション確立前(１)における、ＴＰＤＵ受信時のチェックサムパラメタの

取扱いは次のようになる。

・受信したＴＰＤＵがＣＲ ＴＰＤＵのとき

チェックサムパラメタを処理する。チェックサムパラメタがないものは

プロトコル誤りである。

・受信したＴＰＤＵがＣＲ ＴＰＤＵ以外のとき

起動側：チェックサムパラメタがあるときは、チェックサムパラメタを

正しく処理し、チェックサムパラメタがない場合でもＴＰＤＵ

をプロトコル誤りとせず受信する。

応答側：ＣＣ ＴＰＤＵ送信後に最初に受信されるＤＴ、ＥＤ、ＡＫ Ｔ

ＰＤＵはＣＣ ＴＰＤＵで返答した選択値にしたがったもので

ないときはプロトコル誤りである。これ以外の場合は起動側の

処理と同じである。

注:(１) ここでの「コネクション確立前」の定義は以下の通り。

起動側：ＣＣ ＴＰＤＵを受信するまで

応答側：ＣＣ ＴＰＤＵを送信後、ＣＣ ＴＰＤＵの受信確認としての

ＤＴ、ＥＤ、ＡＫ ＴＰＤＵを受信するまで

2.2.2 プロトコル誤りの扱い

プロトコル誤りが発生した場合、特にことわらない限り、ＥＲ ＴＰＤＵを送信

することが望ましい。

－理由－

プロトコル誤り時の処理は、次の３通りがある。

① 無視する。

② ＤＲ ＴＰＤＵを送信する。

③ ＥＲ ＴＰＤＵを送信する。

上記のうち、誤り回復動作をすみやかに開始することが可能で、かつ、誤りに

関する情報を転送することができる③が最も望ましい。

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺
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2.3 パラメタ値

タイマ、カウンタで値を可変に実装すべきものについて、その理由と参考値につい

て述べる。

(a) Ｔ１：自局再送時間

基本標準より、Ｔ１の値はつぎのように計算される。

Ｔ１＝Ｅrl＋Ｅlr＋Ａr＋Ｘ

Ｅrl：自局から相手局への最大伝送遅延の期待値

Ｅlr：相手局から自局への最大伝送遅延の期待値

Ａr ：相手局確認時間

Ｘ ：自局でのＴＰＤＵの処理時間

この値はＴＰＤＵを再送するために用いられるタイムアウト値であり、正常なＴＰ

ＤＵの送信とその受信確認は、この時間内に終了することを保証する。上式の

Ｅrl、Ｅlrはネットワークの伝送速度、ＥＳ間でＮＰＤＵの中継に介在する中間シ

ステムの数とその処理速度に依存している。Ｔ１の値がそのコネクションが張られ

ているＥＳ間のネットワークに対して小さすぎると、正常なＴＰＤＵ送信と受信確

認の交信が行われていたとしても不必要なＴＰＤＵの再送が発生してしまい、場合

によってはコネクション確立もできなくなってしまう。したがって、Ｔ１値を可変

に設定できることを必須とした。

(b) Ｎ：最大送信回数

この値はＴＰＤＵの最大再送回数を定義しており、ネットワークサービスの信頼性

に依存する。信頼性の高いネットワークサービス上では、数回のＴＰＤＵを再送し

ても、そのＴＰＤＵを相手局トランスポートエンティティが受信したことを確認す

るＴＰＤＵの受信がなければ、そのネットワークサービスになんらかの障害が発生

したとして再送を終了できるが、信頼性の低いネットワークサービス上ではより以

上の再送を必要とする。信頼性の低いネットワークに対して十分な回数の再送を可

能にするため、Ｎの値を可変に設定できることを必須とした。
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(c) Ｌ：レファレンスとシーケンス番号の制限値

基本標準より、Ｌの値はつぎのように計算される。

Ｌ＝Ｍrl＋Ｍlr＋Ａr＋Ｒ

Ｍrl：自局から相手局へのＮＳＤＵ持続時間

Ｍlr：相手局から自局へのＮＳＤＵ持続時間

Ａr ：相手局確認時間

Ｘ ：持続時間

この値はトランスポートコネクションに割り当てられるレファレンス番号と転送デ

ータに割り当てられるシーケンス番号を、異なるコネクションやデータに重複して

割り当てられることを防ぐために設けるタイムアウト値である。しかし、上式を計

算すると余りに大きな値になり、普通フォーマットでトランスポートコネクション

を確立するとシーケンス番号が枯渇してデータ送受信の障害となる。実際、信頼性

の高いネットワークサービスを使用する場合にはＮＳＤＵの持続時間は最大伝送遅

延程度の値に設定しても問題がないため、ＴＡＪプロファイルにおいては、滞りな

いデータ転送のためにこの値を可変に設定できることを必須とした。

(d) Ｉ：無活動時間

基本標準の注として

Ｉ＝２＊［Ｎ＊max（Ｔ１,Ｗ）］

Ｎ ：最大送信回数

Ｔ１：自局再送時間

Ｗ ：ウィンドウ時間

である。無活動時間はネットワークサービス、相手局トランスポートエンティティ

の障害によるトランスポートコネクションの切断を検知するために使用する。上式

のＮ、Ｔ１、Ｗはすべて可変に設定できることが必須となっているため、これに対

応するために無活動時間も可変に設定できることを必須とした。

(e) Ｗ：ウィンドウ時間

トランスポートコネクションが持続していることを確認するためにウィンドウ時間

は設けられるが、この値は(d)の無活動時間に影響を与え得る。したがって可変に

設定できることを必須とした。

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺
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2.4 標準内の相互接続性

オプション機能の使用に関し、ＴＡＪプロファイルに基づくシステム間での相互接続

性は次のように保証される。

(1) 連結及び分離

分離機能は必須で、連結されたＴＰＤＵを受信する機能を有するので、連結及び分

離に関して相互接続可能である。

(2) サブシーケンス番号

サブシーケンス番号の受信機能は必須であるので、サブシーケンス番号の使用に関

し、相互接続性は保たれる。

2.5 ＩＳＰとの整合性

トランスポート層の機能選択に関して、ＩＳＰ－ＴＡプロファイルとＴＡＪプロファ

イルとの相違はない。

2.6 ＰＤＵフォーマット

ＴＡＪプロファイルで使用するＴＰＤＵについて、その送信側の符号化形式を示す。

ＣＲ ＴＰＤＵ （接 続 要 求）

ＣＣ ＴＰＤＵ （接 続 確 認）

ＤＲ ＴＰＤＵ （切 断 要 求）

ＤＣ ＴＰＤＵ （切 断 確 認）

ＤＴ ＴＰＤＵ （デ ー タ 転 送）

ＥＤ ＴＰＤＵ （優先データ転送）

ＡＫ ＴＰＤＵ （デ ー タ 確 認）

ＥＡ ＴＰＤＵ （優先データ確認）

ＥＲ ＴＰＤＵ （誤 り 通 知）

符号化形式内の各ビットについて、値が固定であるか確定しているものについてはそ

の値（０又は１）を示し、それ以外の場合は「＊」もしくは「×」で示すか、ビットご

との表示を省略した。

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺
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2.6.1 ＣＲ ＴＰＤＵ

(1) ＬＩ及び固定部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＬＩ〉

（ヘッダ長(p)－１）

２ 〈ＣＲ〉 〈ＣＤＴ〉

１１１０ ＊＊＊＊

３ 〈ＤＳＴ－ＲＥＦ〉

ヘ ００００ ００００

ッ ４ ００００ ００００

ダ ５ 〈ＳＲＣ－ＲＥＦ〉

長 ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(p) ６ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

７ 〈クラス〉 〈ｵﾌﾟｼｮﾝ〉 〈クラス〉

０１００ ００＊× ﾋﾞｯﾄ8～5 : ｸﾗｽ4（値は0100）

８ 〈可変部〉 〈オプション〉

ﾋﾞｯﾄ2 : 普通ﾌｫｰﾏｯﾄの使用（値は0）

p+1 〈利用者データ〉 拡張ﾌｫｰﾏｯﾄの使用（値は1）

ﾋﾞｯﾄ1 : 適用外

× : 設定任意

(2) 可変部

可変部に設定されるパラメタの順序は任意である。

(a) Ｔ－ＳＥＬ

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１ ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈パラメタコード〉 １ 〈パラメタコード〉

１１００ ０００１ １１００ ００１０

２ 〈パラメタ長〉 ２ 〈パラメタ長〉

（ｎ） （ｎ）

３ 〈発呼側ＴＳＡＰ－ＩＤ〉 ３ 〈着呼側ＴＳＡＰ－ＩＤ〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

n+2 ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ n+2 ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

このパラメタはトランスポートセレクタを示し、０～３２オクテットのバイ

ナリ値とする。

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺
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(b) ＴＰＤＵ長

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈パラメタコード〉

１１００ ００００

２ 〈パラメタ長〉

００００ ０００１

３ 〈ＴＰＤＵ長〉 〈ＴＰＤＵ長〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 0000 1101 ＝ 8192 オクテット

0000 1100 ＝ 4096 オクテット

0000 1011 ＝ 2048 オクテット

0000 1010 ＝ 1024 オクテット

0000 1001 ＝ 512 オクテット

0000 1000 ＝ 256 オクテット

0000 0111 ＝ 128 オクテット

このパラメタは省略可能であり､デフォルト値は｢0000 0111(128オクテッ

ト)｣である。

(c) チェックサム

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈パラメタコード〉

１１００ ００１１

２ 〈パラメタ長〉

００００ ００１０

３ 〈チェックサム〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(d) 追加オプションの選択

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈パラメタコード〉

１１００ ０１１０

２ 〈パラメタ長〉

００００ ０００１

３ 〈追加オプションの選択〉 〈追加オプションの選択〉

００００ ××＊＊ ﾋﾞｯﾄ4,3 : 適用外

× : 設定任意 ﾋﾞｯﾄ2 : チェックサム使用（値は0）

チェックサム不使用(値は1)

ﾋﾞｯﾄ1 : 優先ﾃﾞｰﾀ転送ｻｰﾋﾞｽ不使用(値は0)

優先ﾃﾞｰﾀ転送ｻｰﾋﾞｽ使用 (値は1)
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(e) 確認時間

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈パラメタコード〉

１０００ ０１０１

２ 〈パラメタ長〉

００００ ００１０

３ 〈最大確認時間〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

最大確認時間の値は、ミリ秒単位のバイナリ値である。

(3) 利用者データ

ＴＳ利用者が要求した場合、利用者データを付加する。１～３２オクテットの

範囲内で使用する。
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2.6.2 ＣＣ ＴＰＤＵ

(1) ＬＩ及び固定部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＬＩ〉

（ヘッダ長(p)－１）

２ 〈ＣＣ〉 〈ＣＤＴ〉

１１０１ ＊＊＊＊

３ 〈ＤＳＴ－ＲＥＦ〉

ヘ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ッ ４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ダ ５ 〈ＳＲＣ－ＲＥＦ〉

長 ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(p) ６ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

７ 〈クラス〉 〈ｵﾌﾟｼｮﾝ〉 〈クラス〉

０１００ ００＊× ﾋﾞｯﾄ8～5 : ｸﾗｽ４（値は0100）

８ 〈可変部〉 〈オプション〉

ﾋﾞｯﾄ2: 普通ﾌｫｰﾏｯﾄの使用（値は0）

p+1 〈利用者データ〉 拡張ﾌｫｰﾏｯﾄの使用（値は1）

ﾋﾞｯﾄ1: 適用外

×:設定任意

(2) 可変部

可変部に設定されるパラメタの順序は任意である。

(a) ＴＳＡＰ－ＩＤ

ＣＲ ＴＰＤＵと同一形式である。

(b) ＴＰＤＵ長

ＣＲ ＴＰＤＵと同一形式である。

(c) チェックサム

ＣＲ ＴＰＤＵと同一形式である。

このパラメタを付加する条件については、2.2.1項を参照。

(d) 追加オプションの選択

ＣＲ ＴＰＤＵと同一形式である。

(e) 確認時間

ＣＲ ＴＰＤＵと同一形式である。

(3) 利用者データ

ＴＳ利用者が要求した場合、利用者データを付加する。１～３２オクテットの

範囲内で使用する。
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2.6.3 ＤＲ ＴＰＤＵ

(1) ＬＩ及び固定部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＬＩ〉

（ヘッダ長(p)－１）

２ 〈ＤＲ〉

１０００ ００００

３ 〈ＤＳＴ－ＲＥＦ〉

ヘ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ッ ４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ダ ５ 〈ＳＲＣ－ＲＥＦ〉

長 ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(p) ６ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

７ 〈切断理由〉 〈切断理由〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 128＝ｾｼｮﾝ･ｴﾝﾃｨﾃｨが起動する正常な切断

８ 〈可変部〉 129＝接続要求時､相手局ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ･ｴﾝﾃｨﾃ

ｨが輻輳

p+1 〈利用者データ〉 130＝接続折衝の失敗(ｸﾗｽ4をｻﾎﾟｰﾄして

いない)

131＝同じNSAP対でのSRC-REFの重複検出

132＝ﾚﾌｧﾚﾝｽの不一致

133＝ﾌﾟﾛﾄｺﾙ誤り

135＝ﾚﾌｧﾚﾝｽのｵｰﾊﾞﾌﾛｰ

138＝ﾍｯﾀﾞ又はﾊﾟﾗﾒﾀ長の不正

0＝理由は未定義

1＝TSAPが輻輳

2＝TSAPに付属するｾｼｮﾝ･ｴﾝﾃｨﾃｨの不在

3＝ｱﾄﾞﾚｽ不明

(2) 可変部

(a) チェックサム

ＣＲ ＴＰＤＵと同一形式である。

このパラメタを付加する条件については、2.2.1項を参照。

(3) 利用者データ

ＴＳ利用者が要求した場合、利用者データを付加する。１～６４オクテットの

範囲内で使用する。
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2.6.4 ＤＣ ＴＰＤＵ

(1) ＬＩ及び固定部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＬＩ〉

（ヘッダ長(p)－１）

２ 〈ＤＣ〉

１１００ ００００

ヘ ３ 〈ＤＳＴ－ＲＥＦ〉

ッ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ダ ４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

長 ５ 〈ＳＲＣ－ＲＥＦ〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊
(p)

６ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

７ 〈可変部〉

(2) 可変部

(a) チェックサム

ＣＲ ＴＰＤＵと同一形式である。

コネクション確立時の折衝でチェックサムの使用を選択した場合のみ使用す

る。
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2.6.5 ＤＴ ＴＰＤＵ

(1) ＬＩ及び固定部

《普通フォーマット》

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＬＩ〉

（ヘッダ長(p)－１）

ヘ ２ 〈ＤＴ〉

１１１１ ００００
ッ

３ 〈ＤＳＴ－ＲＥＦ〉

ダ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

長 ４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(p) ５ 〈ＴＰＤＵ－ＮＲとＥＯＴ〉 〈ＴＰＤＵ－ＮＲ〉(ﾋﾞｯﾄ7～1)

＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 〈ＥＯＴ〉

６ 〈可変部〉 ﾋﾞｯﾄ8: ＴＳＤＵの非終端（値は0）

ＴＳＤＵの終端 （値は1）

p+1 〈利用者データ〉

《拡張フォーマット》

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＬＩ〉

（ヘッダ長(p)－１）

２ 〈ＤＴ〉

１１１１ ００００

３ 〈ＤＳＴ－ＲＥＦ〉

ヘ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ッ ４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ダ ５ 〈ＴＰＤＵ－ＮＲとＥＯＴ〉 〈ＴＰＤＵ－ＮＲ〉

長 ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ (ｵｸﾃｯﾄ5のﾋﾞｯﾄ7～1とｵｸﾃｯﾄ6,7,8)

(p) ６ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 〈ＥＯＴ〉

７ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ ｵｸﾃｯﾄ5のﾋﾞｯﾄ8: ＴＳＤＵの非終端(値は0)

８ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ ＴＳＤＵの終端 (値は1)

９ 〈可変部〉

p+1 〈利用者データ〉
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(2) 可変部

(a) チェックサム

ＣＲ ＴＰＤＵと同一形式である。

コネクション確立時の折衝でチェックサムの使用を選択した場合のみ使用す

る。

(3) 利用者データ

利用者データの長さは、コネクション確立時に折衝した最大ＴＰＤＵ長からヘ

ッダ長を引いたオクテット数を超えてはならない。

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺
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2.6.6 ＥＤ ＴＰＤＵ

(1) ＬＩ及び固定部

《普通フォーマット》

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＬＩ〉

（ヘッダ長(p)－１）

２ 〈ＥＤ〉

ヘ ０００１ ００００

ッ ３ 〈ＤＳＴ－ＲＥＦ〉

ダ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

長 ４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(p) ５ 〈ED TPDU-NRとEOT〉 〈ＥＤ ＴＰＤＵ－ＮＲ〉(ﾋﾞｯﾄ7～1)

１＊＊＊ ＊＊＊＊ 〈ＥＯＴ〉(ﾋﾞｯﾄ8)

６ 〈可変部〉 1 ＝ ＴＳＤＵの終端

p+1 〈利用者データ〉

《拡張フォーマット》

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＬＩ〉

（ヘッダ長(p)－１）

２ 〈ＥＤ〉

０００１ ００００

３ 〈ＤＳＴ－ＲＥＦ〉

ヘ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ッ ４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ダ ５ 〈ED TPDU-NRとEOT〉 〈ＥＤ ＴＰＤＵ－ＮＲ〉

長 １＊＊＊ ＊＊＊＊ (ｵｸﾃｯﾄ5のﾋﾞｯﾄ7～1とｵｸﾃｯﾄ6,7,8)

(p) ６ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 〈ＥＯＴ〉(ｵｸﾃｯﾄ5のﾋﾞｯﾄ8)

７ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 1 ＝ ＴＳＤＵの終端

８ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

９ 〈可変部〉

p+1 〈利用者データ〉
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(2) 可変部

(a) チェックサム

ＣＲ ＴＰＤＵと同一形式である。

コネクション確立時の折衝でチェックサムの使用を選択した場合のみ使用す

る。

(3) 利用者データ

利用者データは、１～１６オクテットの範囲内で使用する。
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2.6.7 ＡＫ ＴＰＤＵ

(1) ＬＩ及び固定部

《普通フォーマット》

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＬＩ〉

（ヘッダ長(p)－１）

２ 〈ＡＫ〉 〈ＣＤＴ〉

ヘ ０１１０ ＊＊＊＊

ッ ３ 〈ＤＳＴ－ＲＥＦ〉

ダ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

長 ４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(p) ５ 〈ＹＲ－ＴＵ－ＮＲ〉 〈ＹＲ－ＴＵ－ＮＲ〉(ﾋﾞｯﾄ7～1)

０＊＊＊ ＊＊＊＊

６ 〈可変部〉

《拡張フォーマット》

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＬＩ〉

（ヘッダ長(p)－１）

２ 〈ＡＫ〉

０１１０ ００００

３ 〈ＤＳＴ－ＲＥＦ〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ヘ ４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ッ ５ 〈ＹＲ－ＴＵ－ＮＲ〉 〈ＹＲ－ＴＵ－ＮＲ〉

ダ ０＊＊＊ ＊＊＊＊ (ｵｸﾃｯﾄ5のﾋﾞｯﾄ7～1とｵｸﾃｯﾄ6,7,8)

長 ６ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(p) ７ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

８ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

９ 〈ＣＤＴ〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

１０ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

１１ 〈可変部〉
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(2) 可変部

(a) チェックサム

ＣＲ ＴＰＤＵと同一形式である。

コネクション確立時の折衝でチェックサムの使用を選択した場合のみ使用す

る。

(b) サブシーケンス番号

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈パラメタコード〉

１０００ １０１０

２ 〈パラメタ長〉

００００ ００１０

３ 〈サブシーケンス番号〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

このパラメタはオプションであり、デフォルト値は”０”である。クレジッ

トの削減を行わない場合は、このパラメタを使用する必要はない。
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(c) フロー制御確認

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈パラメタコード〉

１０００ １１００

２ 〈パラメタ長〉

００００ １０００

３ 〈フロー制御確認〉

（ウィンドウ下限） 〈ウィンドウ下限〉

０＊＊＊ ＊＊＊＊ 受信AK TPDUのYR-TU-NR

４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ (普通ﾌｫｰﾏｯﾄの場合はｵｸﾃｯﾄ6のﾋﾞｯﾄ7～1､

５ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 拡張ﾌｫｰﾏｯﾄの場合はｵｸﾃｯﾄ3のﾋﾞｯﾄ7～1及

６ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ びｵｸﾃｯﾄ4,5,6のみが意味をもつ）

７ （相手サブシーケンス） 〈相手サブシーケンス〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 受信AK TPDUのｻﾌﾞｼｰｹﾝｽ番号（なければ

８ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ ０を設定する）

９ （相手クレジット） 〈相手クレジット〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 受信AK TPDUのＣＤＴ

１０ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ （普通フォーマットの場合はｵｸﾃｯﾄ10の

ﾋﾞｯﾄ4～1のみが意味をもつ）

このパラメタはオプションである。次の場合に使用される。

・最後に受信したＡＫ ＴＰＤＵと同じＹＲ－ＴＵ－ＮＲ、ＣＤＴ、サブ

シーケンス番号の各パラメタ値を持ち、フロー制御確認パラメタをもた

ない重複ＡＫ ＴＰＤＵを受信した場合。

・ウィンドウ上限とウィンドウ下限が同じ時に、ウィンドウ上限を増加さ

せるがウィンドウ下限を増加させないＡＫ ＴＰＤＵを受信した場合。

・クレジットの削減が行われた後、ウィンドウ上限を増加させるがウィン

ドウ下限を増加させないＡＫ ＴＰＤＵを受信し、それまでのウィンド

ウ上限の最大値よりもウィンドウ下限が小さい場合。
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2.6.8 ＥＡ ＴＰＤＵ

(1) ＬＩ及び固定部

《普通フォーマット》

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＬＩ〉

（ヘッダ長(p)－１）

２ 〈ＥＡ〉

ヘ ００１０ ００００

ッ ３ 〈ＤＳＴ－ＲＥＦ〉

ダ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

長 ４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(p) ５ 〈ＹＲ－ＥＤＴＵ－ＮＲ〉 〈ＹＲ－ＥＤＴＵ－ＮＲ〉(ﾋﾞｯﾄ7～1)

０＊＊＊ ＊＊＊＊

６ 〈可変部〉

《拡張フォーマット》

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＬＩ〉

（ヘッダ長(p)－１）

２ 〈ＥＡ〉

ヘ ００１０ ００００

ッ ３ 〈ＤＳＴ－ＲＥＦ〉

ダ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

長 ４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(p) ５ 〈ＹＲ－ＥＤＴＵ－ＮＲ〉 〈ＹＲ－ＥＤＴＵ－ＮＲ〉

０＊＊＊ ＊＊＊＊ (ｵｸﾃｯﾄ5のﾋﾞｯﾄ7～1とｵｸﾃｯﾄ6,7,8)

６ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

７ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

８ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

９ 〈可変部〉
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(2) 可変部

(a) チェックサム

ＣＲ ＴＰＤＵと同一形式である。

コネクション確立時の折衝でチェックサムの使用を選択した場合のみ使用す

る。

2.6.9 ＥＲ ＴＰＤＵ

(1) ＬＩ及び固定部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＬＩ〉

（ヘッダ長(p)－１）

２ 〈ＥＡ〉

ヘ ０１１１ ００００

ッ ３ 〈ＤＳＴ－ＲＥＦ〉

ダ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

長 ４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(p) ５ 〈拒否原因〉 〈拒否原因〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 0000 0000 ＝ 理由は特定不可能

６ 〈可変部〉 0000 0001 ＝ 不正パラメタコード

0000 0010 ＝ 不正ＴＰＤＵタイプ

0000 0011 ＝ 不正パラメタ値

(2) 可変部

(a) 不正ＴＰＤＵ

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈パラメタコード〉

１１００ ０００１

２ 〈パラメタ長〉

（ｎ）

３ 〈不正ＴＰＤＵ〉 〈不正ＴＰＤＵ〉

拒否したＴＰＤＵのﾍｯﾀﾞの、拒否した原

ｎ＋2 因となったｵｸﾃｯﾄまでのﾋﾞｯﾄﾊﾟﾀｰﾝ

(b) チェックサム

ＣＲ ＴＰＤＵと同一形式である。

コネクション確立時の折衝でチェックサムの使用を選択した場合のみ使用する。
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2.7 実装上の留意事項

2.7.1 受信確認済のＴＰＤＵの処置

ＡＫ ＴＰＤＵ又はＥＡ ＴＰＤＵの送信によりＤＴ ＴＰＤＵ又はＥＤ ＴＰＤＵ

の受信確認を行った場合、トランスポートエンティティはＴＳ利用者に対し、ＤＴ

ＴＰＤＵ又はＥＤ ＴＰＤＵに対応するＴ＿ＤＡＴＡ指示及びＴ＿ＥＸＰＥＤＩＴ

ＥＤ＿ＤＡＴＡ指示をすみやかに通知する必要がある。

－理由－

ＡＫ ＴＰＤＵ又はＥＡ ＴＰＤＵを受信した相手トランスポートエンティティは

直ちにＤＲ ＴＰＤＵを送信する可能性がある。この場合、ＴＳ利用者に受信確

認を行ったＴＰＤＵに対する指示が通知されないことがあり得るが（図2.7.1参

照）、このようなことを極力避けるため。

図2.7.1 トランスポート層内でデータが消失する例
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2.7.2 ＡＫ ＴＰＤＵの送信タイミング

ＤＴ ＴＰＤＵ受信側がＡＫ ＴＰＤＵの送信を遅らせる場合、ＤＴ ＴＰＤＵ送

信側は、自局再送時間（Ｔ１）の満了により再送を行うことがある。ＡＫ ＴＰＤ

Ｕを遅らせる局は、コネクション確立時に、ＣＣ ＴＰＤＵ及びＣＲ ＴＰＤＵの確

認時間パラメタ（ＡL）により、相手局に最大確認時間を通知する必要がある。通

知を受けた相手局では、この値により、Ｔ１の値を調整しなければならない。

－理由－

ＤＴ ＴＰＤＵ送信側で、ＤＴ ＴＰＤＵ送信後Ｔ１以内にＡＫ ＴＰＤＵにより

ＤＴ ＴＰＤＵの確認がとれることを期待してＴ１を算出しているためである。

Ｔ１＝Ｅlr＋Ａr＋Ｅrl＋Ｘ

Ｔ１：自局再送時間

Ｅlr：自局から相手局への最大伝送遅延の期待値

Ｅrl：相手局から自局への最大伝送遅延の期待値

Ａr ：相手局確認時間

Ｘ ：自局ＴＰＤＵの処理時間

2.7.3 輻輳制御

トランスポートエンティティ間のデータ通信中に発生する輻輳（中間システムあ

るいは宛先エンドシステムにおける輻輳）に対し、フロー制御機能や再送時間の調

整により、データフローを制御し、輻輳を抑制することができる。

動作例を表2.7.3に示す。

表2.7.3 輻輳制御

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ層で 輻輳に対する有効な
主な原因

発生する事象 トランスポートエンティティの動作例

再送ﾀｲﾏの連続 1)相手局あるいは自局の障害 タイムアウトが発生したトランスポー

したﾀｲﾑｱｳﾄ 2)伝送品質の劣化 トコネクションに対応する自局再送時

3)中間システムにおける 間(T1)を増大。

輻輳

4)相手局における輻輳

N-UNITDATA指示 中間システムにおける N-UNITDATA指示に対応するトランスポ

に伴った 輻輳 ートコネクションについて、クレジッ

輻輳通知 ト削減を行う。

（例えば、クレジット値”１”）
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3. ネットワーク層

ＯＳＩ参照モデルにおけるネットワーク層は、異なったサブネットワーク間を相互に接

続する役割を持つと定義されている。

ネットワーク層がトランスポート層に対して提供するサービスには、コネクション型サ

ービス及びコネクションレス型サービスがあり、ＴＡＪプロファイルはコネクションレス

型ネットワークサービスを提供する。

ネットワーク層のプロトコルとして、コネクションレス型ネットワークプロトコル（Ｉ

ＳＯ ８４７３）及びＥＳ－ＩＳプロトコル（ＩＳＯ ９５４２）を使用する。

3.1 コネクションレス型ネットワークプロトコル

3.1.1 プロトコル手順要素

エンドシステムにおけるプロトコル手順要素選択の考え方を次に示す。

(1) インアクティブサブセット

インアクティブサブセットを使用したＰＤＵを送信しない。また、これを受信

したら廃棄してもよい。

－理由－

(a) トランスポート層にＮＳＤＵ長の制限を意識させないためには、ネット

ワーク層で次の判断を行う必要があり、困難である。

(①､②､③のすべてを満足するときのみインアクティブを使用できる。)

① 通信相手が同一ネットワーク内にいる（宛先アドレスから判断）。

② 分割は不必要である（初期ＮＰＤＵ長とＬＬＣの利用者データ最大長

を比較して判断）。

③ ＳＮＰＡアドレスのみで、ネットワークアドレスを一意にかつ正確に

伝えることが可能である。

(b) インアクティブを使用するとプロトコル処理は簡略化されるが、次の２

点から処理簡略化の利点はない。

① 上記(a)の判断が追加される。

② ＯＳＩプロトコル全体の処理量を考えると、ネットワーク層でフルプ

ロトコル／インアクティブを使い分けることによる処理量節約は少な

い。

(2) 非分割サブセット

非分割サブセットは送信しない。受信したら正しく処理する。

－理由－

非分割サブセットは通信するエンドシステム間において、一つのＮＰＤＵで

ＮＳＤＵを運ぶことができるときのみ使用できるサブセットである。ＴＡＪ

プロファイルでは有効性は無い。
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(3) 分割機能

分割機能の実装は必須とする。使用については次のとおりとする。

送出しようとするＮＰＤＵが長すぎて送出できないか又は、宛先ＭＡＣアドレ

スで示されるシステムまで到達できない場合は、分割機能を使用しなければな

らない。それ以外の場合、ＮＰＤＵの分割機能の使用は任意である。

－理由－

異種のＬＡＮをＭＡＣブリッジにより接続する場合、ＭＡＣブリッジは分割

機能を持たないため、送信するＮＰＤＵ長を最大ＬＬＣ利用者データ長の最

も短いＬＡＮにあわせて調整しなければならない。

例

TA51Jﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

RDJ

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ ＥＳ

TA54Jﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ ②

ＥＳ MAC

① Ｆ Ｄ Ｄ Ｉ ﾌﾞﾘｯｼﾞ

CSMA/CD

図3.1.1 ＲＤＪプロファイルを経由する通信の場合

図3.1.1において、ＥＳ①からＥＳ②へＮＰＤＵを送信するとき、ＥＳ①は必要

であればあらかじめＮＰＤＵを分割し、ＴＡ５１Ｊプロファイルに従うＬＡＮ

のＬＬＣ利用者データ長の制限を満たすようにＮＰＤＵ長を調整しなければな

らない。

なお、ＥＳ②がＩＳ（中間システム）である場合も同様である。

(4) ＰＤＵ寿命制御機能

受信システムのＰＤＵ寿命制御機能の使用は、任意となっている。

－理由－

受信システムのＰＤＵ寿命制御機能は、ローカル機能であり相互接続には関

係ないので任意でよい。
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(5) エラー報告機能

基本標準では、送信システムのエラー報告機能の使用は任意となっている。Ｔ

ＡＪプロファイルでは、エラー報告フラグを’１’（エラー報告あり）に設定

して送信することを強く推奨した。

また、ＥＳ－ＩＳプロトコルにおけるキューリーコンフィギュレーション機能

実行時には、常にエラー報告フラグを’０’（エラー報告なし）に設定して送

信することを必須とした。

－理由－

保守上重要な機能であるため、使用することを強く推奨した。

キューリーコンフィギュレーション機能実行時にエラー報告フラグを’１’

に設定して送信すると、ＥＲ ＮＰＤＵを返送する装置がある可能性があり、

このときネットワーク（ＬＡＮ）上に不要なトラヒックが発生する。

(6) セキュリティパラメタ

ＴＡプロファイルでは、セキュリティパラメタは送信及び受信とも規定範囲外

となっている。

さらにＴＡＪプロファイルでは、このパラメタを使用しないことを強く推奨し

た。

－理由－

このパラメタは、使用方法及び必要性が明確になっていない。

(7) 完全ソースルーティングパラメタ

ＴＡプロファイルでは、完全ソースルーティングパラメタの送信は実装任意、

使用禁止であり、受信は規定範囲外となっている。

－理由－

これらのオプションを使用すると、ＥＳ間にこれらをサポートしていない中

間システムが存在したときＮＰＤＵが廃棄され、相互接続できなくなる。

(8) 完全ルート記録パラメタ

完全ルート記録パラメタの送信は実装任意、使用禁止であり、受信は規定範囲

外となっている。

－理由－

これらのオプションを使用すると、ＥＳ間にこれらをサポートしていない中

間システムが存在したときＮＰＤＵが廃棄され、相互接続できなくなる。
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(9) 部分ソースルーティングパラメタ

部分ソースルーティングパラメタの送信は実装任意、使用禁止であり、受信は

規定範囲外となっている。

－理由－

これらのオプションを使用すると、ＥＳ間にこれらをサポートしている中間

システムとサポートしていない中間システムが混在したとき、ＮＰＤＵがこ

れらの中間システム間で周回してしまう恐れがある。

(10) 部分ルート記録パラメタ

部分ルート記録パラメタの送信は実装及び使用を任意とし、受信は規定範囲外

となっている。

－理由－

このオプションの使用／不使用は相互接続に影響しない。ただし、このオプ

ションは保守においては有用な機能である。

(11) サービス品質維持パラメタ

ＴＡプロファイルでは、サービス品質維持パラメタの送信及び受信は規定範囲

外となっている。

ただしＴＡＪプロファイルでは、輻輳通知機能を使用する場合、ＤＴ ＮＰＤＵ

でのサービス品質維持パラメタの実装及び使用は必須とし、送信時には「輻輳

通知フラグ」を’０’に設定して送信し、受信時には「輻輳通知フラグ」が

’１’であったなら、輻輳が発生していることをトランスポート層に通知する

ことを推奨している。

－理由－

輻輳通知機能を使用するためには、サービス品質維持パラメタの「輻輳通知

フラグ」を使用する必要がある。

(12) 優先度パラメタ

ＴＡプロファイルでは優先度パラメタは、規定範囲外となっている。

－理由－

この機能は、使用方法及び必要性が明確になっていない。
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(13) 輻輳通知機能

輻輳通知機能の実装及び使用は任意とする。

使用する場合、送信システムでは「サービス品質維持パラメタ」の「輻輳通知

フラグ」を‘０’に設定してＮＰＤＵを送信すること。受信システムでは、受

信したＮＰＤＵ内の「サービス品質維持パラメタ」の「輻輳通知フラグ」が１

に設定されていれば輻輳が発生していることをトランスポート層へ通知するこ

とを推奨する。

－理由－

輻輳通知機能は、中間システムでの輻輳制御で使用するが、相互接続には必

須の機能ではない。

(14) チェックサム

チェックサムは、送信時常に不使用（値を０とし、チェックサム不使用を示

す）とすることを強く推奨した。なお、チェックサム有のＰＤＵを受信した場

合の処理機能の実装は基本標準の規定に従い必須である。

－理由－

不使用を推奨するのは、ＬＡＮ等では伝送品質が良いためネットワーク層以

下の層で誤りが生じる確率は低く、またデータリンク層にはエラー検出機能

があり、その見逃し誤り率も低いため、システムとしてネットワーク層のチ

ェックサムは過剰な検査機能となっているからである。

3.1.2 プロトコルの詳細

プロトコル詳細規定及びその理由を示す。

(1) 分割許可フラグ

非分割サブセットを使用しないので、常に'１'：分割許可とする。

(2) 規定外のＤＴ ＮＰＤＵ受信時の処理

規定外のＤＴ ＮＰＤＵを受信した場合で、エラー報告フラグが'１'のときは、

基本標準の規定に従い、次の(a),(b)のいずれかの処理をする。

(a) そのＤＴ ＮＰＤＵを廃棄し、ＥＲ ＮＰＤＵを送信する。

(b) エラー要因を無視し正しく処理する。

エラー報告フラグが'０'の場合はＴＡＪプロファイルの規定範囲外であるが、基

本標準ではエラー報告フラグが'０'のＤＴ ＮＰＤＵの送信を任意としているので

エラーの対象としない。このとき、他に規定外の値がある場合は、基本標準に従い

そのＮＰＤＵを廃棄又はエラー要因を無視し正しく処理する（ＥＲ ＮＰＤＵは送

信しない）。

また、発信元ネットワークアドレスが規定外である場合の処理を表3.1.2 ネッ

トワークアドレスエラー時の処理と廃棄理由コードに示す。
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表3.1.2 ネットワークアドレスエラー時の処理と廃棄理由コード

受信したＤＴ ＮＰＤＵのネットワークアドレス 処理と廃棄理由コード

MSB LSB

発信元ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ( ) 宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ( ) 理由コード : (ＸＸＸＸＸＸＸＸ)１ ２

フォーマットは正しい。 フォーマットも値も正 受信したDT NPDUを廃棄しER NPDUを

しい。 返す。

接続してはいけない相手 (００００００００)

を示している。( ) －理由－３

基本標準では対応する廃棄理由コー

ドがない場合は、‘規定外の理由’

のコードを使用する。

フォーマット又は値が正 フォーマットも値も正 受信したDT NPDUを廃棄する。

しくない。 しい。 －理由－

ER NPDUを返送しても発信元に届か

ないのでER NPDUは送信しない。

フォーマットは正しい。 フォーマット又は値が 受信したDT NPDUを廃棄しER NPDUを

正しくない。 返す。

(１００００００１)

－理由－

基本標準の規定に従う。

フォーマット又は値が正 フォーマット又は値が 受信したDT NPDUを廃棄する。

しくない。 正しくない。 －理由－

ER NPDUを返送しても発信元に届か

ないのでER NPDUは送信しない。

注:( ) 発信元ネットワークアドレスは、アドレス体系実装規約のフォーマットか、アドレス１

体系実装規約の基本標準のフォーマットのいずれかに一致しなくてはならない。

( ) 宛先ネットワークアドレスは、アドレス体系実装規約のフォーマットでなくてはなら２

ない。

( ) 接続して良い相手かどうかの判断方法及びネットワーク層でその判断をするか否かは、３

ローカル事項である。
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3.1.3 パラメタ値

(1) ＮＰＤＵ寿命の初期値

ＮＰＤＵ寿命の初期値は、ネットワーク構成に依存するものであるので、ＴＡ

Ｊプロファイルでは値を規定せずにローカル事項とした。なお、受信システム

でのＮＰＤＵ寿命制御機能を任意としているので、受信システムでの削減値を

考慮した値でなければならない。すなわちＮＰＤＵ寿命の初期値は、次に示す

トランスポート再送タイマ値（Ｔ１）との関係を考慮して設定することが望ま

しい。

行きのNPDU寿命上限値 ＋ 帰りのNPDU寿命上限値 ≦ Ｔ１

(2) 組立タイマ

組立タイマは、分割機能を使用した場合、ＮＰＤＵセグメントの一部がネット

ワークで紛失したとき、既に受信しているＮＰＤＵセグメントを廃棄するため

に使用される。

組立タイマ機能の実装方法を基本標準ではローカル事項とし、ＡＮＮＥＸ Ｂ

で次の三つの方法を記述している。

(a) ＮＰＤＵ毎の組立タイマを用いる。

(b) ＮＰＤＵ寿命タイマを利用する。

(c) トランスポートの再送タイマを利用する。

実現方法は、相互接続に関係ないので、ＴＡＪプロファイルでは規定せずにロ

ーカル事項とする。ただし、組立タイマ値は次に示す相手局のトランスポート

再送タイマ値（Ｔ１）との関係を遵守しなければならない。

組立タイマ値 ≦ Ｔ１ － 転送遅延時間

3.1.4 標準内の相互接続性

ＴＡＪプロファイルにおけるオプションの選択は相互接続に影響しないので、

標準内の相互接続性は保たれる。

3.1.5 ＩＳＰとの整合性

ＴＡＪプロファイルとＩＳＰ－ＴＡプロファイルとの相違は、相互接続に影響し

ないオプションの選択に関してのみであるので、相互接続性は保たれる。
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3.1.6 ＰＤＵフォーマット

ＴＡＪプロファイルで使用するコネクションレス型ネットワークプロトコルのＮ

ＰＤＵの符号化形式を示す。

符号化形式内の各ビットについて、値が固定であるか確定しているものについて

はその値（０又は１）を示し、それ以外の場合は「＊」、「×」で示すかビットご

との表示を省略した。

(1) ＤＴ ＮＰＤＵ

(a) 固定部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＮＬＰＩ〉

１０００ ０００１

２ 〈ヘッダ長〉 〈ヘッダ長〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 最大値は“11111110”

３ 〈Ｖ／ＰＩＤ〉

００００ ０００１

４ 〈ＰＤＵ寿命〉 〈ＰＤＵ寿命〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 0.5秒単位に減算する

５ <SP><MS><ER> <ﾀｲﾌﾟ> 〈MS〉

１ ＊ １ １１１００ 途中ｾｸﾞﾒﾝﾄ“1”、最終ｾｸﾞﾒﾝﾄ“0”

６ 〈ＮＰＤＵ長〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

７ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

８ 〈チェックサム〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

９ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(b) アドレス部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１０ 〈宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ長〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

１１ 〈宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

〈発信元ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ長〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

〈発信元ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ｍ－１ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊
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(c) セグメンテーション部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈データユニット識別子〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

２ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

３ 〈セグメントオフセット〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

５ 〈全長〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

６ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(d) オプション部

オプション部に設定されるパラメタの順序は任意である。

(i) パディング

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈パラメタコード〉

１１００ １１００

２ 〈パラメタ長〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

〈パラメタ値〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ｐ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(ii) サービス品質維持パラメタ

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈パラメタコード〉

１１００ ００１１

２ 〈パラメタ長〉

００００ ０００１

３ 〈パラメタ値〉

１１×× ＊×××

×:設定任意（3.1.7(2)参照）

＊:輻輳通知フラグ

０： 輻輳未発生

１： 輻輳発生
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(e) データ部

データ部はオプション部の次のオクテットから設定する。

(2) ＥＲ ＮＰＤＵ

(a) 固定部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈ＮＬＰＩ〉

１０００ ０００１

２ 〈ヘッダ長〉 〈ヘッダ長〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 最大値は“11111110”

３ 〈Ｖ／ＰＩＤ〉

００００ ０００１

４ 〈ＰＤＵ寿命〉 〈ＰＤＵ寿命〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 0.5秒単位に減算する

５ <SP><MS> <ﾀｲﾌﾟ>

０ ０ ０ ００００１

６ 〈ＮＰＤＵ長〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

７ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

８ 〈チェックサム〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

９ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(b) アドレス部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１０ 〈宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ長〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

１１ 〈宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

〈発信元ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ長〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

〈発信元ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ｍ－１ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺



－ －43

(c) オプション部

オプション部に設定されるパラメタの順序は任意である。

(i) パディング

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈パラメタコード〉

１１００ １１００

２ 〈パラメタ長〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

〈パラメタ値〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ｐ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(ii) サービス品質維持パラメタ

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈パラメタコード〉

１１００ ００１１

２ 〈パラメタ長〉

００００ ０００１

３ 〈パラメタ値〉

１１×× ＊×××

×：設定任意（3.1.7(2)参照）

＊：輻輳通知フラグ

０：輻輳未発生

１：輻輳発生

(d) 廃棄理由部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ 〈パラメタコード〉

１１００ ０００１

２ 〈パラメタ長〉

００００ ００１０

３ 〈パラメタ値〉

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(e) データ部

データ部は廃棄理由部の次のオクテットから設定する。
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(f) 廃棄理由コード一覧

廃棄理由コード
エラークラス 廃棄理由コードの意味

MSB LSB

００００ ００００ 規定外の理由

０００１ 特定できないプロトコル誤り

００１０ チェックサム誤り

００１１ 輻輳によるＮＰＤＵ廃棄

０１００ 一 般 ヘッダシンタックスエラー

０１０１ 分割が必要だが許可されていない

０１１０ 不完全なＮＰＤＵ受信

０１１１ オプションの二重指定

１０００ ００００ 宛先アドレス到達不可
アドレスエラー

０００１ 宛先アドレス未知

１００１ ００００ 未規定のソースルーティング誤り

０００１ ソースルーティングフィールドのシンタ

ックスエラー
ｿ ｰ ｽ ﾙ ｰ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ

００１０ ソースルーティングフィールドに未知の

アドレスがある

００１１ 経路が使用できない

１０１０ ００００ データ転送中寿命タイムアウト
寿命ﾀｲﾑｱｳﾄ

０００１ 再組立中寿命タイムアウト

１０１１ ００００ 規定外でサポートしてないオプションが

ある

０００１ サポートしてないプロトコルバージョン

である

００１０ 非サポートオプ セキュリティオプションをサポートして

ない

００１１ ション有り ソースルーティングオプションをサポー

トしてない

０１００ ルート記録オプションをサポートしてな

い

１１００ ００００ 再 組 立 再組立ができない
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3.1.7 実装上の留意事項

(1) 輻輳通知

中間システムで輻輳が発生した場合に、トランスポート層で適切な処理ができ

るように次に述べるインタフェースをネットワーク層・トランスポート層間で

持つことが望ましい。

ネットワーク層で輻輳通知機能を選択している場合、サービス品質維持パラメ

タの輻輳通知ビットが‘１’であるＤＴ ＮＰＤＵを受信時、輻輳の発生をト

ランスポート層に通知する。

(2) サービス品質維持パラメタ

サービス品質維持パラメタはネットワーク層でのＰＤＵ伝送のサービスを指定

するビット（サービス品質維持パラメタの下位３ビット）を含んでいる。この

ビットの値は、ＮＰＤＵ中間システム間での伝送サービスを決定する。例えば、

ＲＡＪプロファイルを実装した中間システムでは、これらのビットを用いて４

種類の経路選択をＮＰＤＵ単位で実行させることが可能となっている。このよ

うな機能の十分な活用を可能にするため、ＴＡＪプロファイルではサービス品

質維持パラメタの実装及びパラメタ値を可変に設定できる事を推奨している。

(3) ＮＰＤＵ寿命値

ＮＰＤＵ寿命値についてはその値をローカル事項としているが、その設定には

以下の理由から静的に設定可能な構成とする事を推奨する。

ＮＰＤＵ寿命の初期値は以下の理由により小さい値とした時、削減され、受信

側で廃棄されてしまう恐れがあるので、適正な値に設定する必要がある。

(a) ネットワーク層中継など網の構成に依存する削減。

(b) さらにＬＡＮ内相互接続であっても、ＥＳ－ＩＳプロトコルのリダイレク

ト機能による削減。
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3.2 ＥＳ－ＩＳプロトコル

ＩＳＯ ９５４２は、これを使用するサブネットワークの種類によって規定内容が

異なっている。各プロファイルでは、基本標準に準じてＥＳ－ＩＳプロトコルに関す

る追加要求条件を、サブネットワークタイプに依存した要求条件とサブネットワーク

に依存しない要求条件に分離して規定している。

サブネットワークタイプに依存しない要求条件は、標準ＪＳ－１０６０８－ｂには

ない。

3.3 ネットワークアドレス

自局ＥＳ及び相手局ＥＳのネットワークアドレス又はＩＳのネットワークエンティ

ティタイトルが、アドレス体系実装規約にしたがった形式であれば、いずれの形式で

あっても使用できるよう実装しなくてはならない。

また、アドレス体系実装規約に規定されていない形式であっても、相互接続性を高

めるため、相手局ＥＳのネットワークアドレスがアドレス体系実装規約の基本標準で

の規定にしたがった形式であれば、いずれの形式であっても通信できなくてはならな

い。
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ＷＡＮ共通
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1. 概要

1.1 目的

このＷＡＮ共通解説部は、ＴＡＪプロファイルのうちサブネットワークとしてＷＡＮ

を使用するプロファイルに（部分的に）共通に適用すべき規約として、ISO 8208サブネ

ットワーク上のＳＮＤＣＦ、ＯＳＩデータリンクサービス上のＳＮＤＣＦ、一般トポロ

ジーサブネットワークにおけるＥＳ－ＩＳプロトコル、ポイント－ポイントサブネット

ワークにおけるＥＳ－ＩＳプロトコル、及び、ISO 7776上のＯＳＩデータリンクサービ

スの提供についての規約を解説対象とする。

なお、各サブネットワーク個別に適用する規約については、ＴＣＪ／ＴＤＪプロファ

イルの同一サブネットワークについての規約を参照しているので、ＴＣＪ／ＴＤＪプロ

ファイルの解説部を参照されたい。

1.2 標準化状況

1.2.1 基本標準

ＯＳＩ環境におけるＷＡＮに共通に適用されるＩＳＯ規格、ＪＩＳ規格の状況を

次に示す。

(1) ＩＳＯ ８２０８サブネットワーク上のＳＮＤＣＦ

ＩＳＯ規格：

コネクションレス型ネットワークプロトコル ISO 8473

ＪＩＳ規格：

コネクションレス型ネットワークプロトコル JIS X 5304-1992

(2) ＯＳＩデータリンクサービス上のＳＮＤＣＦ

ＩＳＯ規格：

ＯＳＩデータリンクサービスを提供する

サブネットワーク上で動作する

ISO 8473の前提となるサービスの提供 ISO 8473/Add.3

ＩＳＤＮ回線交換Ｂチャネル上で

動作するための前提となるサービスの提供 ISO 8473/Amd.5

(3) ＥＳ－ＩＳプロトコル

ＩＳＯ規格：

コネクションレス型ネットワークプロトコル

とともに使用するための

エンドシステムと中間システムとの間の

経路選択情報交換プロトコル ISO 9542

(4) ＩＳＯ ７７７６上のＯＳＩデータリンクサービスの提供

ＩＳＯ規格(ＤＩＳ)：

ＯＳＩデータリンクサービスのための

プロトコルマッピング ISO/IEC DIS 11575
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1.2.2 国際標準プロファイル

サブネットワークに依存する規定部の一つであるパート５はISO/IEC ISP 10608

-5として、国際標準プロファイルとなっている。

1.3 ＴＡＪプロファイルの適用例

ＯＳＩ下位層のためのプロファイルには、コネクションレス型ネットワークサービス

上でコネクション型トランスポートサービスを提供するＴＡＪプロファイルと、コネク

ション型ネットワークサービス上でコネクション型トランスポートサービスを提供する

ＴＣＪ／ＴＤＪプロファイルが存在する。両プロファイルとも、上位層に提供するサー

ビスはコネクション型トランスポートサービスなので、上位層の観点からは両プロファ

イルに差異はない。一方、使用可能なサブネットワークは、ＴＡＪプロファイルはＬＡ

ＮとＷＡＮの両方であるが、ＴＣＪ／ＴＤＪプロファイルはＷＡＮのみで、両プロファ

イルに差異が存在する。したがって、適用プロファイルの選択は、基本的には、使用す

るサブネットワークに依存する。

ここで、サブネットワークがＬＡＮの場合にはＴＡＪプロファイルに一意的に決定さ

れるが、サブネットワークがＷＡＮの場合には両方のプロファイルが適用可能である。

このような場合の適用プロファイルの選択基準の指針を次に示す。

・通信範囲がＷＡＮのみの場合

特に明確な選択基準は存在しないが、強いて言えば、ＷＡＮの提供するサブネット

ワークサービスはコネクション型なので、コネクション型ネットワークサービスの

ＴＣＪ／ＴＤＪプロファイルの方がプロトコルスタックとしては自然である。

また、ＴＡＪプロファイルの方が、トランスポート層での制御ＰＤＵ数が多く、ネ

ットワーク層でのヘッダも長いので、データ量に対する従量料金制をとるＷＡＮで

は、コスト面でＴＣＪ／ＴＤＪプロファイルが有利となる。

・通信範囲がＷＡＮ、ＬＡＮ両方にまたがる場合

ＬＡＮ／ＷＡＮ通信のために特殊なゲートウェイ装置を必要としない、ルーティン

グプロトコルが使用できる等の利点があり、ＴＡＪプロファイルの方が有利である。

この利点は、ネットワーク構成が複雑になるにつれ顕著になる。

例えば、図1.3-1のようなＬＡＮ／ＷＡＮ通信のみの場合には、ＷＡＮにどちらのプ

ロファイルを適用しても通信形態に差異は無い。ところが、図1.3-2のようにＬＡＮ／

ＷＡＮ通信とＬＡＮ／ＷＡＮ／ＬＡＮ通信が混在するような場合には、ＷＡＮにＴＣＪ

／ＴＤＪプロファイルを適用するとＲＡＪプロファイルに従うＩＳ（中間システム）と

ＲＴＪプロファイルに従うゲートウェイ装置を使い分ける必要があるが、ＴＡＪプロフ

ァイルを適用するとＲＡＪプロファイルに従うＩＳ（中間システム）のみで両方の通信

を処理できる。
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ＲＴＪ
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中継

TP4 TP4 TP0/2 TP0/2

CLNP CLNP CONP CONP

ES-IS ES-IS ＷＡＮ

ＬＡＮ

(a) ＷＡＮ上エンドシステムでＴＣＪ／ＴＤＪプロファイルを使用した場合

TAJ TAJ

上位層 上位層

ＲＡＪ

TP4 TP4

CLNP CLNP CLNP

ES-IS ES-IS ＷＡＮ ES-IS

ＬＡＮ

(b) ＷＡＮ上エンドシステムでＴＡＪプロファイルを使用した場合

図1.3-1 ＬＡＮ／ＷＡＮ通信のみの場合
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(a) ＷＡＮ上エンドシステムでＴＣＪ／ＴＤＪプロファイルを使用した場合
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ＲＡＪ ＲＡＪ
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上位層

TP4

CLNP

ES-IS

(b) ＷＡＮ上エンドシステムでＴＡＪプロファイルを使用した場合

図1.3-2 ＬＡＮ／ＷＡＮ通信、ＬＡＮ／ＷＡＮ／ＬＡＮ通信の両方がある場合
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2. ネットワーク層

2.1 ＩＳＯ ８２０８の使用、不使用

このＷＡＮ共通解説部の対象となるプロファイルでは定義上、ネットワーク層のＳＮ

ＩＣＰ（Subnetwork Independent Convergence Protocol）以上のプロトコルとサブネ

ットワークとしてＷＡＮを使用することが決まっている。

ＷＡＮにはパケット交換機能をサポートするＷＡＮとサポートしないＷＡＮとが存在

する。前者では、網がデータ転送において物理層からネットワーク層までをサポートす

るため、これをサブネットワークとするプロファイルのデータ転送における物理層のプ

ロトコルからネットワーク層のＳＮＡｃＰ(Subnetwork Access Protocol)までは網に依

存して決まる。さらに、ＳＮＤＣＦ（Subnetwork Dependent Convergence Function）

は、ＳＮＩＣＰとＳＮＡｃＰから自動的に決まるので、結局、プロトコルスタックが決

まってしまう。一方、後者では、網がデータ転送において物理層までしかサポートしな

いため、これをサブネットワークとするプロファイルのデータ転送におけるデータリン

ク層のプロトコル及びネットワーク層のＳＮＡｃＰは網に依存せず、任意に決めること

ができる。

2.1.1 パケット交換機能をサポートするＷＡＮをサブネットワークとするプロファイル

におけるISO 8208の使用、不使用

パケット交換機能をサポートするＷＡＮでは、データ転送において、網が、デー

タリンク層のプロトコルとしてISO 7776を、ネットワーク層のプロトコルとして

ISO 8208をサポートする。したがって、これをサブネットワークとするプロファイ

ルのデータ転送におけるデータリンク層のプロトコル及びネットワーク層のＳＮＡ

ｃＰは網に依存し、次のように決まる。

データリンク層のプロトコル ＩＳＯ ７７７６

ネットワーク層のＳＮＡｃＰ ＩＳＯ ８２０８

これに該当するプロファイルとして、つぎのプロファイルがある。

ＴＡ１１ｎ１Ｊ （パケット交換網）

ＴＡ１２３１Ｊ （ＩＳＤＮケースＡデマンド）

ＴＡ４３１１１Ｊ（ＩＳＤＮパケットモードＤチャネルデマンドQ.931無し）

ＴＡ４３１１２Ｊ（ＩＳＤＮパケットモードＤチャネルデマンドQ.931あり）

ＴＡ４３２１１Ｊ（ＩＳＤＮパケットモードＢチャネルｾﾐﾊﾟｰﾏﾈﾝﾄQ.931無し）

ＴＡ４３２１２Ｊ（ＩＳＤＮパケットモードＢチャネルｾﾐﾊﾟｰﾏﾈﾝﾄQ.931あり）

ＴＡ４３３１Ｊ （ＩＳＤＮパケットモードＢチャネルデマンド）

2.1.2 パケット交換機能をサポートしないＷＡＮをサブネットワークとするプロファイ

ルにおけるISO 8208の使用、不使用

パケット交換機能をサポートしないＷＡＮでは、前述のように、データ転送にお

けるデータリンク層のプロトコル及びネットワーク層のＳＮＡｃＰを任意に決める

ことができる。これらの候補として表2.1.2-1と表2.1.2-2が考えられる。
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表2.1.2-1 データリンク層プロトコルとネットワーク層ＳＮＡｃＰの候補

長所 短所

データリンク層プロトコル ＩＳＯ ７７７６ 実装が軽い。 ISO 8208の機能を

ネットワーク層ＳＮＡｃＰ 無し 使用できない。

データリンク層プロトコル ＩＳＯ ７７７６ ISO 8208の機能 実装が重い。

ネットワーク層ＳＮＡｃＰ ＩＳＯ ８２０８ を使用できる。

表2.1.2-1中にあるＩＳＯ ８２０８の機能の使用についてまとめると、表2.1.2

-2のようになる。

表2.1.2-2 ＩＳＯ ８２０８機能の使用の可否の評価

機能 不使用 使用 評価

上位プロトコル Ｉフレーム毎に、ネッ ＶＣ毎に、ネットワー 差異は無い。

識別 トワーク層のＩＰＩ（ ク層のＳＰＩ（ＣＲ／

Ｉフレームの第１オク ＣＮパケットのユーザ

テット）により可能。 データの第１オクテッ

ト）により可能。

論理チャネル多重 不可。 可能。 ISO 8473ではオ

ＶＣ毎にＱｏＳ通知、 プション。

折衝が可能。 スループットや

信頼性向上のた

めに使用可能。

異常原因通知 不可。 リセット、切断、リス ISO 8473では記

タート、診断パケット 述無し。

の原因符号、診断符号 輻輳の検出他、

により可能。 ローカルなシス

テム管理に使用

可能。

優先データ転送 不可。 可能。 ISO 8473では記

述無し。

特に用途無し。

データ分割 不可。 可能。 ISO 8473では記

述無し。

特に用途無し。

論理チャネル多重や異常原因通知等、ISO 8208の機能を活用できる場合もあるが、

いずれも決定的なものではない。このことから、ISO 8208の機能を使用可能という

長所よりも実装の軽さという長所の方が勝っていると判断し、ISO 8208の不使用を

決定した。

これに該当するプロファイルとして、つぎのプロファイルがある。

ＴＡ２１Ｊ （ディジタル専用線網）

ＴＡ２２Ｊ （回線交換網）

ＴＡ３１Ｊ （アナログ専用線網）

ＴＡ３２Ｊ （電話網）

ＴＡ４２１２Ｊ（ＩＳＤＮモードＢチャネルデマンド）

ＴＡ４２２２Ｊ（ＩＳＤＮモードＨチャネルデマンド）
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2.2 ＳＮＤＣＦ

このＷＡＮ共通解説部の対象となるプロファイルのネットワーク層のＳＮＩＣＰであ

るISO 8473では、サブネットワークに対応して、ＳＮＤＣＦをつぎのように規定してい

る（サブネットワークとしてＷＡＮが適用範囲外のものは省略してある）。

ISO 8208サブネットワーク上のＳＮＤＣＦ ： ISO 8473

ＯＳＩデータリンクサービス上のＳＮＤＣＦ： ISO 8473/Add.3

ISO 8473/Amd.5

2.1.1項のパケット交換機能をサポートするＷＡＮをサブネットワークとするプロフ

ァイルではＳＮＡｃＰとしてISO 8208を使用するので、“ISO 8208サブネットワーク上

のＳＮＤＣＦ”を適用できる。

また、2.1.2項のパケット交換機能をサポートしないＷＡＮをサブネットワークとす

るプロファイルではＳＮＡｃＰが存在しないので、“ＯＳＩデータリンクサービス上の

ＳＮＤＣＦ”を適用できる（ISO 7776がＯＳＩデータリンクサービスを提供する）。

2.2.1 ISO 8208サブネットワーク上のＳＮＤＣＦ

ISO 8208サブネットワーク上のＳＮＤＣＦは、ISO 8473の8.4.3項に規定されて

いる。具体的には、ＶＣ確立の契機、ＶＣ解放の契機、プロトコル識別、ＶＣの保

持タイマ、ＶＣの衝突解決、複数ＶＣの使用、優先度機能に関連するＶＣの使用方

法、ISO 8208プロトコル要素に関する規定がある。

この標準では、このＳＮＤＣＦに関する規定を、パート５で、ＳＮＤＣＦとISO

8208(X.25パケット層プロトコル）とに分けて記述している。なお、ISO 8208に関

するA.3.2項のＩＰＲＬは、ISO 8473の8.4.3項に従うもので、この標準で特に規定

はしていない。

なお、パート５の5.2.1項には、ＯＳＩのＣＯＮＳを提供するためのISO 8208の

使用方法を規定するISO 8878が、この標準の適用範囲外であることを指摘する注が

ある。これを補足する意味で、ファシリティの使用について解説する。

ISO 8473では、つぎのファシリティの使用を推奨し、他は任意としている（この

標準では、基本標準どおりとし、特に規定はしていない）。

フロー制御パラメタ折衝

伝送遅延選択指示

スループットクラス折衝

任意のファシリティのうちＤＴＥファシリティは、ＯＳＩのＣＯＮＳを提供する

ためのものであり（したがって、ＯＳＩのＣＯＮＳを提供する場合には、これらは

基本的には必須である）、このＳＮＤＣＦで使用する必要性は無い。
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2.2.2 ＯＳＩデータリンクサービス上のＳＮＤＣＦ

ISO 8473のＯＳＩデータリンクサービス上のＳＮＤＣＦは、ISO 8473/Add.3に規

定されている。したがって、このＳＮＤＣＦの主たる基本標準はISO 8473/Add.3で

ある。

その他、関連する基本標準としてISO 8473/Amd.5があり、ＩＳＤＮ回線交換モー

ドＢチャネル上でISO 7776を使用する場合のＳＮＤＣＦの機能のうちＩＳＤＮの呼

設定及びISO 7776のデータリンク確立に関する機能に関して規定している。この規

定は、ISO 8208サブネットワーク上のＳＮＤＣＦ、あるいは、ＯＳＩデータリンク

サービス上のＳＮＤＣＦの規定を補足するもので、これらと組み合わせて一つのＳ

ＮＤＣＦの規定となる。

つぎに、プロファイルと基本標準との対応を示す。

つぎの四つのプロファイルには、ISO 8473/Add.3のみが適用される。

ＴＡ２１Ｊ（ディジタル専用線網）

ＴＡ２２Ｊ（回線交換網）

ＴＡ３１Ｊ（アナログ専用線網）

ＴＡ３２Ｊ（電話網）

つぎの二つのプロファイルには、ISO 8473/Add.3 及びISO 8473/Amd.5が適用さ

れる。

ＴＡ４２１２Ｊ（ＩＳＤＮ回線モードＢチャネルデマンド）

ＴＡ４２２２Ｊ（ＩＳＤＮ回線モードＨチャネルデマンド）

なお、ＴＡ４２２２Ｊ（ＩＳＤＮ回線交換モードＨチャネルデマンド）はチャネ

ルがＨチャネルなので、ISO 8473/Amd.5の適用範囲外であるが、チャネルの違いを

除く部分については適用可能であるため、ＴＡ４２２２Ｊも適用対象としている。

(1) ISO 8473/Add.3

ISO 8473/Add.3では、コネクションレス型データリンクサービスとコネクシ

ョン型データリンクサービスに分けて、それぞれについて規定している。ISO

7776が提供するのはコネクション型データリンクサービスなので、この標準に

は、コネクション型データリンクサービスに関する規定が適用される。

内容は、データリンクサービスプリミティブとISO 8473の前提となるサービ

スのサービスプリミティブとのマッピング、及び、データリンク設定／切断の

起動方法である。データリンク設定／切断の起動方法に関してはいくつかの例

が示されているが、規定はされておらず、ローカル事項である。また、回線接

続／切断の起動方法については、記述はない。

この標準では、基本標準どおりとし、特に規定はしていない。

(2) ISO 8473/Amd.5

ISO 8473/Amd.5では、デマンドとセミパーマネントに分けて、それぞれにつ

いて規定している。適用対象となるプロファイルは前記のようにともにデマン

ドなので、この標準には、デマンドに関する規定が適用される。

内容は、Ｂチャネル接続／切断の起動方法（伝達能力、低位レイヤ整合性

等）、Ｂチャネル接続後のデータリンク設定の起動方法（データリンクアドレ

ス等）である。

この標準では、基本標準どおりとし、特に規定はしていない。
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2.3 ＥＳ－ＩＳプロトコル

2.3.1 サブネットワークのトポロジー

ISO 9542では、サブネットワークのトポロジーを三つに分類し、各トポロジーに

ついて、ＥＳ－ＩＳプロトコルの適用可能性を規定している。つぎに概要を示す。

・一般トポロジーサブネットワーク ＲＩ( 情報)のみ適用可能(１)リダイレクト

・ポイント－ポイントサブネットワーク ＣＩ(ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ情報)のみ適用可能

(２)

・ブロードキャスト型サブネットワーク ＣＩ、ＲＩの両方が適用可能

注(１) ＣＩは、課金やサブネットワーク資源の問題があり、一般的には適用範

囲外である。

(２) キューリーコンフィギュレーション及びコンフィギュレーションレスポ

ンスは適用範囲外である。

また、サブネットワークアドレスは存在しない。

サブネットワークが一般トポロジーサブネットワークのプロファイルは、つぎの

とおりである。

ＴＡ１１ｎ１Ｊ （パケット交換網）

ＴＡ１２３１Ｊ （ＩＳＤＮケースＡデマンド）

ＴＡ２２Ｊ （回線交換網）

ＴＡ３２Ｊ （電話網）

ＴＡ４２１２Ｊ （ＩＳＤＮ回線モードＢチャネルデマンド）

ＴＡ４２２２Ｊ （ＩＳＤＮ回線モードＨチャネルデマンド）

ＴＡ４３１１１Ｊ（ＩＳＤＮパケットモードＤチャネルデマンドQ.931無し）

ＴＡ４３１１２Ｊ（ＩＳＤＮパケットモードＤチャネルデマンドQ.931あり）

ＴＡ４３２１１Ｊ（ＩＳＤＮパケットモードＢ Q.931無し）チャネルセミパーマネント

ＴＡ４３２１２Ｊ（ＩＳＤＮパケットモードＢ Q.931あり）チャネルセミパーマネント

ＴＡ４３３１Ｊ （ＩＳＤＮパケットモードＢチャネルデマンド）

サブネットワークがポイント－ポイントサブネットワークのプロファイルは、つ

ぎのとおりである。

ＴＡ２１Ｊ （ディジタル専用線網）

ＴＡ３１Ｊ （アナログ専用線網）

ＴＡ６１２２１Ｊ（フレームリレーデータ網、ＰＶＣ）

ＴＡ７１２１Ｊ （ＡＴＭセルリレー網、ＰＶＣ）
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2.3.2 一般トポロジーサブネットワークにおけるＥＳ－ＩＳプロトコル

ISO 9542によれば、一般トポロジーサブネットワーク上ではＲＩのみが適用可能

である。

一般トポロジーサブネットワークのプロファイル間での差異は、ＳＮＰＡアドレ

スの解釈方法のみである。

一般トポロジーサブネットワークにおけるＥＳ－ＩＳの規定は、主に、パート５

に記述している。

なお、ＣＩについては、前記の注(１)のようにISO 9542で一般的には適用範囲外

なので、ここでもそれにしたがっているが、適用を禁止するものではない。

2.3.3 ポイント－ポイントサブネットワークにおけるＥＳ－ＩＳプロトコル

ISO 9542によれば、ポイント－ポイントサブネットワーク上ではＣＩのみが適用

可能である。ただし、キューリーコンフィギュレーション及びコンフィギュレーシ

ョンレスポンスはブロードキャスト型サブネットワークにのみ適用されるため、こ

こでは適用範囲外である。また、サブネットワークアドレスは存在しない。

ポイント－ポイントサブネットワーク上のＣＩは、上記を除けば、ブロードキャ

スト型サブネットワーク上のＣＩと同等である。

ポイント－ポイントサブネットワークにおけるＥＳ－ＩＳの規定は、主に、パー

ト１０１Ｊに記述している。
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3. データリンク層

3.1 ISO 7776上のＯＳＩデータリンクサービスの提供

ＯＳＩデータリンクサービスと標準データリンクプロトコルとのマッピングは、ISO

/IEC DIS 11575に規定されている。

ISO/IEC DIS 11575では、次に示す６種類のマッピングについて規定している。

ＣＯ型データリンクサービスとISO 7776／ＳＬＰ（単一リンク手順）

ＣＯ型データリンクサービスとＨＤＬＣ正規応答モード（ＮＲＭ）

ＣＯ型データリンクサービスとＬＬＣタイプ２

ＣＬ型データリンクサービスとＬＬＣタイプ１

ＣＬ型データリンクサービスとＨＤＬＣ平衡型ＣＬクラス

ＣＬ型データリンクサービスとＨＤＬＣ非平衡型ＣＬクラス

内容は、データリンクサービスプリミティブと、データリンクプロトコルで規定され

ているフレームとのマッピング方法である。

この標準では、「ＣＯ型データリンクサービスとISO 7776／ＳＬＰ」の規定が適用さ

れる。適用されるプロファイルは、パケット交換機能をサポートしないＷＡＮをサブネ

ットワークとするプロファイルのうち、フレームリレーデータ網プロファイル及びＡＴ

Ｍセルリレー網プロファイルを除く、下記６プロファイルである。

ＴＡ２１Ｊ（ディジタル専用線網）

ＴＡ２２Ｊ（回線交換網）

ＴＡ３１Ｊ（アナログ専用線網）

ＴＡ３２Ｊ（電話網）

ＴＡ４２１２Ｊ（ＩＳＤＮ回線モードＢチャネルデマンド）

ＴＡ４２２２Ｊ（ＩＳＤＮ回線モードＨチャネルデマンド）

この標準では、基本標準どおりとし、特に規定はしていない。
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フレームリレー
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1. 目的

フレームリレーの解説は、次の三つの解説部から成る。

・概要部

・規約標準解説部

・基本標準解説部

「概要部」では、フレームリレーに関する標準化動向について解説する。

「規約標準解説部」では、ＴＡ６１２２１Ｊプロファイルの規約内容とその根拠について解説す

る。

「基本標準解説部」では、ＴＡ６１２２１Ｊプロファイルが基本標準として参照しているＩＴＵ

-Ｔ勧告Ｘ.３６の規定内容について解説する。

なお、ＴＡ６１２２１Ｊプロファイルは、米国ＦＲＦ仕様との相互接続性を加味し、ＩＴＵ-Ｔ勧

告Ｘ.３６を基本標準として、(財)情報処理相互運用技術協会（ＩＮＴＡＰ）が開発する実装規約と

の整合性を確保した規約である。

2. フレームリレー標準化動向

フレームリレー関連の標準化線表を図2.1に示す。

以下に、各標準化組織毎に、動向概要を述べる。

(1) ＩＴＵ-Ｔ

Ｑ.９２２：ＩＳＤＮのフレームモード・ベアラサービス（ＦＭＢＳ）用ユーザ・網インタフェ

ース(ＵＮＩ)レイヤ２仕様（ＤＬコア、ＤＬ制御）を規定。１９９２年勧告化済み。

１９９６年に改版予定。

Ｑ.９３３：ＩＳＤＮのＦＭＢＳ用ＵＮＩレイヤ３仕様（ＳＶＣ呼制御、コネクション管理手

順）を規定。１９９３年勧告化済み。１９９６年に改版予定。

Ｘ.３６ ：Ｑ.９２２及びＱ.９３３をベースに、フレームリレーデータ網(ＦＲＤＮ)用ＵＮＩ

レイヤ１～３仕様（フレームリレーＰＶＣ）、マルチプロトコルカプセル化方式

（ＭＰＥ）、及び輻輳制御を規定。１９９４年１１月のＳＧ７で勧告化手続きにか

けられ、１９９５年に勧告公開。

Ｉ.５５５：フレームリレー網と他網（Ｘ.２５網、ＡＴＭ網）とのインタワーキング方式フレ

ームワークを規定。１９９３年勧告化済み。１９９６年に改版予定。

Ｑ.９２３：ＩＳＤＮ（ＦＲＢＳ）のＣプレーン／ＵプレーンとＣＯＮＳとのマッピング方式

（ＳＣＦ：Synchronization and Coordination Function）を規定。コネクション

制御サービスとＣプレーン／Ｍプレーン／Ｕプレーンとの関係等を規定。１９９４

年９月のＳＧ１１で勧告化手続きにかけられ、１９９５年に勧告公開。

Ｑ.ｃｌｐ：フレームリレーのＬＡＰＦ（ＤＬコア＋ＤＬ制御）上でＯＳＩ-ＣＯＮＳを提供す

るためのコンバージェンス・プロトコルを規定予定であったが、１９９４年９月の

ＳＧ１１会合で検討中止決定。
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Ｑ.ｆｒｃ：ＳＧ１１でＱ.ｃｌｐに代わり検討されている、フレームリレーのＬＡＰＦ上でＳ

ＳＣＯＰ（Service Specific Connection Oriented Protocol）を転送するための

コンバージェンス・プロトコルを規定。ＯＳＩ-ＣＯＮＳはＳＳＣＯＰの上で提供

される。

Ｘ.ｎｌｆ：フレームリレー上のＯＳＩ-ＣＯＮＳを提供する方法として、Fast Byteを利用する

方法を規定。１９９６年４月のＳＧ７で勧告化手続きにかけられ、１９９６年中に

勧告公開予定。

Ｉ.３７０：ＩＳＤＮのＦＲＢＳ（フレームリレーベアラサービス）のＵプレーンにおける輻輳

制御マネジメント方式と機構を規定。１９９２年３月勧告化済み。

(2) ＩＡＢ

ＲＦＣ １４９０：フレームリレー上のマルチプロトコル・カプセル化方式を規定。

本規定は、ＪＴＣ１／ＳＣ６で規格化作業中のＧＭＥに含まれる、フレーム

リレー上のマルチプロトコル・カプセル化方式と同一規定である。

(3) ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１／ＳＣ６

ＯＳＩ ＣＯＮＳ：フレームリレー上でＣＯＮＳを提供するためのコンバージェンス・プロトコ

ルを規定予定。本規定は、ＩＴＵ-Ｔ ＳＧ７で勧告化作業中のＸ.ｎｌｆを

ベースに標準化される方向である。

ＯＳＩ ＣＬＮＳ：フレームリレー上でＣＬＮＳを提供するためのコンバージェンス・プロトコ

ルを規定予定だが、現在検討は行われていない。ISO 8473のパート７として

位置付けられている。

ＯＳＩ ＤＬＳ ：フレームリレー上でＯＳＩデータリンクサービスを提供するためのコンバー

ジェンス・プロトコルを規定予定。本規定は、フレームリレーのＬＡＰＦと

データリンクサービスとのマッピングを標準化予定である。

ＧＭＥ ：フレームリレーやＡＴＭ等のサブネットワークを介して、相互接続されるエ

ンドシステムや中間システム間で、複数プロトコルデータを転送するための、

マルチプロトコル・カプセル化方式を規定。

フレームリレー上のカプセル化方式はＲＦＣ １４９０と同一規定である。

(4) ＳＧＦＳ

・ＯＳＩ環境におけるフレームリレー・プロファイルの分類体系：

ＯＩＷ（北米地域ワークショップ）、ＥＷＯＳ（欧州地域ワークショップ）、及びＡＯＷ

（アジア・大洋州地域ワークショップ）の３地域ワークショップ間で作成済み。本分類体

系はDTR 10000-2:1995に盛り込まれている。

・ＩＳＰ作成作業：

DTR 10000-2:1995に含まれるフレームリレー・プロファイルのうち、３地域の市場ニーズ

を考慮してまずＴＡ６１２２１プロファイルのＩＳＰ開発作業を開始するかどうかについ

て、１９９５年１２月以降に決定予定。
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(5) フレームリレーフォーラム

ＦＲＦ.１：フレームリレーのユーザ・網インタフェース（ＰＶＣ）を規定。１９９１年第１四

半期にＩＡ（Implementation Agreement）作成済み。

ＦＲＦ.３：フレームリレー上のマルチプロトコル・カプセル化方式を規定。１９９３年第３四

半期にＩＡ作成済み。

(6) ＴＴＣ

ＪＴ-Ｑ９２２（第１版） ：ＩＴＵ-Ｔ勧告Ｑ.９２２に準拠。１９９２年４月制定済み。

ＪＴ-Ｑ９３３（第１版） ：１９９２年３月にＳＧ１１会合で承認された勧告草案Ｑ.９３３

に準拠。１９９２年１１月制定済み。

ＪＴ-Ｉ３７０（第１版） ：ＩＴＵ-Ｔ勧告Ｉ.３７０に準拠。１９９２年１１月制定済み。

ＪＴ-Ｉ５５５（第１版） ：ＩＴＵ-Ｔ勧告Ｉ.５５５に準拠。１９９４年１１月制定済み。
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９２年度 ９３年度 ９４年度 ９５年度 ９６年度

ＩＴＵ－Ｔ
勧告(1月以降)

Q.922rev ◎

勧告(1月以降)
Q.933rev ◎

勧告(11月)
X.36 ◎

勧告(10月)
I.555rev ◎

勧告(9月)
Q.923 ◎

中止(9月)
Q.clp ○

勧告(2月)
Q.frc ◎

勧告(4月)
X.nlf ◎

ＩＡＢ
Draft(7月)

RFC 1490 ○

ＳＣ６
issues

NP まとめ
OSI CONS △ ▲ ▲ 未定

2月 10月 6月

NP
OSI CLNS △ ▲ 未定

2月 6月

NP CD DIS IS
OSI DLS △ ▲ □ ○ ◎

2月 6月 3月 12月 9月

NP WD WDrev. CD DIS IS
GME △ ▲ ▲ □ ○ ◎

2月 10月 6月 3月 12月 9月

勧告 ： 郵便投票のために勧告化手続きの承認を受けた時期。勧告が公開されるのはその約６ケ月後。

制定 ： ＴＴＣ標準としての最終的な承認時期。標準が出版されるのはその約３ケ月後。

ＮＰ ： New Project提案（新課題提案）

ＷＤ ： Working Draft（草案）

ＣＤ ： Committee Draft

ＤＩＳ： Draft International Standard（国際規格案）

ＩＳ ： International Standard（国際規格）

ｃｌｐ： convergence layer protocol

ＧＭＥ： Generic Multiprotocol Encapsulation

図2.1 フレームリレー関連の標準化線表（1995年8月現在）
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3. フレームリレー公衆サービス状況

(1) 国内サービス

１９９３年～９４年にかけて、スターネット、ＡＴ＆Ｔ Jens、ＮＩＳ、富士通、及びＮＥＣ等

が国内フレームリレー公衆サービスを開始している。

また、ＮＴＴが１９９４年秋に公衆サービスを開始した。

(2) 国際サービス

ＫＤＤテレサーブ、ＮＩＳ、日本スプリント等が１９９４年までにサービスを開始している。
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フレームリレー

２ 規約標準解説部．
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はじめに

ここでは、本標準における規約化の根拠を解説する。

個 々 の 項 目 に つ い て は 、 初 め に 本 標 準 の 規 約 編 で の 規 約 内 容 を 説 明 し 、 そ の下

（－理由－以下）に、理由を示している。

1. 物理層

本標準では、特に規定していない。

－理由－

物理層のインタフェース条件及びアクセス速度は、網提供者の提供可能な範囲に従う

必要があるので、ITU-T勧告X.36で示されている範囲を制限する規約化は行わなかった。

2. データリンクコア制御

2.1 フラグシーケンス

本標準では、特に規定していない。

－理由－

フラグシーケンス手順は、ユーザ・網インタフェースにのみ依存し、エンド・エン

ドの相互通信には影響しないため規約化を行わなかった。

なお、ITU-T勧告X.36では、インタフレームフィルのサポートを必須としているた

め、ES/ISとしてもインタフレームフィルをサポートする必要がある。

2.2 アドレスフィールド

(1) アドレスフィールド長

本標準では、特に規定していない。

－理由－

アドレスフィールド長は、ユーザ・網インタフェースにのみ依存し、エンド・エ

ンドの相互通信には影響しないため規約化を行わなかった。

ただし、ITU-T勧告X.36では、２オクテットアドレスを実装必須、３及び４オクテ

ットアドレスを実装任意としているのに対し、米国ＦＲＦ（Frame Relay Forum）

では、ＭＰＥにおけるアドレスフィールド長について２オクテットアドレスをデ

フォルト、４オクテットアドレスをオプションとしており、３オクテットアドレ

スが使えないことに注意が必要である。

(2) ＤＬＣＩ値

本標準では、特に規定していない。

－理由－

ＤＬＣＩ値及びＰＶＣ数は、網提供者の提供可能な範囲に従う必要があるため、

規約化を行わなかった。
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(3) Ｃ／Ｒビット

本標準では、適用範囲外としている。

－理由－

C/Rビットは、ES/ISがＬＡＰＦ等を使用する場合にES/IS間の事前合意により使用

するものであり、フレームリレーデータ網上は透過に転送される。本標準では、

レイヤ２としてＬＡＰＦを使用しないため、C/Rビットの使用は規定範囲外とした。

(4) ＤＥビット

本標準では、特に規定していない。

－理由－

ITU-T勧告X.36では、網によるＤＥビット使用、及びES/ISによるＤＥビット使用

はいずれもオプションであり、ＤＥ＝１付きフレームの網における扱いは網の仕

様に依存する。したがって、ES/ISによるＤＥビット使用方法についても特に規約

化を行わなかった。

なお、ＤＥビットには以下に示す利用方法が考えられる。

(a) 網におけるＤＥビットの使用方法

網は、網内条件（網輻輳が発生する可能性がある場合など）によりユーザフ

レームにＤＥビット＝１を付与する場合がある。また、網内輻輳時にはＤＥ

ビット＝１付きフレームを他のフレームに優先して廃棄することもあり得る。

ただし、網輻輳状態によっては他のフレームの廃棄もあり得る。

(b) ES/ISによるＤＥビットの使用方法

ES/ISは、ＰＶＣ又はフレームについて網内での優先廃棄を許容する場合に、

ＰＶＣ毎又はフレーム毎にＤＥビット＝１に設定したユーザフレームを送信

することが可能である。

2.3 ユーザ情報フィールド

ユーザ情報フィールドについては、１６００オクテット以上の最大ユーザ情報フィー

ルド長をサポートすることを推奨している。

－理由－

ユーザ間にてＰＶＣ毎に最大ユーザ情報フィールド長についての事前合意を行い、

網提供者の提供可能な最大ユーザ情報フィールド長の集合から利用する最大ユーザ

情報フィールド長をＰＶＣの方向毎に選択する。これによりES/ISは選択した最大

ユーザ情報フィールド長以下のユーザ情報の送受信が可能となる。

本標準では、無駄なセグメンテーションを発生させず、効率のよいフレーム転送を

行うために、ES/ISにて、網においてサポート必須の１６００オクテット以上の最

大ユーザ情報フィールド長をサポートすることを推奨した。
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3. ＰＶＣ管理手順

(1) 状態問合（STATUS ENQ）及び状態表示（STATUS）メッセージ

ＰＶＣ管理手順のうち、ES/IS側からの状態問合（STATUS ENQ）の送信機能及び網側か

らの状態表示（STATUS）メッセージの受信機能を実装し、使用することを推奨してい

る。

－理由－

ITU-T勧告X.36では、片方向のＰＶＣ管理手順のサポートが網側で必須、ES/IS側で

オプションとなっている。ＰＶＣの状態の監視／把握機能は非常に有効であるため、

本標準では、実装及び使用することを推奨した。

(2) 双方向手順及び非同期ＰＶＣ状態表示

本標準では、特に規定していない。

－理由－

ITU-T勧告X.36において、双方向手順及び非同期ＰＶＣ状態表示は、ES/IS及び網側

ともにオプションとなっている。

また、上記の片方向手順により、ＰＶＣの状態の監視／把握機能を実現できるため、

本標準では、特に規約化を行わなかった。

4. 輻輳制御

4.1 輻輳検出とトラヒック制御の必要性について

データ転送においてＤＬコア機能のみを提供するフレームリレーデータ網では、ＩＳ

ＤＮやパケット交換網と違って、網がES/ISに対してデータの送信を抑止するプロトコ

ルが無く、網の輻輳状態悪化の回避及び輻輳状態からの回復はES/IS側のトラヒック制

御に委ねられている。このため、ES/ISが輻輳を検出し、更に輻輳検出時に網のトラヒ

ックを低減させるようにトラヒックを制御することは、フレームリレーデータ網に接続

されるES/ISに対して強く望まれているとの観点で、規約化を行った。

4.2 明示的輻輳制御

(1) 静的適合性要求条件

(a) 明示的輻輳検出及び応答

明示的輻輳検出及び応答については、下記の機能をすべて実装することを強く推

奨している。

－ ＦＥＣＮビットが１に設定された（複数の）フレームを網から受信することに

より、網輻輳状態を検出し、フレームの送信制御を行う機能。

－ ＢＥＣＮビットが１に設定された（複数の）フレームを網から受信することに

より、網輻輳状態を検出し、フレームの送信制御を行う機能。

－ ＣＬＬＭメッセージを網から受信することにより、網輻輳状態を検出し、フレ

ームの送信制御を行う機能。
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－理由－

ITU-T勧告X.36では、網側及びエンドシステム側ともにＦＥＣＮビット／ＢＥＣ

Ｎビットのセット機能、及びＣＬＬＭメッセージの送出機能のサポートについ

ては、実装任意となっている。4.1で述べた理由により、効率的なＥＳ間通信を

実現する上で、輻輳検出とトラヒック制御機能の実装に対する要求条件は高い

ため、上記の通り規約化を行った。

なお、ＣＬＬＭメッセージによる輻輳検出機能については、ITU-T勧告X.36で明

確であるため、本標準では、特に規約化を行わなかった。また、ＦＥＣＮ／Ｂ

ＥＣＮビットによる輻輳検出機能についても、ITU-T勧告X.36の付録IIでQ.922

の付録Ｉに記述される実装例がガイドラインとして提示されているため、本標

準では、特に規約化を行わなかった。

(2) 動的適合性要求条件

(a) 明示的輻輳検出及び応答

明示的輻輳検出及び応答については、下記動作のうち、少なくとも一つを使用す

ることにより、他エンドシステムとの間の両方向の輻輳制御を行うことを強く推

奨している。

－ ＦＥＣＮビットが１に設定された（複数の）フレームを網から受信することに

より、網輻輳状態を検出し、フレームの送信制御を行う動作。

－ ＢＥＣＮビットが１に設定された（複数の）フレームを網から受信することに

より、網輻輳状態を検出し、フレームの送信制御を行う動作。

－ ＣＬＬＭメッセージを網から受信することにより、網輻輳状態を検出し、フレ

ームの送信制御を行う動作。

－理由－

4.1で述べた理由により、輻輳検出及びトラヒック制御を行うことは有効である

ため、上記の通り規約化を行った。ただし、片方向の輻輳検出方法だけを使用

したＥＳの組み合わせ（図4.1参照）によっては、実装したトラヒック制御機能

が機能しないことがあり得る。このことから、両方向の輻輳制御を行うことが

可能なように輻輳検出動作／フレーム送信制御動作を使用することを強く推奨

することとした。

なお、両方向の輻輳制御を実現するためには、通信相手ＥＳとの間で事前に輻

輳検出機能の使用について情報を交換しておくことが有用である。

輻輳の原因となるトラヒックの方向

ＢＥＣＮﾋﾞｯﾄ／
ＦＥＣＮﾋﾞｯﾄ

ＣＬＬＭﾒｯｾｰｼﾞ
による検出機能 フレームリレーデータ網

による検出機能
のみ使用

のみ使用

ＥＳ－Ａ ＥＳ－Ｂ

図4.1 トラヒック制御が機能しない使用の組み合わせ（例）
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(b) ＦＥＣＮ受信に対するフレームの送信制御

ＦＥＣＮビットが１に設定されたフレームを網から受信することにより輻輳制御

を行う場合、下記の方法でフレームの送信制御を行うことを推奨している。

－ 網からの輻輳通知をトランスポート層に通知し、輻輳発生方向のクレジットを

削減し、その結果のクレジット値をＡＫ ＴＰＤＵにより、相手側トランスポ

ートエンティティに通知する。ただし、ＤＬコアからトランスポート層への輻

輳通知方法は、本標準の規定範囲外である。

－理由－

網からＦＥＣＮビットがセットされたフレームを受信することは、通信相手Ｅ

Ｓから網に向かう送信トラヒックに対して輻輳が発生していることを意味する

ため、これと同一方向の低減を図ることが必要である。この場合、相手ＥＳは

網からのＢＥＣＮビット設定フレームあるいはＣＬＬＭメッセージの受信によ

って輻輳を検出する可能性があるが、より確実に、かつ早くトラヒック制御を

実施するため、ＦＥＣＮビット設定フレームを受信したＥＳ側は、相手ＥＳか

らのトラヒックを低下させる措置を講ずることが望ましい。

したがって、本標準では、輻輳方向のフレーム受信側のＥＳから、トランスポ

ート層のクレジット値削減を相手ＥＳに通知することにより、輻輳発生方向の

送信トラヒックを低減させる方法を推奨することとした。

なお、ＥＳ内でのデータリンク層からトランスポートエンティティへの輻輳

通知方法については、相互通信に影響しないため、規約化を行わなかった。

Q.922付録Ｉでは、網からＦＥＣＮビットがセットされたフレームを受信した場

合に、輻輳とは逆方向のトラヒックを低減させる機能の実装例が示されている。

本標準の内容は、輻輳と同一方向のトラヒック低減を第一に考えたことによる

ものであり、逆方向のトラヒック制御機能の使用を否定しているのではない点

に注意されたい。

4.3 暗黙的輻輳制御

本標準では、特に規定していない。

－理由－

輻輳の発生のためにフレームが廃棄された場合、トランスポート層においてＴ１タ

イマのタイムアウトが検出されてＴＰＤＵの再送が行われれば、これは輻輳の暗黙

的検出と言える。Ｔ１タイマのタイムアウトによるＴＰＤＵの再送は、トランスポ

ート層の必須機能であるため、本標準では、特に規約化を行わなかった。
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4.4 輻輳に係わるサービスパラメタ

(1) Ｂｃ

本標準では、特に規定していない。

－理由－

ITU-T勧告X.36では、Ｂｃを超える情報転送に対する網動作の規定がないため、特

に規約化を行わなかった。

なお、Ｂｃの値は、ＰＶＣ毎に事前合意を行い、網が提供可能な範囲から使用す

る値を選択するものである。

(2) Ｂｅ

本標準では、特に規定していない。

－理由－

ITU-T勧告X.36では、Ｂｅを超える情報転送に対する網動作の規定がないため、特

に規約化を行わなかった。

なお、Ｂｅの値は、ＰＶＣ毎に事前合意を行い、網が提供可能な範囲から使用す

る値を選択するものである。

(3) Ｔｃ

本標準では、特に規定していない。

－理由－

Ｔｃは、Ｂｃ及びＣＩＲから算出できる認定測定間隔であり、ＢｃとＣＩＲの規

約化を行わないため、規約化の対象外とした。

(4) ＣＩＲ

本標準では、特に規定していない。

－理由－

ITU-T勧告X.36では、ＣＩＲを超える情報転送に対する網動作の規定がないため、

特に規約化を行わなかった。

なお、ＣＩＲの値は、ＰＶＣ毎に事前合意を行い、網が提供可能な範囲から使用

する値を選択するものである。

また、網が通常状態においてＣＩＲを超えるバーストトラヒックを許容するか否

かについては、網の仕様に依存する。網が輻輳状態において、ＣＩＲまでのトラ

ヒックを保証するか否かについても、網の仕様に依存する。
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5. マルチプロトコルエンカプセレーション（ＭＰＥ）

(1) オプショナルパッド

フレーム送信時には、ＵＩフレームの制御フィールド（Ｘ'０３'）の後にオプショナ

ルパッドを設定する場合は、１オクテットの値Ｘ'００'とする。

フレーム受信時には、ＵＩフレームの制御フィールド（Ｘ'０３'）に続く１オクテッ

トの値がＸ'００'の場合は、そのフィールドをオプショナルパッドと解釈し、その次

のオクテットをプロトコル識別子と解釈する。ＵＩフレームの制御フィールドに続く

１オクテットの値がＸ'００'以外の場合は、そのフィールドをプロトコル識別子と解

釈する。

－理由－

オプショナルパッドは、フレームを２オクテット境界に揃えるために使用するが、

基本標準であるITU-T勧告X.36のANNEX Ｄにおいてはオプショナルパッドの長さに

関する表現が曖昧であり、誤解を招く可能性があった。

したがって、本標準においては、オプショナルパッドの長さに関する規定をより明

確にするために、フレーム送信側ではオプショナルパッドを設定する場合、その長

さを１オクテットとすることと明記した。またフレーム受信側では、受信したフレ

ームにオプショナルパッドが設定されていると解釈した場合、オプショナルパッド

の次の１オクテットがプロトコル識別子であると解釈するよう明記した。

(2) ＭＰＥにおけるフラグメンテーション(１)

本標準では、特に規定していない。

－理由－

ITU-T勧告Q.933 ANNEX ＥやRFC 1490、米国ＦＲＦ（Frame Relay Forum）仕様で記

述されるＭＰＥのフラグメンテーション機能は、ITU-T勧告X.36では規定されていな

いが、ＦＲＤＮ直収のＥＳや、ＩＳに接続される各ＥＳのＣＬＮＰレベルにおいて

セグメンテーションを行うことが可能であり、フラグメンテーション機能を特に実

装する必要性はないため、本標準では、特に規約化を行わなかった。

注:(１) フラグメンテーションとは、網が提供する最大フレームサイズより大きな

フレームを転送するために利用する機能であり、転送するフレームの分割と

再組立を行う。
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フレームリレー

３ 基本標準解説部．
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はじめに

ここでは、ITU-T勧告X.36について、解説する。

1. 物理層

以下に示すインタフェースを１種類又はそれ以上提供してもよい。

－ 勧告Ｘ.２１インタフェース

－ 勧告Ｘ.２１ｂｉｓインタフェース

－ Ｖ－シリーズインタフェース

－ Ｇ－シリーズインタフェース

－ Ｉ－シリーズインタフェース

2. データリンクコア制御

2.1 概要

この章はフレームリレーデータ転送サービスのための、フレーム構造、手順要素、フ

ィールドフォーマットと操作手順を含んでいる。

フレームリレーデータ転送サービスにより提供される機能は次のように考えられる。

－ フレームの境界識別、配列、透過性

－ アドレスフィールドを用いたフレームの多重／分離

－ ０ビットを挿入する前又は除去した後に、フレームが整数個のオクテットで構

成されているかどうかの検査

－ フレームが長すぎたり、短すぎないかの検査

－ 伝送エラーの検出（エラーの回復はしない。）

－ 輻輳制御機能
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2.2 フレームフォーマット

各々のフレームで使用されるフレームフォーマットを、図2.1に示す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

フラグ ｵｸﾃｯﾄ 1

アドレスフィールド （第１オクテット）注 ｵｸﾃｯﾄ 2

アドレスフィールド （第２オクテット） ｵｸﾃｯﾄ 3

ｵｸﾃｯﾄ 4
情報フィールド

・
・

(N-6) ｵｸﾃｯﾄ
ｵｸﾃｯﾄ N-3

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） ｵｸﾃｯﾄ N-2

フレームチェックシーケンス（第２オクテット） ｵｸﾃｯﾄ N-1

フラグ ｵｸﾃｯﾄ N

注 デフォルトのアドレスフィールド長は２オクテット。

３オクテット又は４オクテットに拡張してもよい。

図2.1 ２オクテットアドレスのフレームフォーマット

(1) フラグシーケンス

すべてのフレームは、１個の０ビットと６個の連続した１ビット及び１個の０ビッ

トからなるフラグシーケンスから始まり、終わるものとする。アドレスフィールド

に先行するフラグを開始フラグと定義する。フレームチェックシーケンス（ＦＣ

Ｓ）フィールドに後続するフラグを終了フラグと定義する。ES/ISと網は終了フラグ

を次のフレームの開始フラグとして共用することができる。

(2) アドレスフィールド

アドレスフィールドは、少なくとも２オクテットで構成し、オプションとして４オ

クテットまで拡張されるかもしれない。

アドレスフィールドのフォーマットは、2.3節で規定されている。

(3) 情報フィールド

フレームの情報フィールドは、アドレスフィールド（2.3.2節参照）の後に続きフレ

ームチェックシーケンスフィールド（2.2節(4)参照）の前までである。

フレームリレー情報フィールドの内容は、オクテットの整数個で構成する。フレー

ムリレー情報フィールドの最大長（Ｎ２０３）は、最低でも１６００オクテットを

サポートするべきである。
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(4) フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）フィールド

ＦＣＳフィールドは、１６ビットのシーケンスとする。ＦＣＳは、次の(a)、(b)の

合計値（モジュロ２）の１の補数をとったものである。

(a) ｘ （ｘ ＋ｘ ＋ｘ ＋ｘ ＋ｘ ＋ｘ ＋ｘ ＋ｘ ＋ｘ ＋ｘ ＋ｘ ＋ｘ ＋Ｋ １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４

ｘ ＋ｘ ＋ｘ＋１）を生成多項式ｘ ＋ｘ ＋ｘ ＋１で割り算（モジュロ２）３ ２ １６ １２ ５

した剰余。

ここでｋは、開始フラグの最後のビットとＦＣＳの最初のビットに挟まれた開

始フラグの最後のビットとＦＣＳの最初のビットを除くビット数であり、透過

性のため挿入したビットは除く。

(b) 開始フラグの最後のビットとＦＣＳの最初のビットに挟まれたビット数（ただ

し左記の両ビットとも含まない）から、透過性のために挿入したビット数を除

いたフレーム内容にｘ を乗じた後、生成多項式ｘ ＋ｘ ＋ｘ ＋１で割り算１６ １６ １２ ５

（モジュロ２）した剰余。

2.3 アドレッシング

2.3.1 概要

この節は、アドレスフィールド（図2.2参照）のフォーマットを記述している。

フレームリレーコネクションは、この節で記述されているアドレスフィールドの

要素により制御されている。アドレスフィールドのこれらの要素は、IT U - T勧告

X.36の12章でみられる輻輳マネージメントの付加手順のサポートを行う。情報フィ

ールドは、アドレスフィールドの後に続く。

2.3.2 アドレスフィールドフォーマット

アドレスフィールドは図2.2に示すように、アドレスフィールド拡張ビット、コ

マンド／レスポンス表示、順方向、逆方向明示的輻輳通知及び廃棄可能性表示、デ

ータリンクコネクション識別子（ＤＬＣＩ）フィールドとＤＬＣＩの拡張か制御か

を表示するビット（D/Cビット）を含んでいる。２オクテットアドレスのサポート

は必須である。ES/ISと網は、３オクテット又は４オクテットのアドレスフィール

ドをサポートしてもよい。網が３オクテット又は４オクテット長のアドレスフィー

ルドをサポートしているとき、長さの選択は、加入時に行われたりユーザ・網イン

タフェースで適用されたりする。
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(i) デフォルトアドレスフィールドフォーマット（２オクテット）

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

上位DLCI (6ﾋﾞｯﾄ) C/R EA
０

下位DLCI (4ﾋﾞｯﾄ) FECN BECN DE EA
１

(ii) ３オクテットアドレスフィールドフォーマット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

上位DLCI (6ﾋﾞｯﾄ) C/R EA
０

DLCI (4ﾋﾞｯﾄ) FECN BECN DE EA
０

下位DLCI (6ﾋﾞｯﾄ) D/C EA
０ １

(iii) ４オクテットアドレスフィールドフォーマット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

上位DLCI (6ﾋﾞｯﾄ) C/R EA
０

DLCI (4ﾋﾞｯﾄ) FECN BECN DE EA
０

DLCI (7ﾋﾞｯﾄ) EA
０

下位DLCI (6ﾋﾞｯﾄ) D/C EA
０ １

EA アドレスフィールド拡張ビット

C/R コマンド／レスポンスビット

FECN 順方向明示的輻輳通知

BECN 逆方向明示的輻輳通知

DLCI データリンクコネクション識別子

DE 廃棄可能表示

D/C DLCI拡張ビット表示

図2.2 アドレスフィールドフォーマット
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2.3.3 アドレスフィールド要素

(1) アドレスフィールド拡張ビット（ＥＡ）

アドレスフィールドオクテットの始めに送られるビットでアドレスフィールド

の最終オクテットを指示することにより、アドレスフィールド長は拡張される。

アドレスフィールドオクテットの始めのビットが０であることは、このオクテ

ットに他のオクテットのアドレスフィールドが続くことを示している。アドレ

スフィールドオクテットの始めのビットが１であることは、このオクテットが

アドレスフィールドの最終のオクテットであることを示している。

(2) コマンド／レスポンスビット（Ｃ／Ｒ）

C/Rビットは、あるES/ISから他に透過的に転送される。

(3) 順方向明示的輻輳ビット（ＦＥＣＮ）

ＦＥＣＮビットは輻輳した網により設定されることがあり、ES/ISに輻輳回避手

順が必要であることを通知する。その手順はＦＥＣＮ通知を伝えるフレームと

同一方向のトラヒックに適用する。ＦＥＣＮビットは受信したエンドシステム

に対して、受信するフレームがリソース輻輳に遭遇したことを示すために１に

設定される。ＦＥＣＮビットはＦＥＣＮ通知を受信したES/ISの受信側の速度調

整に使ってもよい。

網又はES/ISによる本ビットの設定はオプションであるが、網は本ビットをクリ

ア（０に設定）してはならない。ＦＥＣＮビットを提供しない網は本ビットを

変更しないで通過させる。本ビットの使用例はITU-T勧告X.36の12章に記述され

ている。

(4) 逆方向明示的輻輳ビット（ＢＥＣＮ）

ＢＥＣＮビットは輻輳した網により設定されることがあり、ES/ISに輻輳回避手

順が必要であることを通知する。その手順はＦＥＣＮ通知を伝えるフレームと

逆方向のトラヒックに適用する。ＢＥＣＮビットは受信したエンドシステムに

対して、受信するフレームがリソース輻輳に遭遇したことを示すために１に設

定される。ＢＥＣＮビットはＢＥＣＮ通知を受信したES/ISの送信側の速度調整

に使ってもよい。

網又はES/ISによる本ビットの設定はオプションであるが、網は本ビットをクリ

ア（０に設定）してはならない。ＢＥＣＮビットを提供しない網は本ビットを

変更しないで通過させる。本ビットの使用例はITU-T勧告X.36の12章に記述され

ている。

(5) 廃棄可能表示（ＤＥ）

本ビットはもし使用されるなら、輻輳状態の場合は他のフレームより優先して

廃棄されるフレームであることを示すために１に設定される。本ビットの網あ

るいはES/ISによる設定はオプションである。網は本ビットをクリア（０に設

定）にしてはならない。ＤＥビットを提供しない網は本ビットを変更しないで

通過させる。輻輳時、網はフレームを廃棄する場合、ＤＥ＝１のフレームだけ

に限定されることはない。
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(6) データリンクコネクション識別子（ＤＬＣＩ）

アドレスフィールドの長さに依存するが、ＤＬＣＩは１０ビット、１６ビット

又は２３ビットになりうる。アドレスフィールドが２オクテットのとき、ＤＬ

ＣＩは１０ビットでありオクテット１と２に表示され、アドレスフィールドが

３オクテットのとき、ＤＬＣＩは１６ビットでありオクテット１、２、３に表

示され、アドレスフィールドが４オクテットのとき、ＤＬＣＩは２３ビットで

ありオクテット１、２、３、４に表示される。

ＤＬＣＩは、ローカルなユーザ・網インタフェースで論理回線を識別する。そ

の値はＰＶＣ（相手固定接続）で加入時、ＳＶＣ（相手選択接続）で呼設定時

に決定される。ユーザ・網インタフェースでサポートされる最大論理回線は、

網に依存する。

特定のＤＬＣＩ値が、以下のように使われる。

－ ＳＶＣ（相手選択接続）用のシグナリング（ITU-T勧告X.36の10章参

照）

－ ＰＶＣ（相手固定接続）用の付加的手順（ITU-T勧告X.36の11章参照）

－ レイヤ２マネージメント、特に統合リンクレイヤマネージメント（ＣＬ

ＬＭ）（この解説の４章参照）

幾つかのＤＬＣＩ値が、表2.1、表2.2、表2.3で規定されている。

(7) 拡張ＤＬＣＩ／制御識別子（Ｄ／Ｃビット）

D/Cビットは、３オクテットあるいは４オクテットフォーマットが使われている

とき、アドレスフィールドの最終オクテットのビット２に設定される。ITU-T勧

告X.36においては、D/Cビットは常時０に設定されている。D/Cビットを１に設

定すると、最終オクテットのビット３からビット８は、もはやＤＬＣＩビット

として解釈されない。それらの用途はITU-Tでの今後の検討課題である。
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表2.1 ２オクテットアドレスを用いた場合のＤＬＣＩ値の範囲

ＤＬＣＩ範囲
機 能 参照

（１０ビット）

0 信号 X.36 10,11章

1 - 15 リザーブ

16 - 991 ﾕｰｻﾞ情報をｻﾎﾟｰﾄするための論理ﾘﾝｸ識別

992 - 1007 レイヤ２マネージメント（CLLM含む） X.36 ANNEX C

1008 - 1022 リザーブ

1023 インチャネルレイヤ２マネージメント

表2.2 ３オクテットアドレスを用いた場合のＤＬＣＩ値の範囲

ＤＬＣＩ範囲
機 能 参照

（１６ビット）

0 信号 X.36 10,11章

1 - 1023 リザーブ

1024 - 63487 ﾕｰｻﾞ情報をｻﾎﾟｰﾄするための論理ﾘﾝｸ識別

63488 - 64511 レイヤ２マネージメント（CLLM含む）

64512 - 65534 リザーブ

65535 インチャネルレイヤ２マネージメント

表2.3 ４オクテットアドレスを用いた場合のＤＬＣＩ値の範囲

ＤＬＣＩ範囲
機 能 参照

（２３ビット）

0 信号 X.36 10,11章

1 - 131071 リザーブ

131072 - 8126463 ﾕｰｻﾞ情報をｻﾎﾟｰﾄするための論理ﾘﾝｸ識別

8126464 - 8257535 レイヤ２マネージメント（CLLM含む）

8257536 - 8388606 リザーブ

8388607 インチャネルレイヤ２マネージメント
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2.4 送出規定

(1) ビット送出順序

ビットはオクテットにまとめられる。一つのオクテット内のビットは水平方向に表

示されており、１から８までの数が付与されている。複数のオクテットは垂直方向

に表示されており、１からｎまでの数が付与されている。

ｵｸﾃｯﾄ １

ｵｸﾃｯﾄ ２

ｵｸﾃｯﾄ ３

・
・
・

ｵｸﾃｯﾄ ｎ

図2.3 フォーマット変換

オクテットは若番から番号順に送出される。各々のオクテットに関しては、重要度

の最も低いビットであるビット１が最初に送出され、重要度の最も高いビットであ

るビット８が最後に送出される。

(2) フレームフィールドのビット順序

フィールドが１オクテットに含まれるとき、フィールドの最も小さいビット番号が

最下位ビット値となる。

フィールドが１オクテット以上におよぶとき、ビットの値は、オクテット番号の増

加にしたがって、減少していく。そのフィールド内の最も小さいビット番号が、最

下位ビット値となる。

例えば、２オクテット長のアドレスフィールドで、ＤＬＣＩビットの順序値は、図

2.4に示されている。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

上位DLCI (6ﾋﾞｯﾄ) C/R EA

２ ２ ２ ２ ２ ２ ０ ｵｸﾃｯﾄ１９ ８ ７ ６ ５ ４

下位DLCI (4ﾋﾞｯﾄ) FECN BECN DE EA

２ ２ ２ ２ １ ｵｸﾃｯﾄ２３ ２ １ ０

図2.4 ＤＬＣＩビットの順序
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ITU-Tでの以前の取り決めより、以下の二つを削除した。

(a) 情報フィールド内のビット値の順序は、ITU-T勧告X.36では規定されていない。

(b) ＦＣＳビットの順序値は以下のとおりである。最初のオクテットのビット１は

最上位ビットで、２番目のオクテットのビット８は最下位ビットである。

（図2.5を参照）

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ｵｸﾃｯﾄ１８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ｵｸﾃｯﾄ２０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

図2.5 ＦＣＳビットの順序

(3) 透過性

ES/ISと網は、開始及び終了フラグシーケンスの間のフレーム内容（アドレス、情報

及びＦＣＳフィールド）を調べ、すべての５個の連続する「１」ビット（ＦＣＳの

最後の５ビットを含む）の後に「０」ビットを挿入する。これは、フレーム内にフ

ラグやアボートシーケンスがあると見なされないためである。受信側ES/ISと網は、

開始及び終了フラグシーケンスの間のフレーム内容を調べ、５個の連続する「１」

ビットの直後の「０」ビットをすべて除去する。

(4) インターフレームフィル

インターフレームフィルのために、フラグシーケンスが使用されなければならない。

(5) 無効フレーム

無効フレームとは以下に示すいずれかのフレームである。

(a) 二つのフラグによって正しく区切られていないフレーム

(b) アドレスフィールドと終了フィールド間が２オクテット未満のフレーム

(c) 「０」ビット挿入前あるいは「０」ビット削除後にオクテットの整数倍で構成

されていないフレーム

(d) フレームチェックシーケンス誤りであるフレーム

(e) アドレスフィールドが１オクテットのフレーム

(f) 受信側がサポートしていないＤＬＣＩをもつフレーム

(g) 「０」ビット挿入後あるいは「０」ビット削除前に７個以上の連続した１を含

むフレーム（「透過性の違反」あるいは「フレームアボート」）

(h) Ｎ２０３以上の情報フィールドをもっているフレーム（ITU-T勧告X.36の8.2.6

参照）

注 上記(b) は、情報フィールド長が０のフレームは有効フレームであることを

意味している。所定の送信方向においてトラヒックがない場合、ES/ISあるい
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は網は、ＢＥＣＮビットを１あるいは０に設定して、逆方向の輻輳に関する

情報を送信するためにこのようなフレームを使ってもよい。逆方向との親和

性の理由より、ES/ISあるいは網はこのようなフレームを無効とみなしてよい。

その結果、送信側の網あるいはES/ISへの通知なしにそれらのフレームを廃棄

する。

上記(h) の場合網は、遠隔ES/ISにフレームの一部を送信するかもしれない、

そして残りのフレームをアボートするかもしれない。

無効フレームは、送信側ES/ISあるいは網へ通知されることなく廃棄される。

(6) フレームアボート

フレームのアボートは、少なくとも７個以上の連続した１（０ビット挿入なし）を

送信することにより行われる。ES/ISあるいは網による７個以上の連続した１ビット

の受信は、アボートとして解釈され、ES/ISあるいは網は現在受信しているフレーム

を無視する。

3. ＰＶＣ管理手順

3.1 メッセージ定義

ＰＶＣ管理手順に用いられるメッセージは、

－ 状態問合（STATUS ENQ）メッセージ

－ 状態表示（STATUS）メッセージ

の二つである。

これらのメッセージは、ＤＬＣＩ＝０で転送する。なお、ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮ、ＤＥ

ビットは、送信時「０」を設定し、受信時は解釈しない。

(1) 状態問合（STATUS ENQ）メッセージ

本メッセージは、以下の場合に送信する。

－ ＰＶＣ状態を問合わせるとき

－ リンクの完全性を確認するとき

(2) 状態表示（STATUS）メッセージ

本メッセージは、以下のために状態問合（STATUS ENQ）メッセージの応答として送

信する。

－ ＰＶＣ状態の表示

－ リンク完全性の証明

なお、オプションとして、１本のＰＶＣのＰＶＣ状態の表示のために随時送信する

こともできる。
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3.2 メッセージ情報要素定義

ＰＶＣ管理手順で使用されるメッセージの情報要素は、

－ メッセージ種別（Message type）

－ レポート種別（Report type ）

－ リンク完全性確認（Link integrity verification ）

－ ＰＶＣ状態（PVC status）

の四つがある。

(1) メッセージ種別（Message type）

メッセージの種別を表示する。

(2) レポート種別（Report type ）

各メッセージにて転送される情報の種別を表示する。

種別は、下記の３種類である。

－ フル状態表示

－ リンク完全性確認のみ

－ 単一ＰＶＣの非同期の状態表示

(3) リンク完全性確認（Link integrity verification ）

ES/ISと網間の送信シーケンス番号と受信シーケンス番号を表示する。

(4) ＰＶＣ状態（PVC status）

ユーザ・網インタフェース上で存在するＰＶＣの状態を表示する。

本情報要素には、該当のＰＶＣのＤＬＣＩとその状態（新規か、アクティブか等）

が含まれる。

本情報要素を繰り返し使用することで全ＰＶＣの状態を表示することができる。そ

の場合、ＤＬＣＩ値の低い方から表示される。

3.3 手順の記述

リンク完全性の確認及びＰＶＣ状態の報告のために周期的なポーリング手順を用いる。

3.3.1 ポーリング手順

(1) ES/ISは網に対して「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送出し、ポーリング

タイマＴ３９１を開始させる。Ｔ３９１がタイムアウトすると、ES/ISは上記処

理を繰り返す。

この「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージは、通常、リンク完全性確認の交換

のみを要求する（レポート種別は「リンク完全性確認のみ」を使用する）。し

かし、Ｎ３９１回のポーリング周期毎にES/ISは全ＰＶＣのフル状態を合わせて

要求する（レポート種別は「フル状態表示」を使用する）。

(2) 網は個々の「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対して「状態表示」

(STATUS)メッセージで応答し、エラー検出のためにタイマＴ３９２をスタート
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又はリスタートさせる。この「状態表示」(STATUS)メッセージには、リンク完

全性確認情報要素及びレポート種別情報要素が含まれている。ただし、全ＰＶ

Ｃのフル状態を要求する「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを受信した場合、

「状態表示」(STATUS)メッセージには、さらに各ＰＶＣのＰＶＣ状態情報要素

も含まれる。

(3) ES/ISはレポート種別に応じて「状態表示」(STATUS)メッセージを分析しなけれ

ばならない。網はＰＶＣ状態が変化した場合やＰＶＣの新規追加や削除が行わ

れたことを報告するために、いかなる周期にも全ＰＶＣの状態を表示する「状

態表示」(STATUS)メッセージで応答してもよい。ES/ISはこのメッセージを受信

すると、各ＰＶＣの状態を更新しなければならない。

3.3.2 リンク完全性確認シーケンス

(1) ES/IS及び網は内部カウンタとして送信シーケンスカウンタと受信シーケンスカ

ウンタを持っている。メッセージを交換する前の初期値はそれぞれ０である。

(2) ES/ISは「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信する際に送信シーケンスカ

ウンタの値を１増やし、その値を送信シーケンス番号とする。ただし、カウン

タの値は０を除くモジュロ２５６を用いる。また、「状態問合」(STATUS ENQ)

メッセージの受信シーケンス番号には受信シーケンスカウンタの値を入れる。

(3) 網はES/ISから「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを受信するとメッセージ内

の受信シーケンス番号と送信シーケンスカウンタの値が一致することを確認す

る。一致しない場合は、網は手順エラーとみなすが、本手順を継続する。また、

メッセージ内の送信シーケンス番号を受信シーケンスカウンタに保存する。

(4) 網は「状態表示」(STATUS)メッセージを送信する際に送信シーケンスカウンタ

の値を１増やし、その値を送信シーケンス番号とする。ただし、カウンタの値

は０を除くモジュロ２５６を用いる。また、「状態表示」(STATUS)メッセージ

の受信シーケンス番号には受信シーケンスカウンタの値を入れる。

(5) ES/ISは網から「状態表示」(STATUS)メッセージを受信するとメッセージ内の受

信シーケンス番号と送信シーケンスカウンタの値が一致することを確認する。

一致しない場合は、ES/ISはそのメッセージを無視する。また、メッセージ内の

送信シーケンス番号を受信シーケンスカウンタに保存する。
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ＥＳ／ＩＳ 網

「状態問合」メッセージ(5,4)

Ｔ３９１ 「状態表示」メッセージ(5,5)

タイム

アウト 「状態問合」メッセージ(6,5)

： 「状態表示」メッセージ(6,6)

：

Ｔ３９１

タイム

アウト 「状態問合」メッセージ(m,n)

「状態表示」メッセージ(n+1,m)

図3.1 リンク完全性確認シーケンス

3.3.3 エラー監視

ES/ISと網は周期的なポーリングにより得られる情報をエラー監視に利用する。

ES/IS及び網は以下のエラー状態を検出する。

－ 手順エラー

「状態問合」「状態表示」メッセージの不達、リンク完全性確認シーケン

スにおける無効な受信シーケンス番号

－ プロトコルエラー

プロトコル識別子、メッセージ種別、ＤＬＣＩ、必須情報要素の誤り

プロトコルエラーの場合、ES/IS及び網は受信したメッセージを無視する。

3.3.4 非同期ＰＶＣ状態表示メッセージ

(1) 本メッセージのサポートは網のオプションであり、また、網がサポートしてい

る場合ES/ISは加入時にこのメッセージを網が伝送するか否かを選択できる。

(2) 非同期ＰＶＣ状態表示メッセージは、網がＰＶＣ状態の変化をES/ISに通知する

ために用いられる。網は本メッセージをES/ISが送出する「状態問合」(STATUS

ENQ)メッセージと独立して用いることができる。
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3.3.5 双方向ネットワーク手順

本手順は網とES/ISにとってオプション機能であり、網がサポートしている場合

にはES/ISは加入時に使用するか否かを選択する。この手順は主にプライベート網

と公衆網との間に適用されると考えられる。

ES/ISが送出した「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対して網は「状態表示」

(STATUS)メッセージで応答する。

網が送出した「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対してES/ISは「状態表示」

(STATUS)メッセージで応答する。この場合、片方向手順の場合とその役割が逆にな

る。
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4. 輻輳制御

4.1 サービスパラメタ

ここでは輻輳制御に関連して用いられるサービスパラメタについて記述する。

(1) アクセス速度（ＡＲ）

ES/ISが網に入力可能な最大データ量、あるいは網からES/ISに出力可能な最大デー

タ量。

(2) 認定バーストサイズ（Ｂｃ）

通常状態で網が一つの論理回線（ＶＣ）に対して時間Ｔｃ間に送信することができ

る最大のデータ量。

(3) 超過バーストサイズ（Ｂｅ）

網が一つの論理回線（ＶＣ）に対して時間Ｔｃ間にＢｃを越えて送信することがで

きる最大の非認定データ量。

(4) 認定情報速度（ＣＩＲ）

通常状態で一つのＰＶＣに対して網が転送することを保証されている情報転送速度。

この速度は、測定の最小単位である時間Ｔｃで平均されたものである。

(5) 認定速度測定時間（Ｔｃ）

網が認定バーストサイズ（Ｂｃ）及び超過バーストサイズ（Ｂｅ）を受け入れるこ

とができる間の時間間隔。Ｔｃは以下の公式で算出される。

－ ＣＩＲ＞０ ならば Ｔｃ＝Ｂｃ／ＣＩＲ

－ ＣＩＲ＝０ ならば Ｔｃは網がサポートしている選択肢のなかからユーザが

選んだ値となる。

4.2 輻輳

4.2.1 概要

通常状態で、網は各々のES/ISからのデータを受信し、最小の遅延で対向ES/ISに

データを送信する。網が軽輻輳になったとき、網は各々のES/ISから受信したデー

タをすぐには送信せず、短期間バッファに収容する。これにより、データ転送遅延

が増加する。

ユーザは網への速度を契約時に決めたＣＩＲまで低下させることにより、輻輳を

回避しデータ廃棄を防ぐことが可能である。

ＦＲＤＮの品質を保証するため、あるレベル以下の通常状態でフレームの廃棄率

を保証する必要がある。輻輳時には通常状態と同レベルの信頼性を保証することは

不可能であり、通信に必要となる最低レベルでのフレーム廃棄率を保証する必要が

ある。重輻輳時には、網リソースを回復させるためにデータ転送を中止する。

図4.1は、網の輻輳レベルとユーザ転送データのスループットとの関係を示して

いる。輻輳時のフレーム廃棄とユーザフレームの再送は、スループットの低下につ

ながる。

領域１は通常時の網のスループットを示し、領域２は軽輻輳時の状態を示し、領

域３は重輻輳時の状態を示す。
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図4.1 網輻輳とスループットの関係

4.2.2 輻輳の影響

軽輻輳が始まると、網は輻輳を検出し、ES/ISに輻輳通知を行わなければならな

い。網は網内で輻輳が発生していることを明示的に通知するためにES/ISにメッセ

ージを送信する。ES/ISはこのメッセージに応えて網への転送トラヒックを削減さ

せなければならない。

輻輳時に網は他のトラヒックより先に、廃棄可能表示（ＤＥ）に廃棄可能（ＤＥ

＝１）と設定されているフレームを優先的に廃棄する。しかしながら、網は網自身

を破壊的な輻輳状態から保護するために、ある時点であらゆるフレームを廃棄して

よい。輻輳通知に反応できないES/ISに対するトラヒック制御方法は、フレーム廃

棄のみである。
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図4.2 網輻輳の通知

4.3 輻輳通知

網が輻輳状態を検出したとき、網は関係しているES/ISに転送されるフレーム内のＦ

ＥＣＮ及び／又はＢＥＣＮビットを１に設定してもよい（図4.2参照）。また、関連し

ているES/ISにＣＬＬＭメッセージを送信してもよい。

以下にＦＥＣＮ、ＢＥＣＮ、ＣＬＬＭの概略を示す。

4.3.1 順方向明示的輻輳通知（ＦＥＣＮ）

輻輳が発生しているトラヒックと同方向への通知は、順方向明示的輻輳通知と呼

ばれている。網は受信側ユーザに網輻輳を通知するため、輻輳しているノードを通

過するフレームのアドレスフィールド内のＦＥＣＮビットを１に設定する（図4.3

参照）。

注 ＦＥＣＮビットは網及び／又は対向ES/ISに通知するために、ES/ISにより設

定されてもよい。
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図4.3 ＦＥＣＮビットを使用した輻輳通知

4.3.2 逆方向明示的輻輳通知（ＢＥＣＮ）

輻輳が発生しているトラヒックと逆方向への通知は、逆方向明示的輻輳通知と呼

ばれている。網は受信側ユーザに網輻輳を通知するため、輻輳しているノードを通

過するフレームのアドレスフィールド内のＢＥＣＮビットを１に設定する（図4.4

参照）。

注 ＢＥＣＮビットは網及び／又は対向ES/ISに通知するために、ES/ISにより設

定されてもよい。

図4.4 ＢＥＣＮビットを使用した輻輳通知

4.3.3 統合リンクレイヤマネージメント（ＣＬＬＭ）メッセージ

(1) 概要

統合リンクレイヤマネージメントメッセージは、ISO 8885で定義されるＸＩＤ

フレームを用いて転送される。このＣＬＬＭの生成と転送はES/IS、網にとって

オプションである。ＸＩＤメッセージフレームフォーマットを図4.5に示す。す
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べてのフィールドは一部を除き、２進符号で示してある。

なお、ITU-T勧告X.36は２オクテット長のアドレスフィールドに対してのみ規定

している。３あるいは４オクテットのアドレスフィールドに関する規定を行う

かどうかは、ITU-Tでの今後の課題である。

ＣＬＬＭメッセージは、１０進法ＤＬＣＩ＝1007、あるいは２進法でＤＬＣＩ

＝1111101111とコーディングされる。コマンド／レスポンス（Ｃ／Ｒ）ビット

はＣＬＬＭメッセージがＸＩＤレスポンスフレームなので１（Ｒを示す）とコ

ーディングする。ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮ、ＤＥビットは使用されないので、これ

らは送信側では０に設定され、受信側では解釈されてはならない。

87654321

１ 11111010 アドレスオクテット１

２ 11110001 アドレスオクテット２

３ 10101111 ＸＩＤ制御フィールド

４ 10000010 フォーマット識別子（１３０）

５ 00001111 グループ識別子＝１５

６ グループ長 オクテット１

７ グループ長 オクテット２

８ 00000000 パラメタ識別子＝０

９ 00000100 パラメタ（４）

10 01101001 パラメタ値＝１０５（ＩＡ５符号化Ｉ）

11 00110001 パラメタ値＝４９（ＩＡ５符号化１）

12 00110010 パラメタ値＝５０（ＩＡ５符号化２）

13 00110010 パラメタ値＝５０（ＩＡ５符号化２）

14 00000010 パラメタ識別子＝２（理由ｉｄ）

15 00000001 パラメタ長＝１

16 理由値

17 00000011 パラメタ識別子＝３（ＤＬＣＩ識別子）

18 パラメタ長

19 ＤＬＣＩ値オクテット１（１番目）

20 ＤＬＣＩ値オクテット２（２番目）

2n+17 ＤＬＣＩ値オクテット１（１番目）

2n+18 ＤＬＣＩ値オクテット１（１番目）

2n+19 ＦＣＳオクテット１

2n+20 ＦＣＳオクテット２

図4.5 ２オクテットアドレスフィールドのＣＬＬＭメッセージフォーマット
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(2) 通知できる内容

ＣＬＬＭメッセージフォーマット内の理由表示値の設定により、ユーザは軽輻

輳／重輻輳等の輻輳状態、詳細情報が分かるようになっている。この理由表示

はメッセージを発行したレイヤマネージメントエンティティのある輻輳した網

ノードで決定されたものである。不定の理由表示値であってもＣＬＬＭメッセ

ージは無視されない。

表4.1 ＣＬＬＭメッセージの理由の符号

ビット
理 由

87654321

00000010 トラヒックによる網輻輳（短時間）

00000011 トラヒックによる網輻輳（長時間）

00000110 ファシリティ又は装置故障（短時間）

00000111 ファシリティ又は装置故障（長時間）

00001010 保守動作（短時間）

00001011 保守動作（長時間）

00010000 不定（短時間）

00010001 不定（長時間）

他のすべての値はリザーブされている

(3) ＣＬＬＭによる制御

(a) 網のＣＬＬＭメッセージ転送手順

網は装置故障及びリソース輻輳になったとき、その状態をES/ISに通知するた

めに、ＣＬＬＭメッセージを送信する。ＣＬＬＭメッセージ送信の目的は、

ES/ISに全体のトラヒックを低減させることにある。高水準のトラヒック超過

が発生したりそれが継続するときは、網はトラヒックを廃棄したり回復のた

めにシステムを停止したりする。網はES/ISにＣＬＬＭメッセージを送信する

ことにより、このような動作がとられる可能性があることを通知する。ＣＬ

ＬＭメッセージは、輻輳が発生しているトラヒック方向とは逆方向に通知を

行うのみである。逆方向のトラヒックがないとき、ＣＬＬＭメッセージによ

り発信側ES/ISに輻輳を通知することは効果的である。

(b) 網輻輳

網が軽輻輳になったとき、ＣＬＬＭメッセージを送信し、ES/ISに輻輳を通知

する。そして、網が超過トラヒックを廃棄する前に回復できるように、

ES/ISに網がサポートできるトラヒックまで制限するように要求する。網が重

輻輳になったとき、トラヒックの廃棄なしに網機能を実行できなくなる。網

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺



－ －103

はＣＬＬＭメッセージを送信することにより、ES/ISに輻輳とその理由を通知

し、同時に超過トラヒックを廃棄することを通知する。トラヒックを廃棄し

ている網から通知を受けると、ES/ISはトラヒックの生成を制限したり、網の

回復を可能にするために操作を停止すべきである。

(c) 網故障

装置故障や回線故障が網内で発生したとき、網がＣＬＬＭメッセージを送信

しES/ISに通知する。ES/ISはこの故障メッセージを受信したとき、問題のＦ

Ｒコネクション上の全トラヒックの転送を停止するように網から要求される。

(d) 網の維持動作の通知

網が、継続的に重輻輳であるとき、網の共通リソースが特定のES/ISからのト

ラヒックによりオーバーフローを起こしてしまい、網は低トラヒックES/IS

（特定のＣＩＲ値内の速度でリンク上の通信を行っているES/IS）に対して、

契約時の通信品質を継続的に提供できなくなる。網は最も高い水準の高トラ

ヒックを出しているリンク上の通信を短期間停止してもよい。

(e) ＣＬＬＭメッセージにより通知された理由からの回復

網が対象ＤＬＣＩ群にＣＬＬＭメッセージを転送するとき、理由が少なくと

も一つのＤＬＣＩに対して正当であれば網は、ＣＬＬＭメッセージをＴｘ間

隔で転送しなければならない。ES/ISが前回のＣＬＬＭと同じ理由だが、ＤＬ

ＣＩ群のリストが修正されているＣＬＬＭメッセージを受信すると、ES/ISは

ＣＬＬＭメッセージの理由は、リストから外されたＤＬＣＩに対応している

コネクションに対してはもはや正当ではない。ES/ISはＣＬＬＭメッセージを

受信する毎に、タイマーＴｙを開始あるいは再開させる。タイマが満了する

と、ES/ISはＣＬＬＭメッセージの理由が、もはやすべてのＤＬＣＩに対して

正当ではないと解釈すべきである。（表4.2、図4.6、図4.7参照）

表4.2 ＣＬＬＭタイマ

タイマ 記述 範囲 初期値 契機 満了時の動作

Tx (網) CLLMメッセージ 5 - 30 10 CLLMメッセー 理由が正当であれば

送出時間タイマ ジの送信 ＣＬＬＭを繰り返す

Ty (ES/IS) CLLMメッセージ 5 - 30 10 CLLMメッセー 理由がもはや正当で

( ) 回復タイマ ジの受信 ないとみなす１

注( ) TyはTxより大きくすべきである。１
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4.4 輻輳の検出とES/IS側・網側の各動作

4.4.1 ES/ISの輻輳への応答

ES/ISは暗黙的あるいは明示的検出により、網輻輳を検出してもよい。

ここでは、ES/ISによる網輻輳の検出方法と、それに対してES/ISがとる動作を記

述している。

(1) 暗黙的輻輳検出

決められた閾値を越えたフレームが廃棄される割合を検出したとき、フレーム

廃棄を避けるため、ES/ISは網内で輻輳が発生していることを認識すべきである。

輻輳検出のための方法例として、上位プロトコルやレイヤ２手順（タイマやＲ

ＥＪフレーム）による、フレームへのシーケンス番号の割り当てがある。輻輳

状態が暗黙的に検出されるとき、ES/ISは全フローを制御するために、網へのト

ラヒックを削減しなければならない。

(2) 明示的輻輳検出

輻輳時、網は輻輳状態をES/ISに通知しトラヒックを削減するように要求するた

めにBECN/FECNビットの設定あるいはＣＬＬＭメッセージを利用してよい。継続

的な輻輳は、通信品質に影響を及ぼすフレームの廃棄を招くかもしれない。

4.4.2 網の輻輳への応答

(1) 網の輻輳の暗黙的検出に応じる動的ウィンドウサイズの使用例

動的なウィンドウサイズアルゴリズムとは、網の輻輳を制御する方法のことで

ある。輻輳がはじめに検出されたときと徐々に減ってゆくとき、アルゴリズム

は、送信側データリンクレイヤエンティティの送信ウィンドウを限定する。受

信側データリンクレイヤエンティティは、アルゴリズムには関与しない。ある

リンクの一方向への輻輳は、他方向への輻輳とは関係なく扱われる。

(a) 操作

データリンクレイヤエンティティが送信ウィンドウパラメタ（ｋ）を１に設

定したとき、作業用ウィンドウパラメタＶ（ｋ）の値は常に１であり、そし

てそのアルゴリズムを用いる必要はない。もし、データリンクレイヤエンテ

ィティのｋが１よりも大きいなら、輻輳していないときＶ（ｋ）はｋに等し

い値を用いる。

この輻輳制御アルゴリズムは、Ｉフレームの紛失をトリガとする。データリ

ンクレイヤエンティティは、次のときこの紛失を検出する。

－ ＲＥＪフレームを受信したとき

－ タイマＴ２００がタイムアウトし、Ｐビットが１のコマンドを送信し、そ

れに続いてＦビットが１で現在のＶ（ｓ）より小さいＮ（Ｒ）値のＩフレ

ームレスポンス又はＳフレームレスポンスを受信したとき。

データリンクレイヤエンティティがこれらのイベントのどちらか一方を検出

したとき、Ｖ（ｋ）に以前の値より小さい値を設定することで、動的なウィ
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ンドウサイズアルゴリズムを起動する。

Ｖ（ｋ）が最大値ｋに達したとき動的なウィンドウサイズアルゴリズムは終

了する。

(2) ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮ及びＣＬＬＭ使用のためのサンプルアルゴリズム

ここでは、順方向と逆方向の輻輳表示（ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮ、ＣＬＬＭ）の設

定例と、これらの表示に対するユーザのリアクション例を示す。

(a) ＦＥＣＮの使用法

ユーザは測定時間「Ｏ」を通じてＦＥＣＮが設定されたフレームの数とＦＥ

ＣＮがクリアされたフレームの数を比較する。この期間においてＦＥＣＮビ

ットが設定されたフレームの数がクリアされたフレームの数と等しいかそれ

を越えた場合、ユーザは現在のスループットをそれまでの7/8（0.875）に減

ずる。また、ＦＥＣＮビットを設定した数がクリアした数より少ない場合、

ユーザは情報速度をそのスループットの1/16増加することができる。

測定時間「Ｏ」は、エンド・エンドの中継遅延のおよそ４倍に等しい。

コネクション上で徐々に平衡状態に移行させるために、「スロースタート」

メカニズムが推奨される。

暗黙的通知により、ユーザがフレーム紛失を検出できるなら、これに対する

リアクションが準備されるべきである。暗黙的通知は、明示的輻輳通知と相

補的なものである。

ＦＥＣＮビットは、輻輳状態を検出した網のエンティティにより設定される

ことがある。本ビットを設定するための条件は網オプションである。

(b) ＢＥＣＮの使用法

ユーザは、ＢＥＣＮメカニズムを使用するためには、ステップカウント、Ｓ

を定義する。ＳはＢＥＣＮビットを受信した状態に基づいて、送信部がいつ

送信速度を増加させるか、又は減少させるかを決定するために使用できる。

ＢＥＣＮビット＝「１」のフレームが受信され、しかもユーザの送出速度が

スループットよりも大きいならば、ユーザは送出速度をフレームリレーコネ

クションと合意するスループットに変更しなければならない。

ＢＥＣＮビットが設定されたＳ個の連続するフレームを受信した場合、ユー

ザは、送出速度を現在の速度以下の次の「ステップ」速度に速度を変更しな

ければいけない。次の速度減少は、さらにＢＥＣＮビットが設定されたＳ個

の連続したフレームを受信するまで起こさない。

ステップ速度は、

0.675 × スループット

0.5 × スループット

0.25 × スループット

である。

ユーザが、速度をＢＥＣＮの受信の結果変動させたとき、ＢＥＣＮビットが

解除された任意のＳ／２個の連続したフレームを受信した後で、速度を
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0.125増加させることができる。

コネクション上で徐々に平衡状態に移行させるために、「スロースタート」

メカニズムが推奨される。

暗黙的通知により、ユーザがフレーム紛失を検出できるなら、これに対する

リアクションが準備されるべきである。暗黙的通知は、明示的輻輳通知と相

補的なものである。

網は、もし可能であれば、フレーム廃棄が必要となる以前にＢＥＣＮビット

を設定する。網は、このような場合ＢＥＣＮビットを設定し続け、さらに輻

輳状態が解除された後、ＢＥＣＮビットを設定した送信を数回続けることが

ある。

(c) ＣＬＬＭの使用

輻輳ノードは端のノードに対しても情報を伝えておかなければならない。

輻輳状態の場合、輻輳ノードはソースノードに対してＣＬＬＭを送信する。Ｃ

ＬＬＭの原因コードは輻輳の理由を示し、端のノードはユーザに対して輻輳制

御手順を起動するよう指示する。網内のいくつかのあるいはすべてのノードが

ＣＬＬＭを送信することができるため、複数の輻輳状態は、網を経由するユー

ザのフレームリレーコネクションに影響を与える。
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5. マルチプロトコルエンカプセレーション（ＭＰＥ）

5.1 フレームフォーマット

ITU-T勧告X.36におけるＭＰＥは、ＦＲＤＮを介して相互接続されるＥＳやＩＳ間で、

複数のプロトコルデータを転送するための方式である。

ＭＰＥは、ITU-T勧告X.36のフレームフォーマットに従ってプロトコルのエンカプセ

レーションを行う。このフォーマットを図5.1に示す。

情報フィールドの第１オクテットはＵＩフレームを示す制御フィールドで、そのあと

に続くオプショナルパッドフィールドは、フレームを２オクテット境界に揃えるために

使用される。パッドフィールドの値は０にしなければならない。

プロトコル識別子は、後に続く残りの情報フィールドにエンカプセレーションされる

ＰＤＵのプロトコルを識別するために使用され、ISO/IEC TR9577（second edition）で

定義されている。

プロトコル識別子のフィールドとパッドフィールドとを区別するために、ＭＰＥにお

いては、プロトコル識別子がＸ'００'の場合は無効となる。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

フラグ ｵｸﾃｯﾄ １

アドレスフィールド 第１オクテット（注） ｵｸﾃｯﾄ ２

アドレスフィールド 第２オクテット ｵｸﾃｯﾄ ３

制御フィールド（ＵＩ） Ｘ'０３' ｵｸﾃｯﾄ ４

オプショナルパッド Ｘ'００' ｵｸﾃｯﾄ ５

プロトコル識別子 ｵｸﾃｯﾄ ６

エンカプセレーションされたＰＤＵ ｵｸﾃｯﾄ ７
・
・
・

ｵｸﾃｯﾄ N-3

ＦＣＳ 第１オクテット ｵｸﾃｯﾄ N-2

ＦＣＳ 第２オクテット ｵｸﾃｯﾄ N-1

フラグ ｵｸﾃｯﾄ N

注 デフォルトのアドレスフィールド長は２オクテット。

３又は４オクテットに拡張することが可能。

図5.1 ２オクテットアドレス時のＭＰＥにおけるフレームフォーマット

ＪＳ－１０６０８－ｂ補遺



－ －109

5.2 ＣＬＮＰ（ISO 8473）のカプセル化

ＣＬＮＰのエンカプセレーションに使用されるフレームフォーマット例を、図5.2に

示す。プロトコル識別子は、ISO/IEC TR9577（second edition）に従ってＸ'８１'に設

定する。この例では、パッドフィールドを省略している。ＣＬＮＰのエンカプセレーシ

ョンでは、プロトコル識別子自身もＣＬＮＰユニットデータＰＤＵの一部となることに

注意が必要である。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

フラグ ｵｸﾃｯﾄ １

アドレスフィールド 第１オクテット ｵｸﾃｯﾄ ２

アドレスフィールド 第２オクテット ｵｸﾃｯﾄ ３

制御フィールド（ＵＩ） Ｘ'０３' ｵｸﾃｯﾄ ４

プロトコル識別子 Ｘ'８１' ｵｸﾃｯﾄ ５

ＣＬＮＰユニットデータの残り ｵｸﾃｯﾄ ６
・
・
・

ｵｸﾃｯﾄ N-3

ＦＣＳ 第１オクテット ｵｸﾃｯﾄ N-2

ＦＣＳ 第２オクテット ｵｸﾃｯﾄ N-1

フラグ ｵｸﾃｯﾄ N

図5.2 ＣＬＮＰ（ISO 8473）ユニットデータＰＤＵのエンカプセレーション
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6. プロトコル機能とパラメタのステータス

ここでは、今までの解説で用いた各種パラメタやユーザ・網インタフェースでサポートされる機能

のステータスについて記述する。また、この規約標準での規定状況もあわせて記述する。

パラメタのリストとステータスを表6.1に示す。また、プロトコルの送受信機能のステータスを表6.

2、プロトコルデータユニットの特性のステータスを表6.3に示す。

表6.1 ユーザ・網インタフェースのパラメタリスト

カウンタ／タイマ／ 参照 ES/IS 網 規約の規定状況と
ES/IS 網 設定単位

パラメタ (X.36) 値 同 （ES/IS）の が じ

ＡＲ 8.2.1 必須 必須 Ｙｅｓ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 基本標準と同一

ＤＬＣＩ 9.3.3.6 必須 必須 Ｙｅｓ ＰＶＣ 基本標準と同一( )１

ＣＩＲ 8.2.4 ｵﾌﾟｼｮﾝ 必須 Ｙｅｓ ＰＶＣ 基本標準と同一( )１

Ｂｃ 8.2.2 ｵﾌﾟｼｮﾝ 必須 Ｙｅｓ ＰＶＣ 基本標準と同一( )１

Ｂｅ 8.2.3 ｵﾌﾟｼｮﾝ 必須 Ｙｅｓ ＰＶＣ 基本標準と同一( )１

Ｔｃ(when CIR=0) 8.2.5 ｵﾌﾟｼｮﾝ 必須 Ｙｅｓ ＰＶＣ 基本標準と同一( )１

Ｎ２０３ 8.2.6 必須 必須 Ｙｅｓ ＰＶＣ 最大長を推奨( )( )１ ２

ＰＶＣ管理のサポート 11 ｵﾌﾟｼｮﾝ 必須 Ｙｅｓ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 実装を推奨 ( )１

Ｎ３９１ 11.6 必須 ＮＡ ＮＡ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 基本標準と同一

Ｎ３９２ 11.6 必須 必須 望ましい ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 基本標準と同一

Ｎ３９３ 11.6 必須 必須 望ましい ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 基本標準と同一

Ｔ３９１ 11.6 必須 ＮＡ ＮＡ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 基本標準と同一

Ｔ３９２ 11.6 ＮＡ 必須 ＮＡ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ ＮＡ

双方向ＰＶＣ
11.5 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ Ｙｅｓ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 基本標準と同一( )１

管理のサポート

Ｔ３９１ 11.6 必須 ＮＡ ＮＡ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 基本標準と同一

Ｔ３９２ 11.6 ＮＡ 必須 ＮＡ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ ＮＡ

双方向ＰＶＣ
11.5 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ Ｙｅｓ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 基本標準と同一

管理のサポート

Ｎ３９１(2 目) 11.5 ＮＡ 必須 ＮＡ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ ＮＡつ

Ｎ３９２(2 目) 11.5 必須 必須 望ましい ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 基本標準と同一つ

Ｎ３９３(2 目) 11.5 必須 必須 望ましい ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 基本標準と同一つ

Ｔ３９１(2 目) 11.5 ＮＡ 必須 ＮＡ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ ＮＡつ

Ｔ３９２(2 目) 11.5 必須 ＮＡ ＮＡ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 基本標準と同一つ

非同期ＰＶＣ状態メ
11.4.2 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 望ましい ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 基本標準と同一( )１

ッセージのサポート

CLLMﾒｯｾｰｼﾞのサポート Annex C ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ Ｙｅｓ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 実装を推奨 ( )( )１ ３

Ｔｘ C.5.4 ＮＡ 必須 ＮＡ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ ＮＡ

Ｔｙ C.5.4 必須 ＮＡ ＮＡ ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 基本標準と同一

ＮＡ：適用されない。

注:( ) フレームリレー規約標準解説部に、規約化又は規約化しない理由あり。１

( ) 最大ユーザ情報長（１６００オクテット以上）を推奨。２

( ) ＣＬＬＭメッセージを網から受信することにより、網輻輳状態を検出し、フレームの送信制御を３

行う機能。
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表6.2 プロトコル機能（ＰＣ）

ｻﾎﾟｰﾄする状態
参照 規約の規定状況

項番 プロトコル特性
(X.36) （ES/IS）

ES/IS 網

送信の特性

PC1 STATUS ENQ送信 11.2 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 実装を推奨 ( )１

PC2 STATUS返答 11.2 ｵﾌﾟｼｮﾝ 必須 基本標準と同一( )１

PC3 非同期のSTATUSメッセージ送信 11.6 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 基本標準と同一( )１

PC4 ２ｵｸﾃｯﾄｱﾄﾞﾚｽﾌｨｰﾙﾄﾞのサポートと送信 9.3.2 必須 必須 基本標準と同一( )１

PC5 ３ｵｸﾃｯﾄｱﾄﾞﾚｽﾌｨｰﾙﾄﾞのサポートと送信 9.3.2 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 基本標準と同一( )( )１ ２

PC6 ４ｵｸﾃｯﾄｱﾄﾞﾚｽﾌｨｰﾙﾄﾞのサポートと送信 9.3.2 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 基本標準と同一( )１

PC7 ＦＥＣＮビットを１に設定する能力 9.3.3.3 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 基本標準と同一( )１

PC8 ＢＥＣＮビットを１に設定する能力 9.3.3.4 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 基本標準と同一( )１

PC9 ＤＥビットを１に設定する能力 9.3.3.5 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 基本標準と同一( )１

PC10 ＣＬＬＭメッセージ送信 ANNEX C ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 基本標準と同一( )１

受信の特性

PC11 STATUS ENQ受信 11.2 ｵﾌﾟｼｮﾝ 必須 基本標準と同一( )１

PC12 STATUS受信 11.2 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 実装を推奨 ( )１

PC13 非同期のSTATUSメッセージ受信 11.6 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 基本標準と同一( )１

PC14 ２ｵｸﾃｯﾄｱﾄﾞﾚｽﾌｨｰﾙﾄﾞのサポートと受信 9.3.2 必須 必須 基本標準と同一( )１

PC15 ３ｵｸﾃｯﾄｱﾄﾞﾚｽﾌｨｰﾙﾄﾞのサポートと受信 9.3.2 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 基本標準と同一( )( )１ ２

PC16 ４ｵｸﾃｯﾄｱﾄﾞﾚｽﾌｨｰﾙﾄﾞのサポートと受信 9.3.2 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 基本標準と同一( )１

PC17 １に設定されたFECNビットの透過性 9.3.3.3 ＮＡ 必須 ＮＡ

PC18 １に設定されたBECNビットの透過性 9.3.3.4 ＮＡ 必須 ＮＡ

PC19 １に設定されたＤＥビットの透過性 9.3.3.5 ＮＡ 必須 ＮＡ

PC20 ＣＬＬＭメッセージ受信 ANNEX C ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 実装を推奨 ( )( )１ ３

ＮＡ：適用されない。

注:( ) フレームリレー規約標準解説部に、規約化又は規約化しない理由あり。１

( ) ITU-T勧告X.36以外のフレームリレー上のエンカプセレーション方式を記述したドキュメントで２

は、３オクテットアドレスが使えないことに注意が必要。

( ) ＣＬＬＭメッセージを網から受信することにより、網輻輳状態を検出し、フレームの送信制御を３

行う機能。
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表6.3 プロトコルデータユニット（ＦＲ）

ｻﾎﾟｰﾄする状態
参照 規約の規定状況

項番 プロトコル特性
(X.36) （ES/IS）

ES/IS 網

共通の特性

FR1 フラグによる全フレームの開始と終了 9.2.1 必須 必須 基本標準と同一

FR2 ２ｵｸﾃｯﾄのｱﾄﾞﾚｽﾌｨｰﾙﾄﾞがデフォルト 9.3.2 必須 必須 基本標準と同一( )１

FR3 ３ｵｸﾃｯﾄｱﾄﾞﾚｽﾌｨｰﾙﾄﾞへの拡張 9.3.2 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 基本標準と同一( )( )１ ２

FR4 ４ｵｸﾃｯﾄｱﾄﾞﾚｽﾌｨｰﾙﾄﾞへの拡張 9.3.2 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 基本標準と同一( )１

FR5 フィールドマッピング変換 9.2.1 必須 必須 基本標準と同一

送信の特性

FR6 単一フラグの生成 9.2.1 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 基本標準と同一

（終了フラグが開始フラグを兼用）

FR7 透過性（５個連続の１ビット後の０ビ 9.4.2 必須 必須 基本標準と同一

ット挿入）

FR8 ビット転送順序 9.4.1 必須 必須 基本標準と同一

FR9 ＦＣＳ領域の送信 9.2.4 必須 必須 基本標準と同一

FR10 フラグシーケンスのｲﾝﾀﾌﾚｰﾑﾌｨﾙ 9.4.3 必須 必須 基本標準と同一

受信の特性

FR11 次のフレームの開始フラグとして終了 9.2.1 必須 必須 基本標準と同一

フラグを受信

FR12 透過性（５個連続の１ビット後の０ビ 9.4.1 必須 必須 基本標準と同一

ット除去）

FR13 ビット転送順序 9.4.1 必須 必須 基本標準と同一

FR14 ＦＣＳ領域の受信 9.2.4 必須 必須 基本標準と同一

FR15 ｲﾝﾀﾌﾚｰﾑﾌｨﾙとしての連続ﾌﾗｸﾞ受信機能 9.4.3 必須 必須 基本標準と同一

FR16 不正フレームの廃棄 9.4.4 必須 必須 基本標準と同一

注:( ) フレームリレー規約標準解説部に、規約化しない理由あり。１

( ) ITU-T勧告X.36以外のフレームリレー上のエンカプセレーション方式を記述したドキュメントで２

は、３オクテットアドレスが使えないことに注意が必要。
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